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　白い白い雪原のような世界。

　見渡す限りに何もない。建物はない。山もない。砂漠や荒野や海原ですらも此こ処こよりは賑にぎやかだと言えるだろう――此処には地平線すらもない。故ゆえに天と地の区別すらもない。

　存在そのものを憎んでいるかのような虚きよ無む。

　その只中で……少女はただぼんやりと佇たたずんでいた。

　恐らくは十歳にもなっていないだろう。まだ何をするにも親の庇ひ護ごが必要なくらいの幼い子供である。大人ですら途方に暮れるであろうこんな場所に、独り置き去りにされるなど、虐ぎやく待たい以外の何物でもない。

　既に、泣いたり喚わめいたりする段階はとっくに通り過ぎたのだろう。

　疲労に緩ゆるんだ淡い無表情で……少女はただ無意味に、視線を虚こ空くうに放散させている。

　何らかの思考がその頭の中で回っているかどうかさえ怪しい。ただ息をしているというだけで、死んでいるのと大差ない状態だった。剛胆な大人ですら、無音の真っ暗闇に放置され続けると数日で壊れると言われるが……精神面が多分に未発達の小さな女の子は、それより遙かに脆もろいはずだった。

　だが……

「……お兄ちゃん」

　痙けい攣れんするかのように少女の唇くちびるが言葉を紡ぎ出す。

　意識してのものか。それとも譫うわ言ごとのようなものか。

　勿もち論ろん、応じる者も周囲にはおらず、区別などつかないが――

「……お兄ちゃん」

　少女は繰り返す。

　その言葉がまるで何かの種火であるかのように、少女の瞳に意志の光が瞬く。

　ゆっくりと――まるでそれが何かの呪文であるかのように、彼女は淡々と、呟つぶやき続けた。

「……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……………………千せん里りお兄ちゃん」

　ふわりと少女の前に何かが揺れた。

　幻影だろうか。

　何の脈絡もなく唐突に――それはあった。

　少女とそう幾つも歳の違わない少年の姿。闊かつ達たつそうな笑顔が実に可愛らしい。

「…………」

　しかし……勿論それは本人ではなく、実体ですらなく、水面に映る虚きよ像ぞうのように輪郭は崩れ、すぐに波紋の中に溶けて消えた。

　後にはやはり白い虚無が残るばかりだ。

　少女は何度か不思議そうに瞬きをして――

「千里お兄ちゃん……」

　再びそう呟く。

　するとまた少年の姿が少女の前に浮かび上がった。

「千里お兄ちゃん……」

　少女は何ど処こか虚うつろな笑みを浮かべて手を伸ばし――しかし彼女の指先は虚無を掻かいた。

　少年の姿は再び消えていた。

　目の前には、また果てしない虚空が少女を押おし潰つぶすかのように横たわる。

「千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……千里お兄ちゃん……」

　幻影に慰なぐさめを見いだしたマッチ売りの少女の如く――その少女もまた、『呪文』を呟いては少年の姿を虚空に投影し、それを眺めた。

　何度も。何度も。何度も。延々と――

「…………」

　一体どれだけそんな独り遊びソリテイアを繰り返しただろうか。

　百回か。千回か。万回か。

　一時間か。十時間か。百時間か。

　やがて……少女は溜め息をついて『呪文』を呟くのをやめた。

　幻は幻。影は影。それ以上のものではない。

「どうして……」

　呟く声には子供らしからぬ根深い何かが幾つも絡み付いていた。

　哀あい惜せき。思し慕ぼ。憤ふん怒ど。憎ぞう悪お。悲ひ嘆たん。

　いや……あるいは子供であるからか。

　己の内に凝こごっているその感情を整理することができないのだろう。喜怒哀楽の表情が緩やかに入り乱れては消えていき――やがて少女は元のようなぼんやりとした無表情に戻った。

「…………」

　永い虚無の時間に曝さらされながら、彼女が精神の枯こ死しを迎えていないのは、恐らく、定期的にこれを繰り返しているからだ。まるで冬眠中の動物が、ゆっくりゆっくり、死の一歩手前で、心臓を思い出したかのように動かすように。

　だが――

「…………？」

　ふと少女は顔を上げた。

　白い虚無の彼方から何かが近付いてくる。

　波にたゆたう藻のようにゆっくりと――しかし確実に。

　それは当初、暴力的な程の白い世界の中に一点のみ落とされた汚れのようであった。だがやがて大きくなるにつれてそれは明確な形を備え……永い永い時間をかけて少女の前に到達した。

　それは人形だった。

　少女の身では一抱え程の……大きな代物だ。ふわふわした綿菓子のような髪を備えたその人形は、恐らく女の子を模しているのだろう。だが全体的に簡素な意匠デザインで作り込みも浅く、それ以上の特徴を外見から読み取ることはできなかった。

「…………おにんぎょう」

　少女は呟く。

　無感動な声だった。それは驚愕でもなく、疑念でもなく、まるで条件反射のように、その目の前に漂着した物体の名を少女は呟いたに過ぎないのだろう。

　しかし……

「――――」

　それがまるで何かのスイッチであったかのように、人形は唐突に自ら動き出した。具体的にはぴょこんと何もない空間で跳ねると、少女の前に降り立ち、彼女を見上げながら首を傾げてみせたのだ。

「……あ」

　これも、驚いたというよりも反射行動なのだろう。

　声を漏らした少女に対して――人形は、その柔らかそうな髪を揺らして首を傾けた。

「質問です。貴女あなたが私の使用者ですか？」

「……？」

　少女は目を瞬かせて言葉に詰まる。

　人形は辛抱強く彼女の言葉を待っていたが――

「回答なしと判断します。再び待機モードに入ります」

「ま――」

　咄とつ嗟さのことに少女は言葉が出ない。

　誰かと会話するのはとても久し振りだったからか。言葉を繋いで誰かに投げるという行為は、ただ脳のう裏りに浮かんだ言葉を呟くのとは違う。少女は、ぱくぱくと喘あえぐように口を開け閉めしていたが、やがてたどたどしい口調で言った。

「まって、お人形、さん」

『待機モードに入る』――言葉の意味はわからずとも、それが『目の前の話し相手がいなくなる』ことを意味すると本能的に理解したのだろう。少女は、さらに手を伸ばして目の前に浮かぶ人形を抱き締めた。

「お話、お話、して」

「――お話」

　人形は呟くように言った。

「命令を受諾します。命令――『お話して』。お話。します」

　人形は頷うなずいてから滔とう々とうとした口調で『お話』を始めた。

「むかしむかしあるところにおじいさんとおばあさんがすんでいました」

「…………」

　少女はうっすらと困惑の表情を浮かべている。

　すらすらと何かを暗唱するかのように昔話を語っていた人形は、桃太郎が犬・猿・雉の三匹を供に従えたところで――ふと口を噤つぐんでまた首を傾げた。

「違いましたか？」

　どうやら相手の表情を読む程度のことはできるようだった。

「では白雪姫を。むかしあるところに」

「……あなたは、誰？　お人形、さん、なの？」

　人形の御お伽とぎ噺ばなしを遮るようにして少女は問うた。

　見る限り、明らかに人形以外の何物でもないそれに改めて問うたのは、人形が独りでに喋ったり動いたり、ましてや昔話を語って聞かせたりしないという常識を、この少女がようやく思い出したからだろう。

「肯定します」

　人形は端的にそう答えた。

「私は人形。私は器モ物ノ」

「もの？　なに？」

「自我なき、欲望なき、モノ。自我あり、欲望あるモノの、存在の、影。存在の、結果。創作、物――です」

「…………」

　少女は再び困惑の表情を浮かべる。

　幼い彼女にとって人形の言い回しは抽象的に過ぎて、理解できなかったのだろう。

　だが人形は構わず続けた。

「自我なき故に求めず、自我なき故に惑わず、自我なき故に逆らわず、ただ道具たることのみを理由としてあるモノです。私の姿形は、勿論その言動の全ては、道具たる為の必然であり、それ以上でもそれ以下でもありません」

　そこまで言ってから人形は口を噤む。

　そして――

「しかし求められた水準に達しないとの理由で、遺い棄きされました」

「……い、き？」

「棄すてられました」

　端的に人形はそう言い直した。

「…………棄て……られ……た……」

　少女はその言葉を口の中で呟く。

　彼女の周囲で再び少年の幻像が揺らいでは――消える。

　だが人形はその奇現象に驚くでもなく、ただ静かに少女を見つめている。

「……可哀、想」

　と――ややあって少女はそう言った。

「哀しく、ない、の？」

　少女はおずおずとそう尋たずねた。

「否定します。悲嘆は欲望の反射なれば」

　人形は静かにそう答えた。

　先の言葉が正しければ、その言動は全て道具として必要だから備わる機能であって、人形には自ら行動主体となる為の自我がなく、当然それに付随すべき感情もない。

　器物は喜怒哀楽を感じない。

　それを感じるのはあくまで人間だ。人形の笑い顔も、人形の泣き顔も、人形の怒り顔も、その全ては人間の感情をそこに写したもの――人間の影に過ぎない。

「寂し、く、は、ない、の？」

「否定します。寂せき寥りよう感かんは自我の反射です」

「幸せ、に、なりたく、ない、の？」

「否定します。幸福感は不幸の裏面です」

　人形は最後にこう言った。

「喜怒哀楽を感じるのは私の機能ではありません。私は道具。喜怒哀楽ある存在の延長であり一部に過ぎません。故に喜怒哀楽を表現してもそれは私のものにあらず――それは私の所有者の機能です」

「…………」

　少女は瞬きを繰り返しながら人形を見つめている。

　人形の言葉はやはり彼女には難解に過ぎただろう。だがしばしば互いに相手の言葉を知らぬ外国人同士が、何故か意志疎通に成功してしまうことがあるように――何か言葉以外の部分で得られるものを繋ぎ合わせることで、ぼんやりとだが少女は人形の話を理解したのかもしれない。

　彼女は小さく頷いた。

「……そっか……そう……だね……」

「貴女が私の使用者ですか？」

　人形は何度か身じろぎしてから――再びそう問うた。

　少女は無言でただ人形を抱き締めている。

　やがて――

「貴女が」

　人形は硝子ガラス玉だまの双そう眸ぼうを瞬きさせて問い直した。

「私の中身になってくださいますか？」

「うん」

　少女は頷いた。

「人形さん、人形さん、は、私を、棄て、たり、私を、置い、て、何処か、に、行ったり、しない、よね」

「はい」

　淡々と人形は肯定する。

　自我なき者の微み塵じんも迷いを含まぬ口調で。

「私に意志はありません。意志がないので自分で何かをしません。私が何かをする場合には使用者の命令が必要です。故に使用者の意志に私は反することができません」

「……そっか」

　少女は人形に頰ほおずりしながら静かに微笑ほほえむ。

　それは、白い白い、果てしなく虚ろな世界の片隅における、ささやかな出会いだった。

　その様子を――




「――さて」

　――一人の男が眺めていた。

　何処でもない場所から。

　男の前には平面の――まるで立体感を持たない情景が広がっている。

　少女と人形の姿はその中にあった。

　勿論、少女と人形は男の存在に気付いた様子はない。

　まるで二次元を三次元から見下ろしているかのように――同じような白い虚無でありながら、そこには何か絶対的な隔たりがあるかのようにも見えた。

　男は……まるでスクリーンに投影された映画を観るかのように、腕を組み、椅子も段差もない虚無の上に、至極当然といった様子で腰掛けて足を組んでいる。

　男は見るからに胡う散さん臭くさい格好で、サングラスに革ジャケット、しかも黒髪はオールバック、まるで出来の悪いヤクザ者のような姿だが――その下げ卑びた俗っぽさが、かえってこの異様な領域の只中では、倒錯的な雰囲気を醸し出している。

　もっともその奇怪さに驚くような者は、誰一人、此処にはいないのだが。

「これがどう化学変化を起こすか……やな」

　男はそう呟き――楽しげに口の端を歪ゆがめた。





















　目覚めてみれば――何ど処こかの部屋の中だった。

「…………？」

　一片の夢さえ見ない程の深い眠りであったせいか、咄とつ嗟さに思考がまとまらない。

　周す防おう千せん里りは、ただぼんやりと瞬きをして見慣れぬ天井を見つめた。

　自分の部屋の天井ではない。周防邸のものでもなければ、アバロン学園都市の寮のものでもない。白い壁紙が貼ってあって……そこに直付けされた安っぽい天井灯シーリングライトが見えた。

「…………」

　身を起こして辺りを見回す。

　そう広い部屋ではない。六畳程度のこぢんまりした部屋だ。恐らくはマンションか何かの一室なのだろう。

　部屋の佇たたずまいは平凡の一語に尽きる。

　本棚があって、机があって、椅子があって、小さな衣装簞笥クローゼツトと棚が必要最低限という感じで置いてあって。それらも別に高級な訳でもなく、むしろ安物の大量生産品――だからこそ本当に『何処ででもよく見かけるかのような』代物ばかりだった。

　壁際に吊ってあるセーラー服から、部屋の住人が女性、それも高校生だとわかる。

　本棚にはやや漫画の類たぐいが多いようにも思ったが、まあこれも驚くような量ではない。

　ぱっと見てわかる特徴と言えばその程度、本当にごく普通の部屋だった。

　だからこそ――

「…………スズメ？」

　それはやけに目立った。

　壁際に置かれた白いスタンド。

　まるで『？』マークのように尖端が曲がったその下に、小さな釣り鐘状の鳥籠が置かれている。いや。それすらも恐らくは、そう特別な品でもないのだろう。ホームセンターのペットコーナーにでも行けば普通に売っている代物だし、鳥をペットとして飼うこともそう珍奇な趣味でもない。

　ただ……中身が珍しい。

　スズメなのだ。

　通常――街中でもハトやカラスと並んで当たり前のように見かける鳥だが、これを飼っている人間は非常に少ない。

　殊更に綺麗な鳥でもないし、ペットショップに行っても売っていないし、何より、街中にいるとは言っても野性が強い鳥なので、たとえ何らかの理由で手に入れることになっても人間に懐かない。それこそ人間の手から餌を取ることを拒否して餓が死しするというのも珍しくない。鳥は常に体重を軽くしていなければいけない関係で、『食いだめ』が効かず、すぐに飢えて死んでしまうのである。

　スズメはビーズのような眼で静かに千里を見つめている。

　その小さな双眸が、何か奇妙に知性を湛たたえているかのようにも思えて――

「……まさか」

　幾つかの記憶の断片が繋がる。

　そして――

「クフィ！」

　千里は悲鳴じみた声を上げてその名を呼んだ。

　同時に慌てて室内をもう一度見回し――そこでようやく、彼は自分がベッドの上に寝かされていたのだ、ということに気付いた。

　そして自分の横に一人の少女が眠っていることにも。

　いや。『眠っている』というより『寝かされている』と言った方が良いだろう。少なくとも彼女は自分の意志で千里の隣に寝た訳ではないのだろうから。

　白いシーツの上に蒼あおい髪が鮮やかに映える。

　千里の適合補助者アジヤスタントクフィール・アブソリュート。

　長ちよう身しん痩そう軀くの人造精霊は……その整った貌かおに、苦悶の表情を刻んで眼を閉じていた。普段は何処かぼんやりしている雰囲気の彼女だが、だからこそ、辛そうに顰しかめられたその貌は、ひどく千里の危機感を煽あおる。

「クフィ、クフィール！」

　千里の脳のう裏りに気を失う直前の出来事が鮮やかに蘇っていた。

　いつの間にか『還かえってきた』妹。

　妹のことを誰も不審に思っていなくて。

　妹は千里に『一つになろう』と迫ってきて。

　妹はしかし千里にあの亜あ藍らん須す美み子この集団をけしかけてきて――戦闘になって。

　その際……

「大丈夫か、クフィ、おい――うおっ!?」

　彼女の無事を確かめようと、その身体を覆っていたシーツを剝はぎ取とって――次の瞬間、指先は音速を超えたんじゃないかって勢いで彼はそれを元に戻した。

　クフィールが全裸だったからである。

　正しくは――一瞬見ただけなのではっきりわからなかったが――あちこちにガーゼだの絆ばん創そう膏こうだのが貼られてはいたが、基本、下着すら着けていなかった。

「…………あー……びっくりした。びっくりした。びっくりした」

　誰にという訳でもないのだが、言い訳するように千里は繰り返した。

　いやまあ、クフィールの全裸を見たのは初めてではないのだが。

　それでも抜き打ちというか、不意打ちというか、まあそんな感じに目にするとやはり動揺してしまう。クフィールの肢体は実にけしからんというか、出るところはボンッと出て、引っ込むところはキュッと引っ込んで……の所謂いわゆるダイナミックなグラマラス・ボディなので、何処からどう見ても眼がん福ぷく――ではなくて目の毒なのである。

　特にその両胸は、見るからに筋肉じみて固そうという風でもなく、しかし無様に垂れる程に柔らか過ぎもせず、彼女の姿勢によって実に滑らかに形を変える為、ただ寝転んでいるだけでも途方もなくエロい――

「んだらぁ！」

　この非常時に余計なところに飛びそうになった自分の意識を、自ら頰ほおをサンドイッチ気味に左右からぶっ叩くことで引き戻す千里。頭を振って痛みと眠気と邪念を振り払うと、千里は改めて傍かたわらに横たわるクフィールを見つめた。

「死んでは……いないよな」

　改めてクフィールの上に掛けられたシーツが、緩ゆるやかに上下しているのを確認する。

　無論、息をしているなら後は大丈夫――という訳でもないし、そもそも、人造精霊にして獣人の彼女に、どれだけ普通の人間の常識があてはまるかは、わからないのだが。

　千里はクフィールの頰に手を添える。

　心なしか体温が高いように――熱があるようにも思えた。

　だがよく考えれば千里はクフィールの平熱そのものを知らない。何となく低血圧気味なので冷え性じゃないか、くらいの連想は働くが、元々大柄で筋肉量も多いであろう彼女は、普通の人間よりも体温が高めの可能性だってある訳で。

「くそ。駄目だ。専門知識がなけりゃどうにも――」

　やはり魔法使いかそれに類する者に診せなければ。

　それも一刻も早く。

　そんなことを考えて千里がベッドから下りようとした――その時。

「――あ」

　部屋の引き戸を開いて一人の少女が顔を出した。

「気が付いた？」

　驚くような美少女、という訳でもないが、殊更に不細工って訳でもなくて。

　まあ普通というか――清楚だが全体的に地味な感じである。

　髪はおかっぱに近い感じで肩口で切りそろえられ、唯一のお洒落しやれと言った感じでリボンが側頭部に括り付けられている。部屋の佇まいには住人の個性が如実に出るというが、その意味でこの少女は実にこの部屋の主に相応ふさわしい感じだった。

　いや。この際、少女の美び醜しゆうは問題ではない。

　重要なのは千里が彼女の顔に見覚えがあるということだった。

　そして気を失う直前にも彼女の顔を見たような気がする。

「星ほし塚づか暁あけ美み。どうして……」

　呟つぶやく千里。

　彼自身はきっちり覚醒したつもりだったが、どうやらまだ何処か寝惚けていたらしい。

「――え？」

　少女――暁美は目を丸くして立ち止まった。

「どうして？　え？　あれ？」

「…………？」

　動揺する暁美と、その意味がわからず困惑する千里。

「貴方あなた、どうして私の名前知ってるの？　ま、前に何処かで会った!?」

「――あ」

　言われてようやく千里は自分の失敗を理解した。

　そう。星塚暁美は記憶を消され、アバロン学園都市を去った。そうするように取りはからったのは、他ならぬ千里自身だ。つまり千里は星塚暁美の顔と名を知っていても、星塚暁美の側から見れば千里はまったく初対面で素性不明の他人だということだ。

　いきなりそんな相手に自分の名を呼ばれればどう思うか――

「ああ、いや、その、それは」

「ま……まさか」

　暁美は己の身を抱くようにして震えた。

「ストーカー!?」

　まあそう思われても仕方ないのだが。

「じゃあ不用意にストーカーを家にあげてしまった私は、勘違いしたストーカーに『いいだろいいだろお前もその気だったんじゃねえのかよ』とか何とか言われながら、都条例で禁止されちゃうような内容とか、『太陽●季節』とか『完●な遊戯』とか、そういう感じにエロいことをされまくった挙げ句に売られたり殺されたりするのね!?」

「んな訳あるか！　全然変わってねえな、この自意識過剰！」

　変質者呼ばわりされて、千里はほとんど発作的にそう喚わめいていた。喚いた直後にまずいと気付いたが――それこそストーカー疑惑を補強するようなものだ――もう遅い。

「なっ……」

　暁美は顔色を変えると千里に向かって言った。

「あ、あ、貴方こそ、貴方こそ、女の子裸で背負って歩いて行き倒れて、ど、何処からどう見ても変態じゃないの！」

「これには事情があるんだよ！」

「どんな事情よ!?」

「言えないんだよ！」

「なんで!?」

「なんででもだ！」

　などと怒鳴り合いつつ――心の片隅でふと千里は思った。

（あれ？　こいつ……）

　ちょっと変わったかもしれない。

　千里が以前会った星塚暁美は、もっと恐がりというか、何かにつけ怯おびえ気味というか、被害妄想がやや鬱うつ方面に入った感じの反応が多かったように思うのだが。以前も同じようなやり取りはしたのだが――以前はこんな風に対等に怒鳴り返してくる感じではなかった。

　しかも――

「…………って」

　一転して落ち着いた表情を見せると――短く溜め息をついて暁美は言った。

「事情……事情。うん。それはそう……よね」

　何故か彼女の表情には納得の色がある。

「何か特別な事情がないと、そんな格好してないわよね……」

「……格好？」

　千里は怪け訝げんの表情を浮かべる。

　暁美の視線は――千里を真っ直ぐ見ていたからだ。彼女の言う『そんな格好』がクフィールの全裸のことを言うのなら、むしろそっちを見るだろう。

　千里は眉を顰ひそめてすぐ傍らにあった窓を見る。

　半日以上眠っていたのだろう。黄たそ昏がれ時どきの――明るくも暗くもない、けれど何処か気け怠だるい光に照らされた住宅街の風景が、硝子ガラスの向こうに見えている。

　それに被さるようにして硝子面に映るのは、勿論、千里自身の顔……

「――[image: ]」

　引ひき攣つる千里の顔。

　その上に……余計なものがくっついていた。

　獣の耳。ケモノミミ。

　尖って短い毛に覆われててぴこぴこ動くアレ。

　それが――彼の頭部に生えている。

「ちょっ……これ……！」

　慌てて手で触ってその実在を確かめると、更に千里は自分の尻に手をやった。

　ある。やっぱりあった。

　普通の人間にはまずない器官がぴょこりんと備わっている。

　こちらは獣の尻尾だ。

「んな馬鹿な、普段は……」

　慌てて千里は首に巻いたチョーカーを確認したが、それは以前と変わらずにあった。

　この獣の耳と獣の尾は千里とクフィールが主従の契約を結んだ際に生えてきたものだ。クフィール曰く契約の証なんだとか。ただし普段はクフィールからの魔力供給によって発動する簡易の魔法により、見えないようになっている。これはクフィールが、あるいは千里が寝ていようが、気を失っていようが、作用し続ける。接続同調リンクの深度を上げれば、共鳴するようにこの耳と尻尾は見えるようになるが。

「最初は……普段からコスプレして歩き回る痛い人かと思っちゃったけど……」

「そんな趣味ねえよ！」

「あ……でもＴＰＯはともかくよく似合ってるよ。ちょっと可愛いっていうか――」

「そんなことで褒ほめられても嬉しくねえよ！」

　と喚いてから千里はクフィールを振り返った。

　先程は彼女の生死や体調ばかりが気になって確認していなかったが――

「クフィ……！」

　蒼い髪に手をやって確かめる。

　長く豊かな髪の間に埋もれるようにして隠れているが、確かに彼女にも獣状の耳が生えている。恐らく尻尾も生えていることだろう。

「どういうことだよ……!?」

　眠っていようが気絶していようが作用する魔法。

　それが消えているということは――

「お前――」

　思わず彼女の肩を摑つかんで揺り動かしそうになって――しかし千里は慌てて自分の手を引っ込めた。

　今、クフィールがどんな状態にあるのか、千里にはわからない。

　全く判断がつかないのだ。あちこち貼り付けられた絆創膏やらガーゼが変色していないところを見ると、全身の傷からの出血は止まっているようだが、迂う闊かつに触って状態を悪化させてしまわないとも限らない。

「……って。この絆創膏とかガーゼ……お前がやってくれたのか？」

　千里は暁美の方を振り返って問うた。

「うん」

「どうして――」

　暁美は千里達のことを覚えていないはずだ。

　ならば彼女は見知らぬ他人、しかも異形の相手を助けた上、手当てをし、そしてなおかつ――警察にも病院にも連絡しなかったことになる。

「え？　なに？」

「いや、だからどうして俺達を助けてくれたんだ？」

　そもそも……千里の記憶に残っているのは、確か何処かのコンビニエンスストアか何かの側で力尽きて倒れたというところまでだ。ということは少なくとも、そこからこの部屋まで、暁美が自ら運んだか、あるいは運ぶ手配なり何なりをしてくれたということになる。

　どう考えても、見ず知らずの他人に対して掛けるには過剰な手間だ。

「あ……それは……その……なんていうか」

　はにかむように頰を赤らめ少し俯うつむいて暁美は言った。

「漫画とか……アニメとか……ラノベとか……よくあるじゃない」

「はぁ？」

「だから、そういう、なんて言うか、普通の人間と違った格好の人が、政府とか、研究所とか、軍隊とか、そういうのに追われてて――って。貴方達、怪我してたみたいだし、その、余計に……」

　真実味があったということか。

　とはいえ――

「そ――そうか。その、あ、ありがとう」

　千里は頰を掻かきながらそう告げる。

　先に怒鳴り合った手前、微妙に礼を言うのも恥ずかしかったが。

「ど……どういたしまして」

「けど、アニメとか漫画とかって言うなら、それこそその後で、お前が巻き込まれて大変なことになるのがパターンだけど、その心配はなかったのか？」

　千里はオタクという程に、その手のものに通じている訳でもないが、大概、そういう『訳あり』の登場人物キヤラを助けたりすると、その後で、危ない連中が押しかけてきたりする訳で。

「――あ」

　と暁美が目を丸くして口元に手を当てる。

　どうやら考えていなかったらしい。

　だが……

「えっと――でも」

　やがて彼女は少し首を傾げて言った。

「それでも同じようにしてた、かな……」

「…………」

「ほっとけなかったっていうか……」

　彼女自身にもそれはよくわからない心の動きであったようだった。

「あの……」

　暁美は顔をあげて言った。

「さっきはストーカー呼ばわりしてごめんなさい」

「いや、それはもういいけど――」

「でも、やっぱり気になるの。貴方、私の名前知ってたのはどうして？　何処かで会ったことない？　何だか、私、貴方の顔に見覚えがあるような、懐かしいような、そんな気がして、ドキドキして――その、夢でね、ずっと会ってたみたいな、だから、あ、この人だって思って、やっと会えた、みたいな」

　まるでそれは初恋の告白のようで。

「なんか運命的なものを感じちゃったっていうか。あ、あのね、違うの、別にその、違うのよ、一目惚れとかそういうのじゃなくて、だって見覚えがあるから、えと、違う、その……私、何言ってるのかな……」

　しどろもどろになって暁美は俯いてしまう。

　恐らく自分の中にある気持ちに戸惑っているのだろう。千里に見覚えはある。だがその一方で名前すら思い出せない。何処で会ったのかすらもまったくわからない。まるで夢の中の登場人物のように――細部は曖あい昧まいで。

　なのに、強く強く、まるで、焼き付けられたかのように印象に残っていて……

「…………」

　千里は溜め息をつきそうになっていた。

（適当な仕事してんじゃねえよ、アバロンの連中……！）

　どうやら暁美は、完全に記憶が消されている訳ではなく、断片のようなものが残っているらしい。それが『見覚え』という形で千里の容姿と引き合ったのだろう。

「ああ……その……なんだ」

　どう答えるべきなのか――逡しゆん巡じゆんする千里。

　既に〈パーマンズ・ヴォウ〉は暁美の側には掛けられていないだろうが、千里には相変わらず掛かったままだ。ならば既に『部外者』扱いになっている暁美に、千里が事情を説明してしまえば、千里は機密保持義務違反と判断されて脳天パーにされてしまう可能性が高い。

　改めて考えるに『実はストーカーなんです』と開き直る方がまだ簡単で安全だったかもしれない。まさかそう言った途端に暁美も警察だの何だのに通報したりはすまい。

「ねえ。貴方達――一体何者なの？」

　千里の懊おう悩のうなどまるで知らぬ様子で、暁美は少し身を乗り出して言う。

「やっぱり私は貴方のこと知ってる気がするの……どうして？」

「…………」

　千里は――天井を向いて嘆息した。





●　●　●






　周防・ガン・ウーラは生きつ粋すいの戦士である。

　その五感は野生の獣にも優るとも劣らぬ程に鋭敏で――それは単に視力や聴力が個別に優れているというだけでなく、それら五感が感じ取る微細な情報を嚙かみ合あわせて総合的に判断し、些さ細さいな空気の変化すら確実に察知する。しばしば『勘かん』などと呼ばれる類の能力である。

　だからこそ……二階へ上がる階段の中程で彼女は周防邸にうっすらと漂う異常を感じ取っていた。

　義父と母は階下にいる。生粋の戦士というのならば母もまた同じだが――一階にいては感じ取ることはできない程に微かな『異変』だった。実際、ウーラも階段を上がり始めるまではまったく気付かなかった。

「…………？」

　ウーラはその正体について皆目見当がつかない。

　彼女がまったく知らない空気だった。ただ、じっくりその異常な空気の濃い方向に視線を向けると――そこは廊下の突き当たり、義兄・千里の部屋だった。

　扉がわずかに開いているのが見えた。

　珍しいことである。千里は割とそういう部分は几き帳ちよう面めんだ。鍵をかける程ではないにしてもいつも扉はきっちりと閉める。むしろ開けっ放しで家の中を歩き回るウーラやチータに文句を言っていたくらいなのに。

「御兄様？」

　ウーラは千里の部屋に近付きながらやや声を大きくして問う。

　アフリカ生まれな上に武士文化に影響されて育ったウーラは、『ノックする』という習慣がない。なのでこれは、時代劇のように、ふすま越しに声を掛ける感覚だった。

　千里からの返事はない。

　ウーラは「御兄様。入るぞ」と告げてドアノブに手を掛ける。

　何か異様な空気がさらに濃さを増したような気がする。

　ウーラは半ば無意識の内に、腰に吊った大振りなナイフに手を掛けながら千里の部屋に踏み込んだ。

　そこには――

「あ。ウーラ」

　朗ほがらかに微笑ほほえむ万ま尋ひろが立っていた。

　一糸纏まとわぬ全裸である。

　彼女の衣装はその足下にまとめて脱ぎ捨てられていた。

「……万尋？」

　ウーラは――首を傾げて部屋を見回す。

　万尋の白い裸体のその向こう側、窓硝子が割れていた。それも亀裂が入るとか穴が開くといった程度のものではなく、既に窓枠に残っている部分の方が少ないような有様である。

　まるで大きな椅子か何かをぶつけて叩き割ったかのように。

　あるいは何者かがそこに体当たりし割り破ったかのように。

　だが……

「御兄様は何処に行ったのだ？」

「わからないよ」

　と万尋は言った。

　部屋には彼女以外にも鞄かばんに擬態したミーティアの姿があるが……まるで本物の鞄であるかのように、こちらはぴくりとも動かない。

「…………」

　ウーラの中の緊張が物凄い勢いで溶け去っていく。

　異常を異常と認識できない。万尋の側にいると――そのことについて生じた疑念すらもが洗い流されて消えてしまうのだ。

「そこから出て行っちゃった。クフィールと一緒に」

「そうか」

　そんなやり取りをしていると――そこに千里のアジャスタントの一人がやってきた。

「千里様！」

　赤い髪のゴスロリ少女だ。

　外見は可憐の一語――どこからどう見ても十代前半といった幼さであるのに、中身は中年セクハラ親父さながらという歩く児童保護条例違反、テジャス・ファルチェスクである。

「レッツ夜よ這ばい！」

　拳こぶしを突き上げながらテジャスは言った。

　本来、彼女は服状態でクフィールに着られているようにと申しつけられていたはずなのだが、どうもそんな千里の命令なんざ、てんで覚えちゃいねえ感じである。まあ覚えていてもエロいことを言ったりやったりする為なら、何かと理由付けて実行に移しちゃう困った子なのであるが。

「いつもニコニコ貴方の御側に這い寄る混――もとい！　平安時代から連綿と続くこの美しき日本の伝統文化！　今こそ温故知新、お父さんやお母さんの眼を盗みつつ、ついでにリアル義妹の眼も盗んで、リアル実妹の眼も盗んで、『駄目、そんな、声を出したら隣に聞こえちゃう……！』とか言いつついんぐりもんぐりする素敵シチュ――」

　そこまで言って。

「あれ？」

　とテジャスは首を傾げた。

　千里がいないことに気付いたのだろう。というかそこまで言わないと気付かないのか――と突っ込む人間は幸か不幸か此こ処こにはいなかった。

「千里様？　千里様はいずこ？」

「御兄様なら外出中らしいが」

　とウーラが応じた。

「ああん。適度なツッコミが入らないことには何だか寂しい……」

　と身をよじりながら不満をこぼすテジャス。

　だが……彼女もまた万尋が全裸であることには一切反応を示さない。それこそテジャスならば裸の万尋からそのまま夜這いに連想を直結させ『いけません！　リアル義妹は元よりリアル実妹も駄目です千里様！　俺の妹がこんなに可愛いわけがないんです！　代わりに私が「お兄ちゃん……」とか言って上目遣いに見つめてあげますから！』とか言い出しかねないのだが。

　その異常を異常と認識することができる者は此処には一人もいなかった。

　だが――

「貴方達はまだ馴な染じんでないみたいね」

　と万尋が言う。

「馴染む？」

　とウーラが尋たずねる。

　万尋は艶えん然ぜんと笑って言った。

「さすがは付つく喪も神がみに呪術戦士ってところかな。チータさんも結構、『書き換える』のに時間が掛かったよ。お父さんや近所の人は一瞬だったんだけどね。やっぱり魔法とか呪術とか、そういう能力があると無意識の防御をするのかな？　本来の力ならそんな抵抗も一瞬で消し去れるんだろうけどね。今はこれが精一杯なんだ。私からあんまり離れちゃうと元に戻っちゃうんだよね」

「そうか」

　とウーラは頷いた。

　とんでもないことを万尋は言っているはずなのだが、どうにも危機感を抱くことができない。

「そうだ。ウーラ――今日は一緒に寝ようか。ずっと側にいるとそれだけ馴染みやすくなるからね。テジャスも私の部屋においでよ。ミーティアも連れてきて」

「なるほど。わかった」

「了解です！」

　頷くウーラと片手を宣誓するようにあげて言うテジャス。

　ちなみにミーティアは沈黙したまままったく動く気配も喋る気配も見せようとしない。まるで、死んでいるかのように。だがそのこともまたウーラもテジャスも怪訝に思うことはなかった。

「――でもやっぱり」

　万尋は、さっと右手を一振りする。

　それまで床にわだかまっていた彼女の衣装は、脱いだ時と同様に、するりと彼女の肢体に巻き付くかのように這い上がって、そして次の瞬間には何の不自然さもない普段着へと変化していた。

「根本的にはお兄ちゃんを『回収』しないと駄目だね」

　それは一体どういう意味か。

　だが問う者はいない。ウーラもテジャスも万尋が超常的な真似をすることについて、まったく訝いぶかしむ様子はなく、ミーティアに至っては完全に無反応である。

　そして――

「魔法使い……か」

　万尋はさらに窓に向かって右手を振る。

　砕けて家の外に落下していた破片が跳ね上がるようにして戻ってくると、次の瞬間にはまるでジグソーパズルのピースの如く、それぞれに嚙み合って、元の一枚ガラスに戻っていた。亀裂すらもが次の瞬間には溶けるようにして消えてしまう。単に硝子の破片を回収して、ジグソーパズルのように組み直しただけではないようだった。

　一体……如い何かなる超常の力なのかこれは。

　少なくとも正常な意識を保持した〈学園マジシヤンズ・アカデミイ〉関係者がこの場にいれば、目を細めたことだろう。呪文詠唱も結印も何もない状態で行われたこれは、魔法と言うよりは奇跡の領域に属するものだからだ。

　だが――

「本当……姑こ息そくなことをしてくれたわね」

　万尋にとってはそれは、やはり先の衣服と同様、何程のこともない行為であるらしい。

　自分の『力』の及ぼした結果に自信があるのか、特に触ってガラスの『復元』を確認することもなく――万尋はウーラ達を促し、自らも千里の部屋を後にした。
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　それは反則も同然のような建物であった。

　東京都内に平ひら屋や建だての純日本家屋――ただそれだけでも相当に珍しいが、庭は広いわ池はあるわで、前を通り掛かった者は一体どんな人間が此処に住んでいるのか興味を持つことも多かろう。無論、ヤクザから政治家まで金持ちの豪邸は東京においてもそう珍しいものではないが……この家に限って言えば、派手な成金趣味は皆無、むしろ慎ましやかな日本の伝統美を余す所なく再現しており、殊更、他人の眼に自らを誇示するような押しつけがましさも皆無だった。

　いわゆる侘わび寂さびという奴だ。

　ただあるようにあるだけ。気取らず気負わず自然体。

　まるで深山の片隅に黙然と転がる大岩のような――そんな建物である。

　門の表札には『羽は瀬せ川がわ』の文字が墨の黒も鮮やかな達筆で書き込まれていた。

　そしてその奥――

「ははあ……」

　応接用らしき和室に通された大おお場ば由ゆ々ゆ子こはひたすら感心の表情で周りを見回していた。

　部屋の広さは二十畳余り。

　何処の料亭か、といった趣のある内装で、屋敷の外観同様、殊更に眼を引くような派手な品はないが、精緻な細工の施された欄らん間まだの、簡素だが印象的な絵の描かれた襖ふすまだの、よく見ればひどく金が掛かっているらしいことは素人眼にもわかる。何より部屋の醸し出す雰囲気が、形だけの安物には決して出せない類の――『本物』のそれなのだ。

「凄いですねえ」

　由々子は言った。

　勿もち論ろん、彼女とて魔法使いの端くれ……単なる部屋の広さや、内装に掛けられたであろう多額の費用について、そう評しているのではない。

　被造物には、当然に、創った者の気配というか匂いのようなものが残る。

　霊的な眼を持つ者にはそれがはっきりと見えるのだ。単に意志も自我もない機械が大量生産している代物と違って、生きた人間が何事かを思い、考えつつ動かした手で造り上げた物品には、独特の痕こん跡せきが残る。それらが互いに絡み合い、独特の――重層的な霊場を形成しているのである。

「此処はひょっとして羽瀬川先生の御実家ですか？」

　そう由々子が尋ねるのは……黒檀の卓を挟んで対面に座る青年である。

　容姿は普通。言動も普通。

　強いて特徴らしい部分を挙げれば、見るからに草食系な感じの、穏やかな表情ということになるだろうか。二は十た歳ちそこそこということもあり、そこらの大学のキャンパスを歩いていても何ら違和感のない人物である――というか実際に大学生としての『表の顔』も確か持っていたはずだった。

　羽瀬川拓たく人と。

　だが……『凡人』だの『普通』だのといった言葉を、そのまんま絵に描いたようなこの青年は、実際にはこの現代に隠れ住む魔法使いの一人であり、さらに言えば〈始し源げん的てき神しん魔ま創そう造ぞう者しや〉という極めて特異な資質を備えた存在である。

　端的に言えば彼は超重要人物ＶＩＰなのである。

　もっとも――

「いえ。まあ確かに一時期此処に住んでいたこともありますけど」

　そう言って、のんびりと微笑みを見せる彼には、そんな凄味は微み塵じんも感じられないが。

「此処はスズホとアキホとアキトの家なのである」

　と言ってくるのは拓人の右脇に侍っている少女だった。

　やや癖くせの強い赤毛と褐色の肌、それに無邪気にくるくるとよく動く眼が特徴の――何処か南国風味で健康的な印象の容姿である。もっとも単に『少女』と評すると誤解が生じるかもしれない。彼女の耳は人間にはあり得ない尖り方をしていたからだ。

　まるで悪魔か宇宙人かさもなくば妖精の如くに。

　タナロット・アンサーティン。

　羽瀬川拓人の使い魔である。

「アキホはいい奴なのである。いつも沢山沢山、美お味いしいものをくれるのである！」

　ぐっと拳を握り締めて言うタナロット。

「特にダシマキが絶品なのである！」

「ああ。秋あき穂ほ、というのは僕の叔お母ばの名前です」

　と苦笑しながら拓人が補足する。

「叔母……」

　呟いてから由々子は気付いた。

「あ――ということは」

「ええ」

　由々子の理解を察したかのように拓人が頷うなずく。

　そこに――

「お待たせ」

　襖が開いて一人の娘が姿を現した。

　眼鏡。三つ編み。しかもやや伏し目がちの大人しそうな表情。

　これ以上はないってくらいに地味目な雰囲気であるが――余計な華美さのない、清楚な雰囲気が、実にこの屋敷に似合っている。着ている衣装こそ普通の洋服だが、和服に身を包めばまるで場の一部に溶け込むくらいに自然に見えるだろう。

「ちょっとお茶菓子切らしてて……ごめんなさい」

　そう言って眼鏡の娘は茶器一式を載せた盆を滑り込ませてから、自分も膝歩きで部屋の中に入ってきた。その所作がまた実に様になっているというか、この和室の佇まいに馴染んでいる。

　ただし……

「あ……ど、どうも」

　と――由々子が若干気圧され気味というか、ビビり気味に応じているのは、この娘の『変わりよう』を目の当たりにしているからである。

　半時間ばかり前、由々子が初めて出会ったその時、この娘は不敵な――獰どう猛もうな肉食獣を思わせる笑みを浮かべ、ヤクザめいた伝法な口調で喋り、しかも暗殺用の傀儡くぐつ人にん形ぎようと戦闘用らしき蜘く蛛も型重ゴーレムをまとめて踏み付けにしていたのだ。

　とても同じ人間とは思えない。

　いや――ある意味で確かにそれは別人なのだが。

　羽瀬川鈴すず穂ほ。

　魔法使い達からは〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉と呼ばれる、特異能力者である。ちなみに封印のリボンを解いて髪が蒼く染まった彼女は、別人格の状態で、こちらは区別して『鈴すず果か』と呼ばれているらしい。

　この羽瀬川鈴穂という娘に関しては、由々子も師匠であるミュセから多少の話を聞かされていた。万が一に敵対することがあれば、そのリボンを外す前に殺すか、さもなくば全力で遁とん走そうしろと。周囲の魔力を一切合切吸収してしまう鈴穂の特異体質は――彼女自身が意図しようとしまいと――魔法使いにとっては『天敵』に等しい。

　ともあれ……

「鈴穂は僕の従い姉と妹こです」

「なに？　何の話？」

　と首を傾げながら鈴穂が尋ねてくる。

「ああ。大場先生がこの家、僕の実家なのか、って聞いてたから。違うよって」

「タクちゃんの家も同然じゃない」

　と優しい笑顔を浮かべる鈴穂。

「タクちゃん変に意地張っちゃって。一人暮らしするんだって」

「いや……あれは意地張ったとかそういうのじゃなくてね？」

「遠慮したとか？」

「だからそういうのでもなくてさ」

「アキちゃんだって、もう、事実上うちの子なんだし」

「それとこれとは話が違うでしょ」

　――などと。

　苦笑と微笑を交えて言葉を交わす二人は実に互いのことをよく理解している感じで――従姉妹というよりも仲の良い兄妹のように見える。

「そういえば明あき人とは？」

「――呼んだかい？」

　拓人の言葉に応じたのは、鈴穂の背後からふわりと浮き上がった物体であった。

　支えるものも吊るすものも何もない、完全な空中浮遊。

　初歩的な魔法とはいえ、それを操っているのがまだ二足歩行もできない赤ん坊となると、さすがに由々子も驚かざるを得ない。おしゃぶりをくわえて、タオル地のおくるみに包まれている様子は、実に愛らしいのだが――

「まったく弟使いの荒い兄さんだね」

「ごめんよ」

「いいさ。この屋敷の防御術式については僕の方が詳しいからね。とりあえず結界の強度を二段階上げた上で警戒パターンをファバロムⅣ式に変更した。少々神経質に過ぎるとは思うけれどね」

「御苦労様」

「ああ、鈴穂姉さん。僕にはフォローアップ・ミルクを頼む。銘柄は森永のチルミルで。四十度くらいに温ぬるくしてくれると嬉しいかな。ああ、水は軟水で頼むよ」

　などと――ぺらぺらと流りゆう暢ちように喋る上に、細かな注文をつけちゃったりしているその様子は、恐ろしく不自然というか……赤ん坊に誰か別人が声をあてているかのような、奇妙な光景だった。

「わかってるよ」

　と苦笑する鈴穂。よく見れば普通の茶器一式とは別に、哺ほ乳にゆう瓶びんと小さなポットが盆の上には載っていた。これが明人用なのだろう。

　羽瀬川明人。

　羽瀬川拓人の父親違いの弟であるそうだが……こちらについては拓人達から簡単な紹介を受けただけで、詳しい話を由々子は知らない。

　オムツも取れないような乳幼児が魔法を平然と使い、流暢に喋るところを見ると、まあ普通の赤ん坊ではないのは明らかなのだが。あるいはこの声も直接出しているのではなく、魔法で空気振動させて出しているのかもしれなかった。何しろ……ガストン教授邸で亜藍須美子と鉄蜘蛛の大群に襲われた後、この羽瀬川邸の近所まで移動する為に使ったシフト・ポータルはこの明人が展開したものである。恐らく魔法使いとしては由々子よりも技量は上だろう。

「大場由々子さん――だったか」

　くるりと空中で方向転換。

　由々子の方を身体ごと振り返りながら明人は言った。

「此処まで来ればとりあえずは安全だ。諸事情あってこの羽瀬川邸は、魔法的な要塞に改造されている。多重の防御結界に加え、家そのものに兵器性精霊が自縛型として仕込まれているから、生半可な攻撃などでは小揺るぎもしないし、害意を持って近付く者は相応に酷い目に遭うようになっている。まあそれ以前に、叔母さん……羽瀬川秋穂の住む家に攻撃を仕掛ける馬鹿はいないとは思うけれどね。迂闊な真似をすれば、本人は勿論、ガブリエルやミカエルに滅ぼされかねない」

「はあ……」

　と由々子はただただ面喰らって頷くしかなかった。

　さらりと当然のように明人は口にしているが――ガブリエルとかミカエルとか聖書にも載っているような大天使と羽瀬川家は親交があるらしい。何というか同じ魔法使いでも由々子とは格が違う感じだった。

「さて拓人兄さん。状況を説明し――うっ」

　何やら突然呻うめくような声を漏らす明人。

「ど……どうかしたんですか？」

　と恐る恐る由々子が声を掛けると、それには答えず――明人はくるりとまた空中で回って、襖の向こう側に声を掛けた。

「アレフ！　タウ！」

「「はい」」

　と音ス声テ多レ重オで声が響いたと思うと、ばたばたと、いかにも日本のお手伝いさん！　といった感じの――和服の袖をたすき掛けにした白帯で縛った姿の少女二人が慌て気味に姿を現した。

　それぞれ金髪と銀髪で顔立ちも日本人離れしているせいか、傍はた目めには外国人が着物のコスプレをしているかのようなちぐはぐ感があるが――服に『着られている』ような状態になっていないのは、今日や昨日に着たのではなく、毎日着慣れている証拠だろう。

　どちらも十代半ばといった印象の綺麗な少女達だ。

　アレフとタウというのが彼女等の名前なのだろう。

「では明人様」

「失礼します」

　それぞれ懐ふところから取り出したのは――成分99パーセント[image: ]を謳うたうお尻拭き用のウェット・ティッシュと、横漏れガード付きの紙おむつであった。

「あ、こら!?　待て、客人の前――」

　と悲鳴じみた声を上げる明人を、少女達の伸ばした手が摑んで畳の上にひきおろす。

「いけません明人様」

　どっちがアレフだかタウだかわからないが少女の片方が言った。

「ウンウンの場合は一秒を争います！」

「おしっこらくらく三回吸収の高分子吸水樹脂でも、ウンウンは――」

　ともう一人の少女が戦せん慄りつの表情で言った。

「ウンウンまではどうにもならないんだよ!?　放置するとウンウンはオムツの中で潰つぶれてそれはそれは恐ろしいことに！」

「そんなことはわかっている！」

　と叫ぶ明人だが、その間も彼の身体からタオルが引き剝がされ、肌着もめくりあげられ、オムツが露出させられる。

「だ、駄目だ、此処では、客人の目が、あああああ!?」












「…………」

　気を利かせたのか拓人が懐から万年筆を――正確には万年筆に擬態している魔ま法ほう機き杖じようだが――取り出して振ると、透明な魔力壁が展開、明人の周りを取り囲んだ。視線が通るところを見ると、恐らくは明人の羞しゆう恥ちプレイどうのこうの、の以前に『臭い』を遮断する為のものなのだろう。まあオムツの中の惨状は目を逸そらせば無視できるが、『臭い』はそうはいくまい。

　まあそんなこんなで。

　三十秒後――実に手慣れた感じの少女達によって明人のオムツは迅速に交換され、彼女等は『では』と一礼してから部屋を出て行った。

　畳の上では、まるで暴行を受けた後のようにぐったりした明人がしばし、短い四肢を投げ出して転がっていたが――

「…………失礼」

　わざとらしく咳せき払ばらいすると、短い手脚をばたばたと動かしつつ、呪文詠唱。

　するすると音もなくタオルが彼の身体に絡み付き、次の瞬間、彼はまた空中に浮かび上がっていた。

「その、何というか」

　明人は由々子の方をまたおくるみごと振り返って言った。

「見なかったことにしてくれるとありがたい」

「はあ……」

　と由々子は頷く。

　というか呆あつ気けにとられることと、頷くこと以外に何ができるというのか。

　そんな彼女の内心を知ってか知らずにか、まだ歯も生えそろっていない口を悔しげに歪ゆがめて明人は言った。

「く……屈くつ辱じよくだ……実に屈辱だ……！　既に一人前の魔法使いとして超常の技を駆使するこの僕が、どうして、どうしてオムツだけは…………」

「そりゃ赤ちゃんだしねえ」

　と苦笑する拓人。

「失礼な。この世に生まれ出た時間を純粋に計算すれば、兄さんと一万時間も違わないよ。兄さんは十歳の時までオムツをしていたとでも？」

「それはしてないけどさ」

　と肩を竦すくめる拓人。

「まあそれはさておき」

　明人は気を取り直した様子で言った。

「結局、何だったんだい、あの傀儡や蜘蛛型ゴーレム達は？」

「ああ……」

　頷いて拓人は由々子と顔を見合わせる。

　拓人達はガストン教授邸にて調査をしている最中、暗殺用傀儡人形・亜藍須美子と、彼女の使役する蜘蛛型重ゴーレムの襲撃を受けた。用意周到に揃そろえられた物量と、魔法使い殺しの結界の前に、打つ手なしと見えたその時、拓人が携帯電話で鈴穂と明人を呼び出し、これを撃退させたのである。

「ちょっと調査中だったんだけどね」

「調査中？」

「ガストン教授の家なんだよあそこ。鈴穂は覚えてるよね」

「うん。あのキノコみたいな頭した人でしょ」

　と鈴穂が言う。

「まああっちはガストン教授本人ではなかった訳だけど」

　拓人は苦笑する。

　以前――〈学園〉に対してガストン教授の遺のこした二体の人造精霊が攻撃を仕掛けてきたことがあるのだ。その人造精霊の内の一体は、ガストン教授の若い頃を模して作られていたせいか、自分をガストン教授本人だと誤認しており……当初は拓人達も、その人造精霊がガストン教授そのものだと思っていた。

「どうもね……ガストン教授が、何年か前の、子供が神隠しにあった事件に絡んでるみたいなんだけどね」

「それは児童誘拐ということかな？」

　と明人が尋ねるが、拓人は肯定も否定もせずに首を傾げた。

「どうだろう。誘拐――というのとはちょっと違う感じなんだけどね。どうもその時に行方不明になった兄妹の、兄の方が今、アバロン学園都市の生徒として来ているんだけどさ。何かと変な事件が起こるから、彼の身辺調査をしていたら、ガストン教授に行き当たったって訳」

「で――あのような連中に襲われていたということは、『大当たり』だったと？」

　まったくの『ハズレ』で事件に巻き込まれる可能性は低い。

「多分、ね」

　そう言って拓人はひょいと万年筆を放り投げる。

　それは空中で小さな爆音と白煙を放ち――次の瞬間には折り畳まれていたものを展開するかの如く伸張と拡大を超高速で繰り返して一つの輪郭を描き出す。

　長身痩軀、しかし胸と腰はやたらに豊満な感じの、少女。

　その爪先が畳の上に降り立つと同時に、長い若草色の髪がふわりと揺れた。

　拓人愛用の可変式魔法機杖ヴアリアブルワンド――ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンドの精霊化形態である。さすがに完全展開状態では二メートル近いその杖を堂々と一般社会で持ち歩く訳にもいかず、かといって翠みどりの髪の美少女を連れ歩くとさらに目立つということで、普段は万年筆に擬態させているのである。

「ファルチェ。さっきの手記を」

「はいー」

　とどこかのんびりおっとりした笑顔で頷くと、ファルチェは右の掌てのひらを上に向ける。

　きゅきゅ――と圧縮された高速詠唱音と共に、その掌の上に小さな爆発が生まれる。次の瞬間、何もなかったはずのそこに、一冊の本、いや手記らしいハードカバーが載っていた。

「これがガストン教授の手記なんだけどね」

「それを回収に行ってタクちゃん達は襲われたのね」

　鈴穂も身を乗り出してガストン教授の手記を眺める。

「さっきの人形とか蜘蛛のゴーレムも、それが狙いだったとか？」

「うーん。どうだろう。襲ってきた連中――亜藍須美子達は、これの存在までは知らないみたいだったね。むしろガストン教授がまだ生きていると思ってたみたいだけど」

「ということは」

　明人が言う。

「ガストン教授の亡くなる六年前、だったか、それ以前から亜藍須美子とやらは、ガストン教授の生死を知ることのできない状態にあったということかな」

「多分ね」

　頷いて拓人は手記を開く。

　その様子を空中に浮かんで肩越しに眺めながら――

「ふむ。魔法で鍵が掛けられていたのかな？」

　と明人は言った。

　既に拓人が解錠済みだが、魔法使いの目からは、魔法で封印されていた痕跡を読み取ることができるのだろう。

「そうなんだけどねえ」

　拓人は首を捻る。

「これがまた、物凄く簡単な鍵でね。魔法使いなら誰でも開けられるような代物で、鍵の意味があるんだかないんだか……」

「魔法使いなら、誰でも？」

　明人は呟くように言った。

「つまりそれは魔法使い以外の、しかし魔法使いに匹敵する力の持ち主に対して掛けられた鍵ということになるのかな」

「そうなるね……」

　とそこまで言って。

「…………あ。そうか」

　と拓人は頷いた。

「そういうことか……」

「――？」

　一人で、いや、二人して勝手に納得しているらしい拓人と明人を見て首を傾げる由々子。

「中身は見たの？」

「まだ。見ようと思ったら襲われたんだよ」

　そう言いながら拓人は手記を、卓の上に広げた。

「多分、周防千里君にまつわる諸々の謎なぞの答えが、此処にはある」

　そう言って彼はページをめくり始めた。
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　クレジット・カードを示すとホテル側は何も言わずに部屋を用意してくれた。

　制服こそ着ていないが、明らかに中高生の、しかも男女混じったグループを前にしての対応としては非常識とも言える。もっとも常識とは平均的な人々が穏当な日常を送るための決まり事であって、その範はん疇ちゆうから明らかに逸脱している者にも等しく適用しようとすると、揉め事の元だ――ということを、外国人旅行者や政財界の変人も多用する一流ホテルの人間はよく理解していたのだろう。

　用意されたのはツインを三部屋。

　その内の一つは大きな部屋を、と頼んだところ、最上階のロイヤル・スイートのカードキーが手渡された。帳簿上の扱いとしては一部屋だが、実際の構造的には三部屋が連結しており、下手なマンションの部屋よりも遙かに床面積がある。

　揃って話をする為というだけなら、会議室やパーティ・ルームを借りるという手もあったが、人目を憚はばかる――否、人耳を憚るような内緒話をするならば、他の宿泊客が間違えて入ってくる恐れがなく、防音性にも優れた客室の方が都合が良い。

「しっかし聡さとる――」

　呆あきれた様子でロイヤル・スイートの内装を見回しながら斯し波ば桜さくら子こが言った。

　長い黒髪と切れ長の双そう眸ぼうが特徴の少女である。

　可愛いというより綺麗という言葉の方が彼女を示すのには相応しい。それも花のような艶つややかで柔らかな綺麗さではなくて、刃物の類に見られるような、無駄を削ぎ落とした先に生じる簡素シンプルな美しさだ。

　初見では近付き難いと感じる者も多いようだが、大阪弁を操り、男っぽいさっぱりした言動の彼女は、一度仲良くなると非常に付き合いやすい。

「お大だい尽じんやったんやなー」

　と桜子は、ソファに身を沈め、既に部屋の主あるじ然ぜんとしてくつろいでいる眼鏡の少年を振り返る。ガウンを着せて片手にワイングラスでも持たせればそのまま部屋の雰囲気に馴染みきってしまいそうな感じであった。

　逆さか崎ざき聡。

　いつもにこにこと笑っているかのような糸目の少年だ。

　育ちの良さというか、上品さと――それから頭の良さが、ただそうして座っているだけでも感じられる。もっとも逆崎聡という少年を過不足なく示すには、それだけの要素ではまるで足りないが。

　貴公子然とした容姿と物腰の裏に、どエロい趣味を隠した少年。

　それが逆崎聡なのであった。

「お大尽て。君もいい加減、旧ふるいね、桜子」

「ブラック・カードなんて都市伝説か思とったわ」

　苦笑する聡に桜子が言った。

「ああ、これね」

　と聡はポケットから黒いクレジット・カードを引っ張り出して振ってみせた。

「玉たまの輿こし狙うんやったら、聡落とす方法考えるべきなんかもしれへんなー」

　などと苦笑しながら言う桜子。

　もっとも彼女の視線は聡本人ではなくその隣に侍っている金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女に向いている。

「…………」

　少女は若干困ったような表情で桜子に首を傾げてみせた。

　紺色のドレスがよく似合う、良い意味で人形のようなこの少女は、実は人間ではない。無骨なドイツ製大型軍用拳銃の精霊だ。日本の呪術風に言えば付喪神といったところか。

　フランカ・モーゼルＭ７１２〈シュネル・フォイヤー〉ＭＧカスタム。

　聡の相棒であり従者であり――まあ世間的な価値観では『彼女』だ。つまりは順当に行けば玉の輿に一番近いのはフランカである訳だが、精霊であり銃でもある彼女は、聡の将来的に相続するであろう資産なんぞには、まるで興味がないに違いない。

　それこそ……彼女は栄えい耀よう栄えい華がを誇った第三帝国の滅亡もその眼で見てきたであろうから。

「まあ……あんまり意味はないよ」

　ブラック・カードというのは……あるクレジット・カード会社が発行しているカードの格ラ付ンけクにおいて、プラチナのさらにその上、ごく一部の上得意客にしか発行されない代物だ。買い物における支払い金額に上限がなく、カード一枚で不動産だって買えちゃう代物なのである。

「単に信用っていうならゴールドやプラチナで充分だし。クレカ会社が一部の『特別扱い』を喜ぶ人間相手に作ってる、まあ、ネタのようなカードさ。僕も親に渡されてから、単に変更手続きが面倒だから持ってるだけだし」

「そういうもん？」

「そういうものだよ」

　こともなげに言う聡。

「それはさておき。今後のことを相談しよう」

　そう言って聡は桜子達に他のソファを示して座るように促す。

　同時に彼は傍らのテーブルの上にあったメニューを片手で開いて斜め読みした。

「ついでに何かルーム・サービスでもとるかい？　さすがに高校生の身でシャンパンって訳にもいかないだろうけどね」

「変なところでモラリストやな」

「僕は徹頭徹尾モラリストさ」

　と肩を竦めて白々しく言う聡。

「結局――アバロンとは連絡がとれないままだったよね」

　とソファに腰を下ろしながら言うのは三人目の高校生――遠とお野の薫かおるである。

　聡や桜子と同い年の少年であるはずなのだが、その容姿は他の二人に比べて明らかに幼く、しかも女装させちゃえばそのまま違和感なく馴染んでしまいそうな――性別未分化な感じの、いわゆる『天使のような』愛らしい容貌である。それこそ聡、桜子、薫、と並べて『美少女は誰？』と尋ねれば、ほとんどの者が薫を指差しちゃうだろう。

　両手を肘掛けにおいて深々とソファに腰掛けている姿も、あまり尊大には見えず――むしろテディ・ベアっぽい可愛らしさが漂っていた。

「はい。東京駅を出てからも何度か試みていますが」

　薫の言葉に答えたのは――彼の隣に立っている眼鏡の少女だ。

　よく整った容貌をしているのだが、全体的に『堅い』というか、見るからに融通利かなそうな印象が漂っている。器量の良さよりもまずそっちが眼に付く感じだ。

　しかも単に堅物ぽいといってもそれは『学級委員長』というより『エリート女性軍人』といった風情だ。やたらと背筋の伸びた姿勢のせいか、あるいは、無表情に抑え込まれたその貌のせいかは、わからないが。

　フルクラム・ニルコーネンというのが彼女の名だ。

　遠野薫の相棒――アジャスタントである。

「カーティス？」

「私も試しましたが同様です」

　桜子の問いに答えるのは――この場にはいない六人目だった。

　いや。違う。『見えない』とするのが正解だ。

　大きくとられたバルコニーへと通じるガラス戸……そこに、黒い執事服の青年が映っている。室内に視線を転じればそんな人物は何処にも見当たらないのに。

　桜子のアジャスタント――〈見えない執事ステルス・バトラー〉ことカーティス・クリンゲンスミスである。

「どうしたもんかね」

　ソファの肘掛けに肘をついて顎あごを載せながら桜子が言った。

「まあ今のところ、目立った不都合はないんやけども」

　聡。桜子。薫。

　彼等は長期の休みを早々に切り上げてアバロン学園都市に戻ろうとした。

　実家に長居しなかった理由はまあそれぞれだが――たまたま引き上げの時期が同じだった為にアバロン学園都市行きの『バス停』で顔を合わせることになったのだ。

　だが肝心の一般社会とアバロン学園都市を行き来する為の『バス』が喚よべない。

　正確にはその為の呪文を全員が思い出せなくなっていたのだ。

　三人の適合補助者達の説明によると、アバロン学園都市は単なる僻地や亜空間にあるのではない為、通常の空間転移魔法――シフト・ポータルでは行けないらしい。

　フランカ、フルクラム、カーティスといったアジャスタント達は簡単な魔法なら幾つか使えるが、彼等の備える魔法術式の中に、アバロン学園都市まで跳べるものはない。

　つまり件くだんの『バス』が来てくれないことには聡達はアバロン学園都市に戻れないのである。

　これは一体どうしたことか。

　この状況が――単なる事故や魔法回路の故障といった偶然の類ならば問題はない。

　恐らく申請された帰郷期間を過ぎても生徒達が戻らないならば、アバロン学園都市側が何らかの回復策を打つだろう。

　だが……もし。

　これがむしろアバロン学園側の実験、あるいは、アバロン学園側の方針に反対する魔法使いの妨害工作、そういった『意図的な』ものであった場合……ことはそう簡単には終わらなくなる。

「不都合ね……長期的にはどうかな」

　と聡は腕を組んで言う。

「長期的？」

「僕等はまだしもアジャスタントは全員、戸籍も住民票もないだろう。身元保証がなければ何をするにも苦労するよ、この管理社会じゃ。それに〈パーマンズ・ヴォウ〉の問題もあるからね」

　アジャスタント達の存在はこの一般社会にとって異物だ。

　素性を証明する物がないだけでなく、その能力としても明らかに特異過ぎる。そしてシステム内において『例外』はしばしば問題発生の原因になってしまう。当然――これを排除しようとする動きが出てくる可能性もある訳で。

　アジャスタント達を伴ってあまり永く暮らしていると、いつ、素性がばれるかもわからないし――そうなればパーマンズ・ヴォウが発動して聡達は脳天パーにされてしまう可能性があるということだ。

「あれ？　そう考えると――ひょっとして実はかなりやばい状況なんやろか？」

「差し迫った危機が迫っているって訳じゃ、ないんだけどね」

　と聡は肩を竦める。

「何もせずに待ってるだけじゃ、まずいってことだよね」

　薫があまり危機感のない口調でまとめるように言った。

「僕等にできることと、できないことを、一通り相談した方がいいかも。手持ちのカードを全て互いに見せ合ってその上で対策を練るべきじゃないかなあ」

「あの戦争ゲームのように……か」

　と聡は頷く。

　彼が言っているのは、先日、魔法科と聡達普通科が行った、実習――というか何というか――のことである。ルールは、あるようでいてほとんどなく、緩い最低限の枠の中で、思いつく限りのありとあらゆる戦い方が許されていた。

　だが何でもアリアリの自由というのは一見すると楽なように見えるが、自分達に何ができて何ができないかを把握していなければ、自由すぎて途方に暮れてしまうものだ。だからこそ『自由』を利用する為にはまず基礎を固めねばならない。

「確かにそれはその通りだね。だが」

　聡は腕を組む。

「それならばまず最初に揃えられる最大数の手札を用意すべきじゃないかな」

　聡は人差し指でこめかみを軽く叩きながら――記憶を探るように言った。

「休み中で帰省している連中のうち、他の連中で連絡とれそうな相手はいるかな？」

「うん？　どういうこっちゃ？」

「だから『僕等』に『できることとできないことを一通り出し合う』のさ」

　怪訝そうな桜子に、聡は、にかっと不敵な感じの笑みを見せる。

「還れなければ危険――ってのは皆同じだろ」

「まあそれはそうやな」

「だったら、ここは同級生を捜して協力した方がいい。アジャスタントの能力はそれぞれ偏かたよりがあるから、手札として互いを認識し合った上で、協力し合った方が手札の種類が増えて対応力が上がる」

　この間の大場先生の授業の時みたいにね、と聡は付け加えた。

「うーん。それは確かにその通りやねんけど」

　桜子は眉を顰めた。

「帰省先までわかっとる相手ってのはそんなおらへんやろ。学籍名簿調べたらわかるかもしれへんけど――」

　アバロン学園都市と通信できないのではそれは不可能である。

「携帯電話は？」

「あー……どやろな？」

　アバロン学園都市内では、携帯電話を持ち歩く者は少数派だ。

　もし必要ならアジャスタント達が携帯電話以上の機能を果たすし、そもそもアバロン学園都市内には通常の携帯電話キャリアのアンテナが存在しないので、あまり使うことがなかったのだ。携帯電話はトランシーバーとは違う。たとえ隣にいてもキャリアが――アンテナ局がなければ繋がりはしない。

　そういう訳でアバロン学園都市では携帯電話を持ち歩かなくなった生徒の方が多いのだ。

　当然……番号交換しているような相手も限られてくる。

　しかし――

「ああ。そうだ」

　ぽん、と両手を打ち合わせて嬉しそうに薫が言った。

「千里くんの家なら大体の住所――わかるかも」

「そうなん？」

「前にね、ちょっと美味しい洋菓子の話してたんだけど」

　薫はポケットから携帯電話を取り出しながら言った。

「『ミスト』っていうブランドでねー。支店が実家の近所に出来たって言ってた。歩いて五分くらい――って言ってたかな」

　薫は携帯電話を操作してインターネットに接続。

　検索文字列は『ミスト』と『ケーキ』。

「ホームページで支店の場所はわかるし、確かミストの支店は関東圏に五店舗くらいだったから、おおよそ千里くんの実家の位置は半径三キロくらいで、五箇所程度に絞り込めるよ」

「半径三キロて結構でかいで？　一軒一軒、『周防』って家どこですか、とか訊いて回る訳にもいかへんやろ」

「でもその距離にまで近付けば魔力探知で何とかなるんじゃないかなぁ？」

　薫は自分のすぐ後ろに立っているフルクラムを振り返って言った。

「恐らく可能です」

　と眼鏡のアジャスタントは頷いた。

「クフィール・アブソリュートの魔力量は並外れて大きいですし、周防・ガン・ウーラの魔力パターンも独特なので……」

「そっか。フルクラムは探査能力高いんやったな」

　と桜子は納得顔で言った。

　単に適合補助者といっても、個々の能力や技術には差がある。そもそも魔法使い達と一般人を同じ社会で生活させる為の方法を探るべく、アバロン学園都市が実験場として機能している訳だから――アジャスタントに関しても『どんな種類の適合補助者が有効か』を探る上で、敢えて、規格を統一していないのである。

　そしてフルクラムは『危険回避』に特化した能力の持ち主である。

　闘って危険を排除したり、身体を張って契約者を守ったりする能力は他のアジャスタントと比べて低いのだが、優れた各種感覚器官を備え、それらに裏打ちされた高度な判断力を備えている。言うなれば偵察機や早期警戒機のような役割で、『戦って打ち勝つのではなく、まず戦いを避けることで負けないようにする』のが彼女の基本方針コンセプトだ。

「なるほど。いいね。特に千里はアジャスタントを三人連れてる分、手札の種類も多いと言えるし、多分、妹さんも一緒だろうから――一人でアバロン学園都市を探し当ててやってきた彼女までいれば、さらに頼もしい」

「つか……」

　記憶を探るように額ひたいに指をあてながら桜子が言った。

「あのウーラって妹、自分一人でアバロン学園都市まで来たんやったっけ？」

「そういえば千里くんが前に、そんなこと言ってたね」

　薫が頷く。

「つまりウーラちゃんに訊けば戻る方法もわかる可能性が高いってことだね」

「なんだ。手札を揃えるとか、そんな大おお袈げ裟さな話でもなかったな」

　苦笑して頰を掻く聡。

「決まりだ。まずは千里の家に行こうか」

　聡の言葉と同時に一同は揃ってソファから腰を上げた。
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　さて……どう事情を説明したものか。

　千里は困こん窮きゆうしていた。

『ケモノミミとケモノシッポのついた少年少女の行き倒れ二人組』――そんな相手に出会えば、星塚暁美でなくても『お前は一体何者か？』と詰問したくもなろう。まして千里は思わず彼女の名前を口にしてしまった。『見ず知らずの他人なので関わり合いになるな』と強引に押し切ることも、これでできなくなってしまった。

　そもそも……暁美はわざわざ気を回して、千里とクフィールのことを何処にも通報せずに、自らのアパートに連れ込んで手当てすることを選んだのだ。意識を取り戻した千里から事情を聞くくらいの権利はあるだろう。

　ちなみに……暁美はこのアパートに引っ越してきてまだ数日という状態らしい。

　何でも親に一人暮らしがしたいと頼み込み――親は親でまた引きこもりになってしまうくらいならと、自宅から歩いて数分のこのアパートを借りてくれたそうだ。暁美としては自分を戒める意味でも始めた一人暮らしなのだろうが、彼女が不用心にも千里達を連れ込んだのには、まだ此処が『最後の最後まで守るべき自分の縄張りテリトリー』になっていないからなのかもしれない。

（つくづく最初に、こいつの名前を口にしちゃったのがまずかったな）

　真剣そうな表情で上目遣いにこちらを見つめてくる暁美を前に――千里は思う。

（問題はパーマンズ・ヴォウだが……）

　機密保持の為アバロン学園都市のことを部外者に漏らす不ふ埒らちな関係者を『脳天パー』にしてしまう厄やつ介かいな呪い。勿論どれだけ暁美に恩義を感じたとしても千里としては『脳天パー』にされてしまうようなことを口にする訳にはいかない。

　問題はこの呪いの規定する『部外者』に彼女が該当するかどうかだ。

　機密保持という観点から見れば、多分、記憶を消されて一般社会に戻っている暁美は、他の一般人と同様――つまり間違いなく部外者扱いだろう。迂闊に自分達の正体をばらすと呪いが発動してしまう可能性が高い。

　とはいえ……この状況を矛盾なく説明できるような、都合の良い噓うそを咄嗟に思いつける程、千里は想像力に富んでいる訳でもない。

　結局、千里は確実に安全とわかる部分で踏みとどまることにした。

　つまり……

「あー……その、なんだ」

　千里は頰を掻きながら言った。

「特秘事項つーか……答えられないんだよ。悪い」

　胡う散さん臭くさい言い訳だとは千里自身も思うが。

　これ以上何か言えば多分パーマンズ・ヴォウが作動してしまう。

「…………」

　それを聞いて暁美は――

「信用ないんだね」

　気分を害するかとも千里は思ったが、しかし彼女は機嫌を悪くするというより、何処か、寂しそうというか、哀しそうな表情を浮かべた。

　千里の胸を罪悪感がちくちくと刺す。

「いや……そういう意味じゃなくて……だな」

「まあ、信用なんてないよね、出会ったばかりじゃ。でもそれじゃどうして私の名前知ってたのかが気になっちゃうの」

　結局――話はそこに戻ってきてしまう。

「いや……だから本当に答えたらまずいんだよ。俺の事情ってのもあるが、さっきの理屈に絡めて言うと、こっちの事情にそっちを巻き込んじゃう可能性もあるんだよ」

　としか千里は言えない。

　これは事実だ。パーマンズ・ヴォウのことはたとえさておいたとしても、万尋と亜藍須美子の問題が残る。彼女等が千里を捜してこの付近を徘はい徊かいしていないとも限らないのだ。そして暁美が千里を庇かばった、匿かくまった、とわかれば、彼女等は暁美にも何か余計な真似をしかねない。

　だが――

「……あの、さ」

　少し視線をはにかむように下げて、暁美は言った。

「本当にさ、夢で見たのか、何なのか、わかんないんだけど」

「……え？」

「その……貴方と初めて会った気がしないのよね」

　呟くような口調で暁美は言う。

　やはり記憶の断片は残っているらしい。

「で、貴方は私の名前知ってたし。で、私は多分、貴方のことを忘れてるんだろうけど、でもね、何処かで覚えてるってことは、忘れたくないと思ったとか、忘れたら駄目だと思ったとか、そういうことかな……とか」

「…………」

「貴方の顔見た時にね、なんていうか、本当に、ずっと会いたかった人に会えたみたいな、そんな気がしたんだよ」

「そんな長期間じゃねえよ」

　と千里は溜め息をつくように言う。

「――え？」

「ああ、くそ、本当にどう説明したらいいのか――」

　千里が頭を掻きむしって呻いた――その時。

『そのことについてだが』

　いきなり。

「……ッ!?」

　何の前触れも脈絡もないままに。

『例外規則十七条六項の適用条件を満たしたと判断して、我が主の記憶封鎖を解除することができる』

　いきなり、空間にそんな文字がずらずらと並んだ。

　この会話方法には――千里は見覚えがあった。

「――っておい!?」

　一瞬の硬直の後に――千里は悲鳴じみた声を上げた。

　正直、最初に見た瞬間に疑っていたのだが。

「お前……！」

　千里が振り返ったのは、吊り下げられている鳥籠だった。

　その中にいる――一見すると何の変哲もない、スズメ。

「やっぱり！」

　アジャスタント――ウェルキン・エーデルワイス。

　アバロン学園都市で会った際には、鳥籠に入るサイズではなかったというか、そのまま子牛でも摑んで飛びそうな巨大さだった為、『同一個体』かどうか、判別がつかなかったのだが。

　考えてみれば人造精霊だの何だの、非常識なこの連中、身体の大きさを好き勝手に変えられる奴がいてもまったくおかしくない。いや――それ以前に、千里がウェルキンを見たのは、彼が展開した仮想空間内なので、誇張されていただけで……実体としてのウェルキンは元々こんな大きさなのかもしれない。

「ウェルキン……？　え……？」

　一方、暁美はというと、ウェルキンが『喋った』ことに驚いているようだ。

　少なくとも彼女はこのスズメを普通のスズメだと思って飼っていたのだろう。

「なに、ど、どうして……？」

『我が主。封じられていた記憶を解放する』

　そんな文字が空間に躍る。

　次の瞬間――

「――っ!?」

　まるで感電したかのように暁美が硬直する。

「お、おい!?」

　ぐらりとよろける彼女を、咄嗟に手を伸ばして抱き留める千里。彼の腕の中で数秒、暁美は荒い息をついていたが――

「…………あ」

　ぱちくりと目を瞬かせて千里を見る。

　その瞳の奥で困惑を押し流し理解の色がゆっくりと広がっていく。

　数秒余り千里の顔をじっと見つめてから――

「周防……くん？」

　と暁美は呟くようにその名を呼んだ。

　どうやらウェルキンの言葉通り、記憶が戻ったらしい。

　だが――

「え。やだ、夢？　え、どうして、じゃなくて、あれ!?」

　じたばたと暴れながら赤面する暁美。

　もう支える必要はないだろうと、彼女を放しながら千里は溜め息をついた。

「記憶が戻ったのか」

「あ…………あ…………えと……うん」

　暁美は何故かひどく恥ずかしそうにしながら頷く。

「そっか。夢じゃないんだね」

「うん？」

「さっきもちょっと言ったけど、何度も周防君のこと、夢に見てたから――あ、いや、その、変な意味でじゃなくてね？」

　と慌て気味に言うところが『変な意味ですよ』と言ってるようなものだったが。

　とりあえず今はその辺を追及しているような余裕などない千里であった。

「つか、なんだって、ウェルキン!?」

　千里は改めて鳥籠の中のスズメを振り返る。

「今、なんつった？」

『要請、発言の再確認。受諾する』

　相変わらず映画の字幕かテレビのテロップを見ているかのように、音もなく空間に文字がずらずらと浮かび上がっていく。ふと頭の片隅で『これ反対側に回ったら鏡文字になってたりするのか？』とどーでもいい疑問が過ぎったが、まあそれはさておき。

『「例外規則十七条六項の適用条件を満たしたと判断して、我が主の記憶封鎖を解除することができる」――と私は発言した』

「なんだ、その十七条なんたらってのは」

『アバロン学園都市と連絡が取れなくなった場合に、非常事態と判断し、アジャスタントの判断で契約主の記憶を再構築できる』

　そんな文字が淡々と並んでいく。

　さらにウェルキン曰く……彼は、暁美がきちんと一般社会に還って順応できるか、アバロン学園都市内における生活が、彼女の一般社会での生活に余計な影響を与えていないかを確認する為に、そのまま暁美の側に監視役として配置されていた、とのことだった。

　当然――ウェルキンは何か問題が生じたり、不測の事態に陥った場合は、アバロン学園都市の管理局に連絡を取る決まりになっていたのだ。そして三度以上連絡を試みても失敗した場合、非常事態として、アジャスタント個体の判断で、暁美の記憶再構築を含む、幾つかの行動が可能になるのだという。

「アバロンと連絡がとれねえって……」

　千里は思ってもみなかった話に眉を顰める。

　ウェルキンは焦あせった様子もなく――というか元々機械的で無感情な雰囲気の強いアジャスタントであったが――続けてこう告げてきた。

『何らかの理由で魔法通信ができない状態だ。私の自己診断機能を見る限り、私の側に問題はない。となると、私の自己診断機能まで含めて壊れている場合を別として、アバロン学園側か、通信中継用の術式に、何らかの不都合が生じているのだろう。通信も、空間移動も、幾つかの基礎術式は共通しているから、恐らくシフト・ポータルを開くのも事実上不可能になっているはずだ』

「……なんてこった」

　千里は呻く。

　クフィールを何とかアバロン学園都市に連れ帰って、彼女の身体についてわかる者に治療を頼む――そう考えていたのだが。

　説明の細かい部分は今一つわからなかったが、とにかく『アバロン学園都市と連絡がとれず行き来もできない』というウェルキンの言葉が本当なら、帰りのバスを召喚するどころか、助けを請うこともできないということになる。

「くそ……どうすりゃいいんだ」

「あの、周防君」

　歯は軋ぎしりする周防に、暁美が恐る恐る、といった様子で尋ねてくる。

「そもそも周防君がどうして此処に――一般社会にいるの？」

「ん？　――ああ、いや、それそのものは、まあ、帰省つーか、学園に里帰りを勧められたからなんだがな」

　以前に千里自身が指摘されたが……よく考えれば、そもそも一般社会に戻る可能性がない者に、パーマンズ・ヴォウなどという代物を仕込む意味がない訳で。

「まあ里帰りは学園側も実験の一環だったんだろうけど……」

　そう言ってから千里は一つの可能性に気付いて眉を顰めた。

「…………ってことは、ひょっとして、通信できないとか、シフト・ポータルが開けないとかも、何らかの実験なのか？」

『否定』

　ウェルキンは即座にそう答えてきた。

『恐らく何らかの事故、あるいは意図的な妨害であると推測できる。何故なら、既に経過観察で実験の中枢からは外れているはずの私と我が主までが、アバロン学園都市と連絡がとれなくなる理由がない』

「…………」

　千里は唸うなる。

　確かに理屈は通る。だがそうなると益々クフィールの治療が難しいという事実が重く千里の上にのしかかってくるのだ。

「くそっ……万尋のことだけでもややこしいってのに」

　クフィールを人間の病院に連れて行ってどうにかなるとも思えない。

　確かに人間形態の時のクフィールは、人間の女の子そのものに見えるが、今は半獣人形態のままである。接続同調回路もまともに機能していないようだし――

「どうすりゃいいんだよ……」

　千里にできることは彼女が重態にならぬようにと祈るだけなのか。

　そんなことを考えながら懊悩していると。

『周防千里。汝なんじのアジャスタントの修復ならば手段がない訳ではない』

　唐突にウェルキンが千里の目の前にそんな言葉を映し出してきた。

「なんだって？」

　千里は愕然と鳥籠の中のスズメを振り返る。

「教えてくれ、どうすればいい!?」

『危険性は高いが』

「いいから教えてくれ！」

　千里は鳥籠に詰め寄りながら、焦しよう燥そう感かんに割れた声で喚いた。

『……アジャスタントの基本仕様書やデータはアジャスタント内部に情報として保存されている。アジャスタントに採用された個体全員に共通する規格だ。元々人造精霊や魔法具の設計時にはよく見られるものだが』

　とウェルキンは説明する。

『この基本仕様書やそれに付随するデータは、アジャスタント契約時に契約者の意識下にも複製・転写される』

「なんだって？　それって――つまりクフィールの設計図みたいなのが、俺の頭の中にも入ってるってことか？」

『概おおむねその通りだ』

「いつの間に――」

『アジャスタントが自己診断機能を最大限に発揮する為には、アジャスタントの外部から、現状と、基本仕様との差を比較検討する必要がある』

　自己診断機能とはつまり、自分で自分について『正気かどうか』判断するようなものである。究極的には、自分の外に比較対照すべき『正常で完全な自分』を置いて、それと現状との差異を逐次調べることでしか、自己診断機能の正確さは担保できない。

　その為の外部――独立した第三者が契約者ということになる。

『故ゆえに周防千里、汝の中にクフィール・アブソリュートを治す為の基礎情報は全て入っている。汝は接続同調のレベルを上げてクフィール・アブソリュートの意識内部に進入、問題の生じている箇所について情報を上書きすることで、クフィール・アブソリュートの治癒機能が正常に働き出す可能性が高い』

「……そんなことが？」

『元々は契約主の健康管理機能と同じものだ』

　クフィールの内部にも健康状態の周防千里についての情報が圧縮保存されている。

　つまりアジャスタントと契約者は、常に互いの肉体や精神の『正常』をバックアップする為の存在ということになる。

　さらに――

『クフィール・アブソリュートのような変身系の魔法を基礎構造に組み込んでいる人造精霊は、肉体制御の性能が高い。部分的に代謝や疑似熱量変換を用いることで傷を治療することができるはずだ』

　つまりは変身できるくらいだから傷の一つや二つ『なかった状態』に変身することも理論的には可能であるはずだ――ということらしい。

　これは千里にとって朗報だった。

　だが……

「でも接続同調の回路そのものが壊れてるんじゃ……？」

　普段ならば接続同調の魔法回路を介して供給される魔力が、千里の獣耳と尻尾を隠しているはずなのだ。現状これが出っぱなしということはその回路が壊れているということになるのではないかと千里は考えた訳だが。

『一時的に機能低下しているだけと類推する』

　ウェルキンはあっさりそう答えた。

『完全に回路が切断されれば汝の獣耳と尻尾も消えているはずだ』

「そりゃそうか――じゃあ」

『私が支援して汝の意識をクフィール・アブソリュートの中に送り込むことはできよう』

　そうウェルキンは言った。

　接続同調回路は共通規格だ。他から個別の内容に割り込むのは難しいが、千里とクフィールの接続同調回路がより安定するように外側から支援する程度のことは可能だろう――とのことだった。

「じゃあ早速――」

『もっとも』

　腰を浮かす千里を制するようにウェルキンは示した。

『先に言った通り危険がある』

「今の状態でも充分危険なんだよ」

　何もしないでも危険なのだ。

　ならば結果がどうであっても――やれるだけのことはやっておきたい。

『私が提案した方法は、通常、接続同調の限界深度とされている三の上――つまり深度四だ。通常この深度の運用が考えられていないのは、自我境界が曖昧になり、自我融合を引き起こす可能性があるからだ』

「……自我融合？」

『軽度ならば記憶の混濁や情緒不安定程度で済むが。場合によっては精神構造の大半を損壊して廃人になる』

「…………！」

　千里は言葉に詰まった。

『最終的には、その危リ険ス性クをどう捉えるかだ、周防千里』

　スズメ型の人造精霊は、鳥類特有の、感情の映らぬまん丸の目でただ、千里を見つめてそう告げてきた。
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　アバロン学園都市は今日も平和だった。

　無論『平和』という言葉の定義は人それぞれである。

　単に『戦争』の対義語だというのならばアバロン学園都市が平和でなかった日など今まで一度もない。アバロン学園都市はその誕生から現在まで一秒たりとも戦争状態にあったことはないからだ。

　あるいは『普通』とか『いつも通り』という意味であってもやはりアバロン学園都市は間違いなく平和そのものだった。

　たとえ――

『えーと。Ｋ12の瓶何処やったっけ？』

『え？　まずいんじゃねえの？　あれ蓋ふた空いたら半径五百キロ汚染されるだろ』

　――とか。

『だ、誰か、誰かその被験体を捕まえてくれっ！』

『そいつの体内には反物質――ごぶおっ!?』

　――とか。

『御主人様、ごめんなさぁい。水晶髑どく髏ろのオリジナル、割っちゃいましたぁ』

『馬鹿野郎、阿修羅級の豪運、もとい呪じゆ詛そが炸さく裂れつするだろうが!?　早く中和中和！』

　――とか。

『いかん超高速呪文詠唱装置が暴走した！』

『くぁwせdrftgyふじこlp――ッ！！！！！』

　――とか。

　まあそーゆー感じの会話があちこちでなされていたとしても、まあいつも通りと言えば概ねいつも通り、アバロンの住人達に言わせると『まあ案外何とかなるもんだから。大丈夫大丈夫』という状態だった。

　それでも強いて数日前との差異を挙げるならば――魔法使い達の実験だの何だのの数は確実に増えているようだったが。アバロン学園都市は、元々〈学園マジシヤンズ・アカデミイ〉という魔法研究者達の組織によって主導されており、教職関係者達も魔法使いが多い為、普通科生徒達が帰郷していて暇な今の時期は、自然と本来の研究に割く時間が増えるのだった。

　でもって……

「うーむ」

　此処でも一人の青年が何やら研究資料を前に腕組みして唸っていた。

　端整な容貌である。

　少なくとも双眸や鼻梁、顎や唇くちびる、といった、それぞれの構成部品は文句の付けようがないくらいに美形のそれだ。

　なのに……何故か一歩引いて全体として見ると、何処か緩んでいるというか、かっちり部品を組み合わせ切れていないような雰囲気がある。二枚目というのには少し足りない感じだが、むしろそれを愛嬌と呼ぶ者もいるかもしれない。欠けるところのない美貌というのはむしろ他を寄せ付けないようなところがある。触れ合う為の取っ掛かりがないのだ。

　そういう意味では、この青年の容姿は他者が歩み寄れる『隙すき』があちこちにあった。

　佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう教師。

　アバロン学園都市の教師職についている一人である。

　彼は今、公式実験場を借りて、その片隅に机とノートパソコンを置き、何やら思案の真っ最中であった。ちなみにノートパソコンのディスプレイ上には意味不明の言語と紋様が幾つも描き出されていて、魔法使いでもなければ何をしているのかさっぱりわからない状態である。

　ただし――

「やっぱりちょっと違うかな……？」

「御主人様」

　まるで扉をひょいと開けて入ってきたかのように――空中に直径二メートルばかりの魔法陣が浮かび上がったかと思うと、水面に浮かび上がるようにして一人のメイドがそこから歩み出た。

　エーネウス・ザ・バージェスト。

　榮太郎の使い魔であり、元々は強大な魔獣――黒犬獣バージエストの化身なのだが、その素性に反して実に良識派の娘である。別名『佐久間榮太郎の外付け良心回路』。さらに容姿も清楚な美人ということもあって、榮太郎の周りの連中のみならず、アバロン学園都市の中でも人気が高い。

「また何をしておられます？」

　エーネウスは、パソコンに向かったまま振り返りもしない主に向かってそう尋ねた。

「研究」

　と素っ気なく榮太郎は告げる。

　どうも相当にその『研究』とやらに没頭しているようなのだが。

「研究ですか」

「研究だ」

「私はてっきり」

　榮太郎の肩越しに、実験場の広大な空間を眺めながらエーネウスは言った。

「３Ｄのボーカロイドに変な歌を歌わせようとしているのかと」

「…………」

　榮太郎は無言。

　代わりに――

「でいじーD　a　i　s　y…………でいじーD　a　i　s　y…………」

　数メートル離れた所で、虚うつろな眼をした、水色の髪のツインテール少女が歌っていた。

　可愛らしい外見で、髪の薄青と、服の漆黒の対比コントラストが独特の神秘的な雰囲気を醸し出している。

「…………ドウカ答エテ……Give me your answer do僕ハ気ガ狂イソウナホド…　…I'm half crazy all for…………君ガ好キサthe love of you…………」

「いかんな」

　榮太郎は厳しい表情でそう漏らした。

「いかんのですか」

「うむ」

　榮太郎は頷いてノートパソコンに指を走らせる。

　同時にぴたりと蒼い髪のツインテール少女も動きを止めた。

「若干ぎこちないところはありますが、普通に歌えているのでは？」

「だからいかんのだ」

　と榮太郎は首を振った。

「次第に崩壊していく自我と追い詰められた狂気が感じられない」

「…………」

　嫌という程に榮太郎の相手をしてきて、この魔法使いの言動に慣れきっているエーネウスは、『ボーカロイド相手に何を要求しているのですか、貴方は』などと常識的に突っ込むような無駄なことはしない。

　代わりに彼女はノートパソコンの画面に開いた操作卓コンソールを見ながら問うた。

「……恋の歌なんじゃないんですか？」

「これは有名なコンピュータが電源切られる時に歌う辞世の歌なのだ」

「はあ……」

「実際の映像は無味乾燥としたカメラだけだったが。『嫌ッ、私は壊れてなんかいないのっ！』って言いながら乗組員を殺し続けるヤンデレコンピュータなら、やはりそこは、美少女であるべきだと思うのだ。その意味でスタンリー・キューブ●ックは間違っていたと俺は思う！」

　拳を握り締めて榮太郎は力説した。

「そういう訳で、あの名作映画の唯一の欠点とも言うべきシーンを、完璧なものにするべく、ＭＩＫ９０００型コンピュータの差し替えシーンを撮影しようと思っているのだが、これが中々難しくてな」

　などと『二〇●一年宇宙の旅』のワンシーンをボーカロイドで再現することを『研究』と言い張る榮太郎を、しばしエーネウスは呆れた様子で眺めていたが。

「ところで御主人様」

「なんだいデイブ」

「誰がデイブですか。寒さ河が江み教授から連絡が」

「うん？　何だろうな――繋いでくれ」

「はい」

　とエーネウスが一礼して榮太郎のノートパソコンに触れると、その画面が拭ぬぐい去さったかのように一新――改めて開かれたウインドウに金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年の姿が映し出された。

　とてもとても愛らしい顔立ちの少年である。

　子供服のパンフレットのモデルに起用されるような――まるで天使の如く、実に上品で可憐な雰囲気を備えている。

　ただしこの少年が着ているのはアバロン学園都市の教師服であり、その双眸に宿る眼光は、人生の大半を研鑽に捧げた碩学のそれだ。数えきれぬ程の希望と絶望を交互に積み重ねてこなければ、こんな奥深い眼になどなりはしない。たとえそれが――傀儡人形の眼がん窩かに埋まる硝子玉であったとしてもだ。

　寒河江教授。

　アバロン学園都市管理局の幹部である。

　正確にはこの少年は寒河江教授本人ではなく、彼が使う傀儡人形である。彼の肉体は普段、二重三重に魔法防御された棺かん桶おけの中で眠り続けている。

「や。どうしました、寒河江教授」

　榮太郎は気楽に片手を掲げてそう挨拶する。

〈学園〉においては風紀ゴーレム部隊を指揮し、十二席委員会に名を連ね、アバロン学園都市においても混こん沌とん委員会に参加する大魔法使い相手としては軽すぎるような作法だが、寒河江教授自身は特に気にした様子もなく頷いた。

『佐久間君。ちょっと聞きたいのだが』

「なんです？　改まって」

『君――アンビリカル・ブリッジ周りの術式について何かいじったかね？』

「――へ？」

　榮太郎は目を丸くして首を傾げる。

「いや。俺はこの三日ばかり研究に没頭していましたので」

「…………」

　榮太郎の『研究』の一語を耳にして、エーネウスが、ちらりと虚ろな表情でその場に立ち尽くしているボーカロイド立体を一いち瞥べつしたが、まあそれはさておき。

「どうかしましたか？」

『どうも一般社会との越境通信ができなくなっているのだ』

　怪訝の表情で寒河江教授は言った。

「……ふむ？」

『境界領域の不具合という訳でもないようだし。空間接続の術式に何か不具合でも生じている可能性もある』

「まあアバロン学園都市の空間接続は、単なる亜空間接続とは違いますしね」

　と気楽な口調で榮太郎が応じる。

　元々アバロン学園都市のある空間は、栄太郎達のような魔法使いの間でお馴染みの亜空間や異層空間とは異なる。〈始源的神魔創造者〉という者達の特異能力に対する研究を基に造り出された『全く新しい世界』だ。

　それ故に実はシフト・ポータルも通常のものとは種類を異にする。

　通常の亜空間や異層空間への移動を同じ建物の中のエレベーター移動とするならば――つまり上下の差はあってもあくまで同じ建物の中だ――アバロン学園都市と一般社会との移動は、建物から建物への移動、住所という意味では別の場所への移動ということになる。

　術式の安全性は確認されているものの、『異世界』『平行世界』が実際に存在すると確証が生じたのはつい最近である為、世界間移動に関する魔法使い達の術式も、まだ新しく、ちょっとしたことで不具合を生じることはままあった。

　こうした諸々も含めての実験都市――それがアバロンだ。

『あくまで一般社会と通信ができない程度だからな。具体的な損害がまだ出ている訳ではないのだが。少し調べておいてもらえるか。私は諸々の所用があって、身動きがとれない』

「あー。はい。お疲れ様です、了解です」

　榮太郎は頷く。

『頼んだよ』

　そう告げると寒河江教授の映像は表示画面から消える。

　榮太郎はノートパソコンを閉じながら腕を組んだ。

「通信ねえ。まあ、〈チャンドラー計画〉なんぞが提唱されるくらいだからな。一般社会と接点のない魔法使いも多いか……」

　魔法使い達には、何かと不自由で苦労の多い一般社会に見切りを付けて、自分の研究や修行に専念する為、亜空間に存在する〈マジシャンズ・アカデミイ〉やその関連施設に生活拠点を移してしまう者も多い。

　逆に言えば、だからこそ『いっそ……』と考えて〈チャンドラー計画〉などという極論が提唱されたりもするのである。

　むしろ神界や魔界の連中の方が、人間界の多様な文化や諸事に興味を持っていることが多いのも皮肉な話だ。

　いずれにせよ一般社会には興味のない魔法使い達は多いので、通信回線が上う手まく機能していないとしても、気にする魔法使いは――というか気付く魔法使いも少ないだろう。特に今の時期は普通科生徒がいない分、研究に専念するという者も多い。

「まあ、生徒達は実家に戻ってるだけだし、アジャスタントもいるしな。そうそう問題が起きるとも思えないが――念の為か」

　そう言って榮太郎は腰を上げた。
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　何処かと何処かで。誰かと誰かの間に。

　厳重に、そして幾重にも暗号化を施された特殊通信が、秘匿用魔法回線を通じて交わされる。電波の代わりに魔力の波を使い、高い指向性をもたせることで傍ぼう受じゆを――つまりは盗聴を極端に困難にした『内緒話専用の通信』である。

　…………

『上手く作用しているようだな』

『アバロンと一般社会との通信回線は元々不安定だからな』

『とにもかくにも帰郷した生徒達がアバロンに戻って来ないように、由々子に仕込みをさせている訳だが。さすがに一日二日でとなると、混沌委員会や管理局の連中が気付く。故に、シフト・ポータルへの記憶一部消去魔法の挿入と、通信妨害、これで何とか時間を稼ぐことになった訳だが』

『定時連絡をしている連中もいるだろう。通信妨害は遅かれ早かれ気付かれるぞ。それはどうするのだ？』

『調べに来た奴を懐かい柔じゆうするなり、捕らえて虚きよ偽ぎの報告をさせるなりすれば良い』

『誰が調査に来るか、だが。万が一にも寒河江教授や佐久間榮太郎、シュタイン教授辺りが出てくると洒落にならんぞ』

『その辺りは任せてくれ。一応、個別に対応策は考えてある』

『……ふむ。ではそれは貴方に任せよう、ミュセ』

『任されよう』

　…………

　魔法使われと呼ばれる者達の企みは、地味に、しかし着実に動いていた。

　だが――彼等は自分達のその企みが、予想外の影響を世界そのものに与え始めているということには、まったく気付いていなかった。
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　ベッドの上でクフィールは眠っていた。

　その整った顔は――しかしうっすらと苦悶の形に歪んでいて、彼女がまだ苦痛の中にいるらしいことがわかる。普段ぼんやりと緩んだ表情をしていることが多いせいで、余計に表情の端々に残った緊張が目立つのである。

　無理もない話だ。

　彼女は、本来ならば使うべきではない『裏技』を使って窮きゆう地ちを切り抜けた。

　それはつまり、自分の肉体に関して『やろうと思えばできる』が、設計上は想定されていない――そんな不自然な使い方をしたということだ。

　当然ながら、そこには何らかの無理が生じる場合が多い。

　単に骨が折れるとか出血するとか――そんな局所的なものならばまだマシだ。無理は巡り巡って全身の脆い部分に沈ちん殿でんし、限界を超えた途端に、それらの部分が一斉に壊れる。

　恐らく相当な苦痛だったはずだ。

　クフィールと繋がっていた千里ですら、全身の皮が剝がれたかのような痛みと喪失感を覚えたのだ。クフィール自身がどんな苦しみを味わったのか――そして今もそれがどれだけ残っているのかは、千里にも想像がつかない。

「無茶をしやがって……」

　千里は横たわったクフィールを見下ろして呟く。

　クフィールがそんな危険な真似をしたのは、偏に、千里を助ける為だ。

　普段から彼女は言っていた――『命に換えても』と。それが出任せではないということを、彼女は文字通り命懸けで証明したのである。

　嬉しいと思う反面……ひどくその事実が千里には重い。

「だから……早く、何とかしてやんねえと」

　千里の躊ちゆう躇ちよは短かった。

　というより躊躇らしい躊躇もなかった。

　だが――

「周防君」

　気遣わしげな表情でそう声を掛けてくるのは、暁美である。

「その……ウェルキンの言った方法を、するの？」

「それしか今のところ、やれることはねえしな」

　千里は暁美を振り返って言った。

「でも……」

　暁美は目を伏せて言葉に詰まる。

　彼女は何やら逡巡しているようだったが――

「その子が……その……本当に危険な状態かどうか……わからないんでしょう？」

　おずおずとそんなことを言ってきた。

「……え？」

「だからその、無理して治療して、その、むしろ、周防君の方が危険にさらされたら……でも、あの、危険な状態だったとしても、二重遭難っていうか、二人共大変な状態になっちゃったらまずいだろうし、その、だったら周防君だけでも……」

　そこでまた暁美は言葉に詰まった。

　自分がかなり酷いことを言っている、という自覚があるのだろう。要するにそれは『危険だからクフィールを見捨てろ』と言っているようなものだからだ。

　しかし……

「――星塚」

　千里は苦笑して言った。

「心配してくれるのは嬉しいんだけどな」

「え？　あ、え、う、うん」

　暁美は赤面しつつ頷く。

　彼女の言葉は、つまりそれだけ千里の身を気遣ってくれている証拠だ。どうでもいい奴が何をしてどんな危険に晒されようと知ったことではあるまい。むしろ口当たりの良い正論や綺麗事を口にして傍観するだけの方が自分というものを守りやすい。

「やっぱ、やるわ」

　千里はきっぱりとそう言った。

「何もしないで黙って見てるなんて我慢できねえよ」

「危険なんだよ？　ウェルキンがそう言って――」

「ぶっちゃけ、クフィールが倒れてたら、別の意味で危険なんだよ」

　と千里は溜め息をつく。

　今この瞬間にも万尋や須美子が襲ってこないとも限らないのである。そうなれば間違いなく暁美まで巻き込まれる。情けない話だが、能力的には一般人に過ぎない千里としては、彼女等に対抗できる戦力としてクフィールに頼らざるを得ない。

「それに――」

「それに？」

「…………」

　暁美に促されるも……言葉が出てこない。

　脳裏に浮かんだ曖昧なイメージを言葉にしたのは、千里本人ではなく、暁美の方だった。

「その子が好きなの？」

「勿論、俺のアジャスタントだし、嫌いならとっくに取っ替えてるよ。それにコイツには色々助けられて――」

「そういう意味じゃなくて」

　少し焦れったそうに暁美は言った。

「likeの好き、じゃなくてloveの好き、って意味」

「いや、そういう訳じゃ――」

　反射的に否定の言葉が口をつく。

　しかし――

「…………」

　そこから先の言葉が続かない。

　躊躇する千里に覆い被せるようにして暁美は言った。

「その子の為に命の危険があることをしようとしてるんだよ、周防君は」

　確かに人格融合を起こして分離できなくなってしまうとなれば、千里個人の人格が存在しなくなる――『死ぬ』こともあり得る。

　肉体はともかくそれは精神の死とも言えるだろう。

「昔、ね。漫画で読んだ知識なんだけどね」

　ふと――そんなことを言い出す暁美。

「日本語には今みたいな『愛してる』って概念がなかったんだって。だから『I love you』を訳すことができなくて……困った翻訳者さんが、こう訳したんだって。『私は貴方の為なら死んでもいい』って」

　今では気軽に口にする者も多いが、かつて『愛している』とはそれ程に重い言葉であったのだろう。まさしく『命に換えても』だ。

　だから――

「周防君……その子のこと……」

　愛してるの？

　命の危険も顧みずにクフィールの治療に挑もうという千里に対して、そう暁美は聞いているのだろう。

「…………」

　千里は改めて眠り続けるクフィールを見下ろした。

　彼女と出会ってまだ日が浅い。

　彼女の全てを知っている訳でもない。

　背だって千里より高くて。強い癖に引っ込み思案で。

　そもそも人間ですらなくて。

「……待ってたら……アバロンとの通信は回復するかもしれないし……」

　言い訳のようにそう言い添える暁美。

　だが千里は――

「――好きなのかも、な」

　そう言って緩く笑った。

「そ……そうなんだ」

　何やら衝撃を受けたかのような表情を浮かべる暁美。

　彼女のアジャスタントはスズメ型で、恋愛対象にはまずならないだろうから、アジャスタントを異性として好き、という千里の感覚は異様に思えるのかもしれない。

　人間でないものを人間のように愛する。

　それは場合によっては変態と罵られてもおかしくない訳で。

「――いや」

　千里は肩を竦めた。

「好きなんだろうな。実際」

　何処か他人事のように千里は言った。

　というかそうでもしないと――他人を眺めるようにして自分の気持ちと向かい合わないと、何やら気恥ずかしくてのたうち回りそうだった。

「考えてみりゃ――初めて会った時からそんな感じだった」

　クフィールの顔を見つめながら、自分の頰を掻いて千里は言った。

「…………」

　暁美は何度も瞬きしながら千里を見つめている。

　何か哀しそうにも見える気がするが、まあこれは千里の気のせいだろう。

「ずっと違うんだ違うんだって自分に言い訳してきたけどな」

「そうなの……？」

「多分一目惚れなんだろうさ。で――実際、一緒に暮らしてきて、もっと好きになってさ。笑える話だけど、なんつーか色々不器用なこいつを見てると――」

　守ってやりたい。

　そんな気持ちにすらなって。

　勿論――実際に守られているのは千里の方なのだが。

「でも色々認めがたいっつーか」

　何故かこちらを見つめてくる暁美の視線が――痛い。

　何か訳もなく悪いことをしているような気分になって、つい千里は言い訳めいたことを口にしてしまう。だから何なのだ、と言われれば、千里も困ってしまうような内容なのだが。

「ほら、アジャスタントと御主人様な訳だろ。こいつは俺のことを好きで尽くしてくれてるんじゃないんだよな、義務でやってるだけなんだよな、とか思うとどうにも嫌でさ。気持ちがすれ違ってるっていうか、食い違ってるっていうか」

「…………」

「だから俺はこいつを受け入れられなかったんだけどさ」

　自分から好きになってしまうのは『負け』のような気持ちさえしていて。

「でも……」

　そこで言葉が尽きる。

　後には奇妙に重い沈黙がわだかまった。

　やがて――

「――ん」

　時計の秒針が一回転程した頃だろうか。

　何かを振り払うように頭を左右に振ると――暁美は少しぎこちなく、しかし千里を労いたわるように微笑んだ。

「わかった」

「――え？」

「いいよ、いってらっしゃい」

　暁美は言ってウェルキンの鳥籠の横に立った。

「何ができるかはよくわからないけど、私とウェルキンが、できる限り、サポートしてあげる。周防君が、私に良くしてくれたお礼」

「俺が？」

　千里としては暁美にお礼をしてもらえるような何をしたつもりなどないのだが。

　彼がしたことと言えば、単に学級委員の聡と教師の由々子に頼まれて、引きこもりだった暁美の部屋を訪ね、そこで少し話をしたくらいだ。少なくとも千里としてはその程度の認識でしかなかった。『願い事が叶う券』も使いはしたが、あれもむしろどう使うべきかわからずに持て余していたくらいなので、殊更、暁美の為に惜しい気持ちを我慢して譲った、という訳でもない。

　だが――今はその辺の理解の差を細かく尋ねている場合でもないだろう。

「いや。とにかくありがたい」

　千里は鳥籠の中のウェルキンに視線を移して問うた。

「で――どうすれば良い？」

『いつも通りに接続同調の呪文を詠唱し、深度を上げる。魔力信号に余計な雑音が入らぬようにこちらはできるだけ環境を整える』

　とウェルキンは告げてきた。

　そういえば暁美の引きこもりの時もこのアジャスタントは、部屋一つを丸ごと亜空間にしてしまうような真似をしていた。この手の『目的に沿って調整された場所を作る』のはウェルキンの得意技なのかもしれない。

「わかった、頼む」

　千里はクフィールの脇に座り――眼を閉じた。





●　●　●






『私が最初にあの兄妹の存在に気付いたのは〈学園〉を追われてすぐのことだ』

　手記の本文はそんな記述から始まっていた。

『私は〈学園〉に復讐する為の方法を求めていた。私を追い出した〈学園〉の、魔法使いにあるまじき俗物共に、目に物見せてやる為の方法を』

　ガストン教授はかつてセクハラだの何だの酷くマジシャンズ・アカデミイから追放されているという話だった。そして手記の通り――実際に復讐の為に、強力な兵器系人造精霊を作り出している。

『だが当然のことながら、私が如何に達人アデプト級の魔法使いといえど、単身でできることなどたかが知れている。どちらも同じ魔法使いならば集団である方が強い。当たり前だ』

　数の暴力。あるいは多数派の横暴。それは裏を返せば、個人の力で集団を相手取ることなど、まず不可能ということを意味する。これは一般人だろうと魔法使いだろうと変わらない。同種の力であれば、最終的な総合力は、集団の方が明確に大きくなる――本当にどうしようもないくらいに当たり前の事実だ。

『だから私が採り得る手段は二つしかない』

　ガストン教授の結論もまたごく当然のものとなる。

『一つは奇襲。この為の戦術と基礎戦力は早々に確保できた。以前より研究していた兵器系人造精霊を、より改良して造り上げるだけで、良かったからだ』

　これはかつて〈学園〉を大混乱に陥れた『ガストン教授の乱』に関わったアーシュラ・アブソリュートのことだろう。

　そして――二つ目は。

『そしてもう一つは――「魔法でない力を使う」ことだ』

　魔法使い達は魔法を過信する傾向が強い。

　それは裏返せば、魔法でない力を舐めてかかる可能性が高いということだ。

　例えば科学技術。

　そしてあるいは――

『そう。超能力だ。これに私は目をつけた』

　超能力。

　マジシャンズ・アカデミイで言うところの超能力とは……文字通り『能力』であって魔法のような『技術』とは根本的に異なる。言ってみれば魚が泳ぐのは『能力』で人間が泳ぐのは『技術』である。

　超能力は、その効果面については魔法に似ているが、その発動する原理については個人的資質に依存する部分が大きく、能力の量も質も個人差が大きい為に体系化することができない。当然――研究用の資料サンプルの蓄積もしにくく、マジシャンズ・アカデミイですら傍流の研究分野だった。

　そこにガストン教授は狙いを付けたのだ。

『私の目的は超能力の分析や解析ではなく、あくまでその力を利用しての復讐だったからだ。テレビを観る人間の何人が、その構造と原理を知っている？　使い方さえわかっていれば問題はない。私も超能力者を見つけてその個人を操れれば、それで良かったのだから、比較的、簡単にいくと思った。思っていたのだ。愚かにも私は』

　文面から慚ざん愧きの念が滲み出るようだった。

　本物のガストン教授はマジシャンズ・アカデミイへの復讐を諦め、そのままひっそりと老いて果てたと言われるが……自分勝手が過ぎて、変わり者の集団からも追い出されたこの奇人が、手段の一つを完成させた後に、どうして復讐を諦めたのか。

　手記にその部分の記載はなかったが――あるいはこの時の出来事が彼の中の何かを萎なえさせてしまったのかもしれなかった。

『そんな時だ。あの兄妹を見つけたのは』

　周防千里。

　周防万尋。

　幼い兄と妹。

『彼等を見つけたのは多分に偶然の要素が強い』

　ガストン教授が見つけたのは超能力の萌ほう芽がのようなもので……彼が目をつけた時点ではまだ明確に発動したことさえない状態だったという。

『正確に言えば超能力者は周防万尋であって、周防千里は基本的に普通の人間だ。なのに私が彼等を一組のように語るのは、私の愚かな失敗が原因である』

　周防千里と周防万尋は、とても仲の良い兄妹だった。

　彼等の周囲を調べていてガストン教授は知った――彼等の両親の夫婦関係には不和が生じており、それは離婚という形を取る程ではないにせよ、日常的に言い争いが生じるような状態であるらしいということを。

　そんな環境で育った兄妹は、互いに庇い合い、常に両親の離婚の可能性に怯えながらも、いつまでも一緒にいようと誓い合っていた。

　世間的な評価で言えば、健気で仲の良い兄妹と言えるだろう。

　だが――

『恐らく彼等、兄妹の繋がりは、別離の危険性が常に側にあるからこそ、より強固になっていったのだろう。強迫観念の如くに。その辺りの心理分析は、専門ではないが、彼等をこちらの都合良く扱う上で必要なことだったので一応、丁寧に調べたつもりだ』

　超能力者を手駒として利用するなら、魔法で縛るよりも心理的な搦からめ手てを使った方が確実と言える。その為にガストン教授は周防万尋の心理的な『弱味』を調べ上げたのだ。

　元より未成熟な子供。しかも家庭環境は良好とは言えない。

　付け入る隙は山程あるはずだった。

『だがそれでも調べが足りなかったのだろう』

　ガストン教授は周防万尋を拉致すべく、試作型の兵器系人造精霊を一体差し向けたらしい。

　完成体アーシュラ・アブソリュートよりも前に作られた代物で――どうやらこれがガストン邸を守っていた『影人』の原型であったようだ。高度な自律判断機能はなく、命令を機械的に実行するだけの代物だ。如何に超能力者とはいえ、本格的に能力を開花させる以前の子供を一人掠さらってくる分には、それでも充分だと判断したのであろう。

　しかし――

『私は致命的とも言える失敗を犯した』

　それは――

　…………

「――え？」

　拓人は目を丸くしてページをめくる手を止めた。

　隣から覗き込んでいた由々子も驚いて目を丸くして――固まっている。同じく拓人の肩越しに内容を追っていた明人も無言である。

「みゅ？　どうしたのであるか？」

　三人の反応が不思議だったのだろう――それまで我関せずといった様子で、部屋の隅で鈴穂の持ってきた大量のみたらし団子を食いまくっていたタナロットは、飼い主の様子を窺うかがいに来る猫のように、這い寄ってきた。

　だが――

「…………」

　拓人は片手を挙げてタナロットを制する。

　来るな、という意味だ。

「みゅ？」

「大丈夫だよ。タナロットは読まなくていい」

　と拓人は微笑を取り繕って言った。

「みゅう？」

「タナロット先輩。拓人様がああおっしゃってますから――」

　そう言って人型形態のファルチェがそっとタナロットの肩に手を置いて諭さとす。

　拓人は、感謝、といった感じでファルチェに頷いてから――呆然としたままの由々子の方に視線を戻した。

「大場先生」

「え？　あ――はい」

　夢から醒めたかのように、瞬きしながら拓人に応じる由々子。

「すみません。ちょっとびっくりして。あの周防君が――」












「どうします？」

　由々子の台詞せりふを押し留めるようにして拓人は言った。

「……え？」

「場合によってはあまり見たくない、知りたくない内容の可能性もありますが――というか多分、そうなります」

「そ……それは」

　躊躇する由々子。

　そんな彼女の頭上で――

「拓人兄さん」

　明人が言った。

「僕はその周防千里という人物と面識がないから、正直、驚きもしない。僕はそのまま続きを読ませてもらいたい。実に興味深いよ」

「……わかった」

　拓人は頷く。

　確かに千里と直接会ったことのない明人にとって、ガストン教授の手記は小説の類と大差ないだろう。その中で登場人物がどうなろうと驚くには値しない。

「…………」

　それでも尚――由々子はしばし躊躇していたが。

「いえ……続けて、ください」

　そう言って彼女はひっつめ髪の額に浮かんだ汗を拭った。













　光と影。白と黒。虚と実。夢と現うつつ。

　それらが互いに入り混じり合いながらも決して均質化されぬままに複雑な二極の隣り合う紋様を描いている世界――即ち混こん沌とんの領域。

　混沌故ゆえに定義なく。

　混沌故に禁きん忌きなく。

　混沌故に法則なく。

　故にこそ、本来ならばあり得ない者達が集うことも、ここでは可能となる。

〈逆レらベうリもオのン〉

〈賛美歌の娘キヤロルズ・ドーター〉

〈終わりの魔獣ドラグーン〉

〈性悪巫女フオクシイ・パイセネス〉

〈仮想聖女アニマ〉

〈虚ろなる幻想エンプテイ・デキユージヨン〉

〈二重虚言フエイク・フエイク〉

〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉

〈偶像破壊者イコノクラスト〉

〈詐欺師トリツクスター〉

〈獣耳の使徒ケモノミミスト〉

〈紅の殲滅姫クリムゾン・アニヒレイター〉

　この十二の『異界の者』に寒さ河が江み教授を加えた十三人の座が此こ処こにはある。

　巨大な球体状の『卓』には彼等の観察対象――即ち『次の世界の為の試金石』たるアバロン学園都市の立体図がゆるやかに自転しつつ存在する。彼等は神の如き視点からこの巨大な実験場を眺めることができる。

　彼等十二名は、この世界に対して一切縁なき者としての――つまりは完全な第三者としての役割を期待された。

　如何なる事実も彼等の本来の世界には影響を及ぼさない。この世界にとって彼等は虚像に等しいのと同じく、彼等にとってもまたこの世界は夢幻泡影に等しい。

　言うなれば彼等は最も公正にして最も残酷な裁断者であると言える。

　少なくともそう望まれて彼等はこの座に就いたはずだった。

「――おや。寒河江教授」

　混沌の中から悠然と浮かび上がってきたその碩学を振り返って、〈獣耳の使徒〉が銀縁眼鏡の蔓つるを弄いじりながら声を掛けた。

「ああ、シュタイン教授、先程は――いや、君は別だったな」

　首を振って寒河江教授は苦笑する。

「こちらの世界の君と、先程まで話をしていたのでね。少し混乱した」

「魔法使いらしからぬことですな」

「まったくだ」

　寒河江教授は肩を竦すくめる。

　双子、二重存在、複製、鏡像存在、同規格によって作られる自動人形や精霊、その他諸々、姿形がそっくり同じ存在など、魔法使い達にとっては珍しくもない。

　しかし――

「平行世界、か」

　嚙かみ締しめるように寒河江教授は呟つぶやいた。

「無数の可能性がある以上、似た要素で成り立つ世界もある。そういうことでしょう。我々から見れば〈賛美歌の娘〉と〈終わりの魔獣〉も同じ世界の住人に見えますが、確か、彼等も実は、それぞれ別の世界から来ているそうで」

　と〈獣耳の使徒〉は笑う。

「ふむ……さながら世界を創造主クリエイターの紡つむぐ物語だとすると、バージョン違いといったところか。改訂版とか」

　神をも創造する存在がもしいるとして、の話だが、と寒河江教授は付け加える。

「物語だとするならば、表メ現デ媒イ体アの違いとか、そちらの考え方もありますがね。同じ書き手が紡いでいるとは限らないし、同じ表現媒体であるとも限らない」

「なるほど」

　苦笑する寒河江教授。

　勿もち論ろん、こんなものは言葉遊びに過ぎない。

　ただ……

「――あるいはあの男が創造主か」

　彼の脳のう裏りに明滅するのは、あのサングラスに革ジャケットの胡う散さん臭くさい男である。

　ＳＫ。本名不明。正体不明。

　何もかもがまったく不明。

　全てを見透かしたようなことを言いつつ、結局、何をするでもなく、何をされるでもなく、混沌委員会すら俯ふ瞰かんするような立ち位置から傍ぼう観かんする者。

　一体あの男は――

（いや。考えても詮ないことだ）

　そう自分に言い聞かせると、寒河江教授は自分の座に座る。

　現在……他の座は空席が目立つ。

　会議の時間まではまだ半時間近く余裕がある。恐らくその間に他の者もやってくるのだろう。それまでは静かに待つ――と席に座って目を閉じた寒河江教授だったが。

「寒河江教授」

　ふと声が掛けられる。

「――〈詐欺師〉か」

　目を開いてそちらを振り向くと、あのＳＫとよく似た格好の、しかし遙かに若々しくすらりとした青年が頰ほおを人差し指で掻かきながら言ってきた。

「少し気になることがあってね」

「気になること？」

「こっちの世界について俺はよく知らないけれど。例えば同種の能力があった場合は、やっぱり影響し合うのかな。共鳴っつーか」

「……どういう意味だ？」

「どうも何か『引っ張られてる』っていうか」

　首を傾げる〈詐欺師〉。

「俺の能力の端っこが、ざわざわするというか。俺の場合、普段は能力を封じ込めていて、携帯電話のアプリでこれを時限解放している訳で――だから、封印中はわからなかったんだが」

「……何か、感じると？」

「ああ」

〈詐欺師〉は手の中で携帯電話を弄びながら頷うなずいた。

「俺の能力は基本的に『世界』を騙だます」

　そう言って〈詐欺師〉はくるりと指先で携帯電話を回してみせる。

　次の瞬間……携帯電話がぐにゃりと歪ゆがんだ。まるでゼラチンか何かでできているかのように輪郭が緩ゆるんでいるのだ。だがその一方で小さな液晶画面に出ている表示には変化がない。携帯電話は形を大きく崩しながらも、何ら問題なく機能しているのだった。

「時間的、空間的に制限はあるけどね」

「法則や事実をねじ曲げる？」

「そんな感じか」

　と〈詐欺師〉は頷いた。

　今の携帯電話も――携帯電話を柔らかくしたというより、『携帯電話が硬いもの』という事実そのものに干渉したといったところだろう。

「すぐに世界の自浄能力や修正能力が機能して押おし潰つぶされてしまうがね」

「……似たような超能力者はいたな」

　寒河江教授は頷いて言った。

「確かミハイルという――しかし」

　確かにあの精神感応力者の能力もまた、時間的、空間的に制限がかなりあったはずだ。

　彼の能力は主に自分の空想を現実に投射する能力だ。

　空想を具現化するとも言える。

　対して〈詐欺師〉の能力は既に存在する世界の『設定』について一部書き換えを行うものである――ないものを『造り出す』ことはできない。

　能力の根源は同じかもしれないが、実は、微妙に異なる。

　ともあれ……

「いずれにせよ、此処にいる貴方あなたが感じる程の規模、だと？」

　寒河江教授は眉を顰しかめた。

　もし……この〈詐欺師〉の能力やミハイルの能力について、時間的にも空間的にも制限がないとするならば。

　そしてその能力の行使が――否その行使の際の余波すらもが、この隔絶された混沌領域にまで届く程のものだとすれば。

　それは……本当に創造主に匹敵する能力ではないか？

「一体誰が？」

「そこまではわからないんだが」

　と〈詐欺師〉は首を傾げる。

「まずいんじゃないかと思ったりする訳だ、俺としては」

「…………」

　寒河江教授は腕を組んで黙り込む。

〈詐欺師〉の懸念、寒河江教授の推測、それらが事実だとすれば――最早、世界の純粋性がどうの、観測者原理がどうのなどと言っている場合ではない。

　それはつまり『世界』というものの『定義』を丸ごと『書き換えて』しまうものだからだ。一時的にねじ曲げたり、騙したりするようなものではない。

　だが……

「そんなことが本当に可能か？」

「難しいね」

　と答えてきたのは、狐色の耳と尾を備えた小柄な少女だった。

　巫女の衣装を着ているが、全体的に悪戯いたずらっぽい雰囲気で、子供がお遊びで巫み女こごっこをしているようにしか見えない。

〈性悪巫女〉の名で呼ばれる存在だ。

「完全な変身が、自身の能力を変質させちゃうのと同じだよ」

「……確かにな」

　世界を書き換える、と単純に言うが。

　それは制限があってこそ成立するものだ。

　書き換える主体そのものが『世界』に含まれている以上、完全に別の世界に書き換えてしまえば、自身をも書き換えることとなり、下へ手たをすると書き換え途中で能力が――そして世界が破は綻たんする可能性だってある。

　あくまで書き換えは、書き換える主体が、書き換える対象と分離されていることが前提である。絵の中の自分に絵そのものは書き換えられまい。

　いや。

　可能不可能というのならば――

「貴方達なら可能だな。外世の存在ならば」

「そだね」

　とあっさり〈性悪巫女〉は頷いた。

「でもしないよ？」

「わかっている。貴方達を疑っている訳ではない。貴方達と同種の存在であれば――と」

「………十三人目の外来者？」

　だが『外来者』はこの世界に利害関係をもたないが故に絶対公平な第三者であれたのではないか。利害関係をもたない者が、この世界を改変してどういう意味があるというのか。

「あるいは」

　寒河江教授は目を細めて言った。

「単に、自らの能力の性質を知らないとすれば？」

「…………」

〈性悪巫女〉と〈詐欺師〉が顔を見合わせる。

「少し調べてみねばならないな――申し訳ない、失礼する」

　寒河江教授はそう告げて席を立った。













　フルクラム・ニルコーネン。

　遠とお藤の薫かおるのアジャスタントであるこの人造精霊の少女は、かなり偏かたよった存在だ。

　大抵の場合に人造精霊は普通の人間よりも肉体的に頑がん健けんに設計される。彼等はいわば労働力たることを期待される訳だから脆ぜい弱じやくでは話にならない。昨今のサラリーマンやシステム・エンジニアの過労死問題からもわかるが――事務仕事を任せる場合ですら耐久力はそれなりに必要になってくるからである。

　だがフルクラムに限って言えば、彼女の肉体的な頑健性は普通の人間と大差ない。

　黒い翼を生やして空を飛ぶことはできるが――これとて実は魔力による空中浮遊が基本としてあるだけで、筋力を以もつて空気を叩き身を浮かせている訳ではない。翼はむしろ滑空や姿勢制御の為のものなのである。

　ではフルクラムの特性は何かと言えば――これは『危険回避』である。

　前述の通り彼女は頑健な肉体を持っておらず、攻撃能力に関しても人間と同等かそれ以下でしかない。実際――『ネオ・マカデミ・ボール』の際にも彼女は自らの身体や能力ではなく魔法弾を装そう嗔てんした銃を持ちだして戦っている。

　また防御能力においても彼女は突出している訳ではない。

　だがそれで良いのだ。

　彼女の本領は力で危険を排除することではない。

　所詮――防御の為のものであろうと攻撃の為のものであろうと、力はそれを上回る力の前では容易たやすく敗れ去る。

　また力はそれを発揮する場合に特定の条件を必要とする。しばしば『最強』という言葉が机上の空論でしかないように――例えば人間同士の格闘戦から、戦闘機同士の空中戦まで、状況や条件が一つ違えば簡単に勝敗は裏返る――戦いの帰結は常に最後の瞬間まで不確定だ。

　ならば最も確実に契約主を守る方法とは、高い攻撃能力でも防御能力でもない。

　まず契約主を危険に近づけないことだ。

　迫り来る危険を事前に察知してこれを可能な限りに回避する。フルクラムに与えられた特異的な能力はそのほとんどがこの為のものであり――つまりそれは非常に高次元での『眼の良さ』『耳の良さ』『鼻の良さ』だ。そしてそれら感覚器からもたらされた情報を俯瞰的に見て総合的な判断を下し得る知性と……そして『勘かんの良さ』である。

　当然この能力は探し物にも役に立つ。

　故ゆえに――

「あそこのようです」

　フルクラムはとある家屋を指差して言った。

　彼女は、携帯電話で薫が調べた〈ミスト〉の支店から、ものの十分程度で一同を周す防おう家の前まで連れてくることに成功した。

　周防千せん里りのアジャスタントはどれも強い魔力を帯びている上に、ウーラも呪術戦士なので、その身に内包する魔力量は一般人よりも桁違いに多い。だから実を言えば勘の良さどうこうという前に、フルクラムは単に、魔力量が局所的に大きな方向を目指して真っ直ぐ歩いてきただけだった。

「これはまた……また個性的やな」

　と桜さくら子こが呆あきれたように評する。

　それも当然――周防家の外観はとんでもない状態になっていた。

　昨日千里が帰宅した際に彼をどん引きさせたその外見は全く変わっていない。

　即ち、壁にはベタベタと赤と黒のペンキか何かで呪術紋様が描かれ、玄関には天を向いて立てられた槍が二本、その尖端には小動物の頭ず蓋がい骨こつと鳥の羽、といった具合である。建物の形状そのものには何も手は加えられていないのだが……何だか家屋というよりも前衛芸術のオブジェのようにすら見えてしまう。

「よく近所から苦情が来ないな」

「でもこれって多分――」

　さすがの聡さとるも呆れた様子だが、薫がいつも通りにのほほんと言った。

「ウーラちゃんのお母さんがやったんじゃないのかな？」

「まあそうだろうけど」

「あのウーラちゃんのお母さんだよ？」

「…………」

「…………」

　聡と桜子は顔を見合わせて『さもありなん』と頷うなずき合あった。

　あの、傍ぼう若じやく無ぶ人じんというか、単に空気読んでないというか、とにかく我が道を爆走しまくりの周防・ガン・ウーラ――その母ともなれば、近所の奥様方やら町内会が何か言ってきても、平然と黙殺しかねない。いや。あのウーラの母親だ――黙殺や無視ならまだマシで、下へ手たをすると文句を言ってくる相手を敵とみなして抹殺しかねない。

「つくづく苦労する星の下に生まれとんな。千里も」

　と桜子が憐あわれむように呟つぶやく。

「まあそれはさておき。どうするかな」

　聡は首を傾げて言った。

　とりあえず千里の実家は見つかった訳だが――事前に何の連絡も説明もなくいきなり押しかけても周防家の迷惑になるばかりだろう。かといってパーマンズ・ヴォウのことがあるから、千里の家族には本当のことを喋る訳にもいかない。

「まあ単に『学校の同級生です』と自己紹介して押しかけるのも、手だが」

　と聡が言う。

　だが――

「我々も魔力を殊更隠して来た訳ではないので」

　フルクラムが言った。

「恐らくこの距離ともなれば、我々とはわからないでも、アバロン学園都市の関係者が側に来ていることくらいは、察知していてもおかしくありません」

　フルクラム程の精度と範囲ではないが、大抵のアジャスタントには魔力を感知する能力が備わっている。三体もアジャスタントがまとまってすぐ近所にいれば、テジャスやミーティアは嫌でもその存在に気付くだろう――とのことだった。

「放っておいても様子を見に出てくるってこと？」

「はい」

　薫の言葉にフルクラムが頷いた。

　その時――

「……あ」

　桜子が声を漏らす。

　フルクラムの意見の正しさを証するかのように、ちょうど、周防家の玄関が開いて、そこから彼等の見慣れた姿の少女が現れたからだった。

　テジャスである。

「……あれ？」

　テジャスはきょとんとした表情で聡達の方を見る。

「逆さか崎ざき様？」

「やあ。テジャス君。久し振り――ってこともないけど」

　苦笑しつつ聡が片手を挙げて挨拶する。

「大きな魔力の反応が幾つも近付いてくるから、一体誰かと思ったら！」

　相変わらず、最初から最後までクライマックスだぜ、な感じというか、常にテンション高めのテジャスは、ぱたぱたと両手両脚を振り回しながら聡達の前へ駆け寄ってくる。

　やはりテジャス達の側でも聡達の接近に気付いていたらしい。

　開かれっぱなしの周防家の玄関からは、更にミーティアと、そしてウーラも『何事か？』と言わんばかりの、怪け訝げんそうな表情をして姿を現した。

「どうかなさったんですか!?」

　代表してそう尋たずねてくるテジャス。

　表情も。仕草も。それは聡達のよく知るいつものテジャスだ。

　それは間違いない。

　なのに――

「…………？」

　何処か違和感を聡は感じた。

　何がと問われれば答えられない。

　だが――

（ああ。千里が側にいないからか？）

　そんな風に聡は理解した。

　基本……聡達の知るテジャスは常に周防千里とワンセットというか、彼の側にいてエロトークを仕掛けては喜んでいる彼女の姿ばかりを、聡達は見てきた。言ってみればツッコミ役のいない漫才コンビのようなもので、不自然というより、何か物足りないような――不完全といった印象になるのかもしれない。

「ちょっとね」

　聡は微笑して言った。

「千里の力を……正しくは君達の力を借りたいと思ってね」

　周囲には部外者の姿は見えないが、誰が何ど処こで聞いているのかもわからない。とりあえずアバロン学園都市に戻れない――という事実については何処か他人に聞かれる心配のない部屋の中で話した方が良かろう。

　そう判断した聡は、テジャスの頭越しに背後のミーティアやウーラ達を見み遣やる。

「千里は何処にいるのかな？」

「…………」

　ぱちくりとテジャスは眼を瞬かせた。

　何か――意外なことをいきなり言われたかのように。

「……テジャス君？」

「…………えと」

　怪訝そうな聡にテジャスは何処か困惑気味の――本当に珍しいことだが――表情を向けて躊ちゆう躇ちよするかのように言った。

「千里様、ですよね」

「うん。千里だけど」

「千里様。ええ。千里様――」

　ぶつぶつとテジャスは首を傾げながら何事か呟いている。

「そう。千里様です。千里様――千里様と言えば！」

「千里といえば？」

「男の子が家族に内緒内緒で部屋にこもってハアハアしながら」

「それはセンズリだと思うな」

　一瞬の躊躇もなく即座に突っ込めるところはある意味聡ならではだが。

「じゃあ女の子がお赤飯を――」

「それは生理」

「………………」

　かたまるテジャス。

　何というか――いつものエロトークにキレがない。というか端的すぎて捻りがない。

　これは千里が相手ではないからか、それとももっと別の理由があるのか。

「…………あれ？」

　テジャスは首を傾げた。

　何やら途方に暮れた感じになっている。

「あれれ？」

「どうしたの？」

「えっと。千里様ですよね。千里様は今――出掛けておられます……けど」

　と眉を顰しかめて言うテジャス。

　自分で答えておきながら何か腑に落ちない、そんな表情である。

「何処に？」

　と聡は問うた。

「というか。どうして君達は周防邸に残っているの？」

　元々アジャスタントは契約者の側に常に――影の如くに付き従うのが基本だ。

　さもなければ、適合補助者の意味がない。そしてそれはこの一般社会でも同じである。逆にアバロン学園都市の常識になれた人間が、こちらで何か致命的な失敗をしないとも限らない。そういう状況でも契約者を保護してこそ、アジャスタントなのだ。

　勿もち論ろん、千里の場合は複数のアジャスタントが配置されている為、必ずしも全員が側にいる必要はないのかもしれない。今もクフィールの姿が見えないということは、彼女が千里の側についているのだろう。

　だが……

　アバロン学園都市のように、『千里の部屋で待機する』ような場合はさておき、むしろ一般社会では、周防邸にアジャスタントだけで待機している意味は――何か特殊な事情でもない限り、まずない。

　また、そもそもテジャスはさておき、ミーティアが千里の所に配されたのは、単に彼女が千里に殴られて変な性せい癖へきに目覚めたから、という『だけ』が理由ではない。

　亜あ藍らん須す美み子こという謎なぞの存在に千里が狙われているらしい、という事実から、千里の護衛態勢を万全にする為に、防御力に特化しているテジャスとバランスをとるような形で、攻撃力の大きいミーティアを配置していたはずなのだ。

　つまり万全というのならば、彼女等は常に千里の近辺に三人揃そろっていなければならない訳で――

「…………」

　テジャスとミーティアが困惑の表情を浮かべて顔を見合わせる。

「……あれ？」

「あら……？」

　そして彼女等は揃って首を傾げた。

　まるで状況の不自然さに今初めて気付いたかのように。

「あれれ？」

「あらら？」

　困惑し続ける二人を訝いぶかしげに眺めてから――聡は視線をウーラに向けた。

　アジャスタント達の妙な状態について、千里の義理の妹に尋ねようと思った訳だが。

「…………ウーラちゃん？」

「そういえば確かに」

　とウーラは無表情に言った。

「御兄様は出て行ったのだった。クフィールと共に」

「何処に行ったかわかる？」

「いや。わからない」

「…………」

　今度は聡達が顔を見合わせる番だった。

　おかしい。

　義理の兄を慕ってアバロン学園都市まで単身やって来るような妹である。

　彼女が『そういえば』などと今初めて千里の不在に気付いたかのような言動をしている上、千里が何処に行ったかも知らないという。

　これは一体どういうことか。

　まるで揃いも揃って千里のことを忘れていたかのようではないか。

「なあ――三人とも、一体どうしたんや？」

　桜子が呆れて声を掛ける。

　その時――

「ツバメちゃん？」

　それまで黙って状況を見守っていた薫が――不思議そうに言った。

　振り返る聡とフランカ――そして桜子。相変わらず傍はた目めには見えないが恐らくカーティスも振り返っていることだろう。フルクラムが『ツバメちゃん』という呼称に異を唱えなかったからである。

　フルクラムは――

「…………」

　眼鏡の奥の双そう眸ぼうを見開いて硬直していた。

　その瞳は釘付けられたかのようにある一点を見つめたまま動かない。

「ツバメちゃん？　ツバメちゃんてば」

　薫がフルクラムの服の袖を引っ張る。

「ツバメちゃん！」

「――か、薫」

　フルクラムはしかし薫の方を振り返りもせず、ただ掠かすれた声で言った。

「逃げます」

　そう言うや否や彼女の背に黒い一線が逬ほとばしった。

　ワンピースの肩紐部分が弾け飛び、ぱさりと足下にわだかまるが、フルクラムはまるで気にした様子もなく――背中に大きな黒い翼を広げると下着姿で薫に抱きついた。

　とある一点を見つめたまま。

「ちょ、ちょっとツバメちゃん？」

「逃げるんです、早く！　私に抱きついて！」

　悲鳴じみた声でフルクラムは言った。

　ここはアバロン学園都市ではない――一般社会だ。なのにいきなり翼を広げるなど、本来であれば絶対に許されない行為である。アジャスタントにパーマンズ・ヴォウは掛けられていないが、下手をするとアジャスタントと契約主は一いち蓮れん托たく生しようということで、薫が脳天パーになってしまう可能性すらあるというのに。

「なに、なんなの？」

　さすがの薫もただただ困惑している。

　だが――

「他の方も！　お逃げ下さい!!」

　ぎゅっと薫の身体を抱き締めて空中に浮かび上がりながらフルクラムは叫んだ。

「一体、君は何を、いや、そもそもこんな所で――」

「早くッ!!」

　フルクラムの声はひどく切迫していた。

　彼女の視線はやはり同じ方向を向いている。それを辿たどるようにして聡達は振り返り――そこに一人の少女の姿を見ることになった。

　周防邸の玄関から悠然と歩み出てくる小柄な女の子が一人。

　年齢は十代前半――中学生くらいだろうか。おかっぱ頭の、派手さはないが素朴な愛らしさを備えた少女で、日本人形のような印象がある。白い頰ほおに淡い微笑を浮かべながら少女はゆっくりと聡達の方に近付いてきた。

　フルクラムが見ているのは間違いなくあの少女だ。

　一体何者かはわからないが――彼女を怯おびえさせているのは恐らく、何をするでもなく静かに笑っているあの少女なのだ。

　しかし……

「何やねんな……？」

　桜子達には人畜無害な普通の女の子にしか見えない。

「桜子さま」

　桜子の背後で、空気が揺らいだ。

　彼女のアジャスタント――〈見えない執事〉ことカーティスだ。

「ここはフルクラムの言葉に従った方が良いかと」

「カーティス？」

「美貌では私の足下にも及ばぬ彼女ですが、危険を察知する能力は、私やフランカよりも数倍上です。彼女が危険だと言うのならば、危険なのでしょう」

　カーティスは淡々とした口調で言った。

　既にフルクラムは薫を抱きかかえたまま数十メートルの高さにまで舞い上がっている。

「でもあの子……」

「放射能しかり。毒ガスしかり。見えない脅威というものもあるのですよ。どうか我等を御信頼ください」

「…………」

　それこそ〈見えない執事〉が言うだけに説得力がある。

「……フランカ」

　聡が自分のアジャスタントを振り返る。

　それ以上の言葉は要せず――阿あ吽うんの呼吸とも言うべき自然さでフランカは頷いた。

　とん、と聡の胸に飛び込むようにして地を蹴った彼女の姿は、厚みを失い、幾重にも折り畳まれ――一挺の拳銃と化して聡の手中に収まっていた。

「逆崎様？」

　聡の行動の意味がわからない――といった様子で首を傾げるテジャス。

　その顔面に銃口が突き付けられたのは次の瞬間だった。

「何を――」

　驚き身構えるテジャス達。

　聡はフランカの――モーゼルＭ７１２の側面に設けられた射撃モード選択器セレクターを『連射』に合わせて言った。

「ごめんよ」

　機銃の如く連続する銃撃は容赦なくテジャス達三人を襲った。





●　●　●






　まるで心中するみたいだ――と千里は思った。

　現在、千里とクフィールは並んでベッドに横たわっている。

　これはレベル３以上の接続同調を実行した結果、千里が自分の肉体感覚を失って倒れるのを見越してのことである。

　そして千里の左手首とクフィールの右手首は一本の糸で繋がれていた。

　一見するとただの茶色い毛糸のようにも見えるが……これは『鶴の恩返し』よろしくウェルキンが自らの羽毛をより合わせて作ったものである。『元より魔力伝導性が高いが、さらに、感染呪術的共鳴により私が汝らの接続同調回路に干渉し易い。多少は補助できると思う』とのことだった。逆に言えばこういう手段を採りでもしなければ、他者の接続同調回路にはほとんど干渉できない――それだけアジャスタントと契約主の『絆きずな』は他者を割り込ませぬよう、厳重に守られているのである。

「クフィ……」

　千里は隣で眠り続けている蒼あおい髪の少女を見つめる。

　彼女の横顔にはやはりうっすらと苦悶の表情が残ったままだ。早く何とかしてやりたい――焦しよう燥そう感かんが千里の胸の奥で渦を巻く。

「待ってろよ。今行くからな」

　クフィールに――というより自分の焦あせりを宥なだめる意味も込めて千里は呟いた。

「――星ほし塚づか。ウェルキン。頼む」

「うん」

　眼を閉じた千里の耳に暁あけ美みの声が届く。

　彼は深呼吸を一つしてから……呪文を唱え始めた。

「――我は契約者の権限に因りて我が僕しもべとの絆を手繰る」

　まずは同調深度――三。

　いつもならば、呪文詠唱を終了した次の瞬間、短い感覚の混乱と同時に、クフィールの身体に自分の意識だけが入り込んだかのような感じになる。

　だが――

（――くそ。やっぱ接続同調回路まで傷ついてるのか）

　千里は意識内で呻うめく。

　今まではほぼ一瞬だったその作業が、のろのろと、ひどく緩慢に進んでいくのだ。

　千里の感覚がまるでパズルのピースを入れ替えるようにして別のものとゆっくり置き換わっていく。まるで心と体を引き剝がすかのように、身体感覚がゆっくりと遠ざかり、五感が宙ぶらりんになった千里へ、巨大な虚うつろが近付いてくる。

（――虚ろ？）

　言葉にすることで千里の意識に恐怖と動揺の細さざ波なみが走った。

　虚ろとはどういうことだ!?

　千里の意識が向かっているのはクフィールの内部だ。

　つまり千里が感じている虚ろ――虚きよ無むはクフィールの内部そのものということになる。

（まさか……）

　既にクフィールの意識は、自我は、消滅してしまっているというのだろうか。

（クフィール！　クフィ！）

　叫んでも返事は来ない。

　否――そもそも声にもならない。

　ただ茫ぼう漠ばくたる黒い無が延々と広がるだけだ。

　自分の五感を取り巻く巨大な暗黒の領域を感じて、千里は焦燥感を覚える。素人の自分にはよくわからないが、精神が死んでしまっても、肉体だけが生きている、という状態はあり得るのではないか。肉体が途方もなく頑健な人造精霊なら尚更にそういうことはあり得るのではないか？

　だとしたらクフィールはもう……？

（いや……！）

　弱気になろうとする自分を叱しつ咤たして千里は意識を集中する。

（何諦めようとしてんだ、俺は）

　だが苛いら々いらするくらいに接続同調回路は鈍い動きしか示さない。

　そもそもこの状態がまだ深度三なのか、それとも禁じ手とも言うべき四に達しているのかもわからない。接続同調でこんな状態になったのはまったく初めてのことだからだ。

　だが……

『……周防……千里……』

　ウェルキンのものらしい、文字情報が千里の意識の片隅に閃ひらめく。

　それは途切れ途切れでひどく読み取りにくかったが……これは仕方あるまい。

　本来ならば侵入不可能な接続同調回路に干渉しているのだ。むしろ何重もの防御を突破して、断片的とはいえ情報を送ってくることのできるウェルキンの能力の高さに驚くべきだろう。

『自我を……保つ為に……自らを……イメージ……することが……肝かん要よう……』

（自我を保つ……ああ）

　そういえば自我と自我が直接接触してしまえば、互いに侵食する可能性があるとウェルキンが警告していた。そしてそれを防ぐ為には自分自身の形――いわば『周防千里としての境界面』を形成してその中に入るべきだと。

　言ってみれば侵食を食い止める為の鎧よろいのようなものなのであろう。

（ん……んん……？）

　自分の姿をイメージしてみる。

　意外と自分の顔を思い出せと言われても思い出しにくいものだが、とりあえずはあくまで『器』なのだから、現実にとことん忠実である必要もないだろう。

　闇の中で千里は自分自身を意識する。

　手脚。胴体。頭部。

　最初は曖あい昧まいだった全てが、まるで何かの映像の逆回しを見るかのように、輪郭を得て、形を成していく。緩ゆるやかに闇の一部が凝こごって色を帯び、それは千里の両手となった。

　そして――

（……どうしたもんかな）

　千里はそこでふと止まる。

『オマケ』を付けるべきかどうか迷ったのだ。

　だが……

（お揃いだつって喜んでたしな）

　言い訳のように呟いて千里は自分のイメージにさらに追加。

　獣耳と尻尾である。

「…………こんな、もんか」

　自分の両手を見下ろしてから、胴体を――その下の足も見下ろす。

　ぶっつけ本番にしては上う手まくいったようだ。最後に千里が両手を挙げて自分の頭部を確認すると、ちゃんとそれはそこにあった。

　恐らく『眼』や『耳』を作ったからなのだろう、無音の暗闇のようにしか見えなかった辺りが、今は別の様相を呈していた。闇は確かにまだ周囲に広がっているのだが、ただ黒一色という訳ではなく、そもそも虚ろでもなくなっていた。

「なんだこりゃ」

　千里は眉を顰ひそめて呟いた。

　それは……まるで巨大な電子回路のようだった。

　彼の眼下には延々と見渡す限りに複雑怪奇な幾何学模様が描かれている。闇色の下地の上で、幾重にも折れ曲がる白い線が、同じく白い円や四角形や三角形に辿り着き、またそこから何本もの線が延びて別の図形に繋がって――まるで曼まん荼だ羅らや魔法陣にも似た何かを成していた。

　ひょっとしてこれが――クフィールの『脳』なのだろうか。

　人造精霊というだけあって人間のそれとはやや異質にも見える。それとも人間の脳もこういうやり方で眺めれば同様に見えるのだろうか。

「ひょっとして――意識したらそっちに飛べたりするのか？」

　眼下の模様を眺めながらそんなことを呟く千里。

　すると――ゆっくりとだが千里の『身体』は視線の向かう先へと移動し始めた。

　先程感じた『虚ろ』はもうない。むしろ深い水底にいるかのような、全身を締め付けられるような感覚がある。動きが鈍いのはこのせいだろうか。接続同調のレベルを『深度』などと表するが……他者の意識の中に『潜る』というのは、本来、異物を挿入するのと同じことであるから、ある種の『抵抗』が生じるのは当然で……それがこの圧迫感として感じられているのかもしれない。

「しかし……なんか精神世界に潜ってる感じじゃないような気がしてくるな」

　勿論、今、千里が感じている視覚や触覚は、あくまでイメージの延長であって、実際の肉体のそれとは違うはずなのだが、あまり区別がつかない。

「とりあえずこれが接続同調深度四って奴か？　思った程、危険は――」

　と言いかけて。

　千里は気付いた。

「――！」

　自分の指先が――溶ける。

　まるで水に垂らした血のように、薄まって、輪郭がぼやけて、消えていく。

「うわっ!?　や、やば――」

　改めて自分自身の『境界面』を意識する。

　すると映像の逆再生を見るかのように千里の指先は輪郭を取り戻した。

　だが……

「なるほどな。これは――」

　地味に危険だった。

『自分自身』を意識していなければ、千里の自我はこの濃密な何かに溶けて流れて拡散してしまう。そうなれば多分もう千里は千里でなくなってしまうだろう。死ぬのと同じことだ。

　最初――自分の境界面を意識していなくとも大丈夫だったのは、まだ、深度が浅かったせいだ。自分の形を成して、移動できるようになったことで、知らず知らずの内に千里は危険領域にまで潜ってきていたらしい。

「常に自分自身を意識してなきゃならないってのは……」

　それは精神のマラソンだ。

　例えば『俺は周防千里だ』と繰り返し繰り返し唱え続けるようなものである。唱え続けている間は大丈夫なのだ。だがそれを止めた途端に彼は死に向かって急速に落下していく。最初は簡単なことだろうが、それを何万回も――何時間も途切れなく続けるのは難しい。

　当然、それは著しく精神力を消耗する。

　人間は元来、単純作業を、意識しつつ繰り返すことには向いていないからだ。数え切れないくらいに同じことをし続けていると、ついついぼんやりとしたり別のことを考えたりしてしまう。

「そう長時間は潜ってられないってか」

　スキューバ・ダイビングのようなものか。

　エアタンクの空気の代わりに消費されるのは千里の気力だ。

「しかし何をどうすれば良いのか――ウェルキン？」

　呼び掛けてみるが返事は来ない。

「星塚？　ウェルキン？」

　やはり反応はない。

　どうやらもうお互いに声は届かない深さに来てしまったようだ。

　勿論、ウェルキンと暁美は千里とクフィールの接続同調回路の安定に尽力してくれているのだろうが、それ以上のことは期待できない。此こ処こでの作業は完全に孤立無援だ。

「……くそ、予あらかじめ細かいやり方聞いておくべきだったか？」

　呟きながら千里は目の前にまで近付いてきた模様の一部に手を伸ばして――止めた。

「これが脳とか神経のイメージなんだとしたら、これに触れたら――」

　どうなる？

　いきなり千里はその回路図の中に吸い込まれるのか。

　それとも――

「ええい、迷ってる時間もねえか」

　また自分の足の爪先が緩んで溶け始めたのを見て、慌てて千里は自分自身を再イメージする。ぱんぱんと両脚の存在を確認するかのように足裏を打ち合わせてから、千里は改めて手を伸ばして模様に触れた。

　その瞬間――

「――!?」

　全てが暗転――否、明転した。

「なんだ!?」

　愕然と目を見開く千里。

　急激に明るくなったのだが、眼が眩くらむという訳ではなく――肉体の目ではないから当然だろうが――

「……俺？　え？」

　気が付くと、千里の前に千里がいた。

「え？　あ――」

　まるで鏡の前に立つかのように自分自身の姿を見ている千里。

　だが目の前の千里は――鏡像のような千里は、怪訝そうな、胡う散さん臭くさいものを見るかのような、そんな目でこちらを見ている。こちらはいつの間にか地面に座り込んでいるようで、何故か、見上げるような視点になっている。

「……なんだ？」

　初めて見る映像でありながら……何か奇妙な既視感があった。

　よく見れば視界の端に――

「佐さ久く間ま先生？」

　見慣れた人物の姿が映っている。

　長髪の、何処か人を喰ったような、緩めの美形青年。

　アバロン学園都市の教師――佐久間榮えい太た郎ろうである。

　いや。それだけではない。

　よく見ればその風景にも見覚えがある。

　特に千里の背後にそびえている巨大な顔面は――

「ギズモ、か!?」

　そこまで気付いて、ようやく千里は悟った。

　これは記憶だ。

　クフィールの記憶だ――恐らく千里と初めて出会った時の。

　しかし……

「な、なんだ!?」

　千里は自分の胸を押さえて呻いた。

　胸の鼓動が激しくなる。どきどきが止まらない。

　それは多分――目の前に千里がいるから。

「なんだよ!?」

　呻くように千里は言う。

「自分自身を見て興奮するとか、変態じゃあるまいし――」

　いや違う。

　言いながらも千里は悟っていた。

　千里が千里の姿に興奮しているのではない。

　これはクフィールの記憶だ。クフィールが、千里と初めて出会った時の感情や感覚を、千里が追体験しているのである。

『……千里……様？』

　おずおずとクフィールの声が問う。

『周防千里様……ですよ……ね？』

　繰り返し問いつつ――クフィールは立ち上がったようだ。

　視点が上昇し、ほんの少しだが『千里』を見下ろすような位置に来る。

『千里』は怪訝の表情で半歩後ろに下がった。

「……あ」

　千里はクフィールの内でひどく哀しい気持ちが湧き上がるのを感じる。

　ずっと会うのを待ちわびていた相手に、気味悪げに引かれたからだ。

『……えっと……？』

　わずかに視界が傾いたのはクフィールが首を傾げたからか。

「こいつ……」

　千里は溜め息を――仮想の――ついた。

　初めて出会った時のことは、千里も覚えている。

　良くも悪くもインパクトが強かったからである。

　だが……この時のクフィールが、千里に引かれたことで、傷ついているとは思ってもみなかった。確かこの時のクフィールはただ、ぼんやりとした表情のままで、特に感情らしい感情を示さなかった。だが表情に出ないからといって感情がない訳ではない。

　むしろ内に秘めれば秘める程に強くなる想いというものも、ある。

『あ。ああ、そうだけど』

『……良かった』

　そんなやり取りをしている間も――しかしクフィールの胸の内では不安が激しく吹き荒れているようだった。あの時、面と向かっていてもわからなかった彼女の気持ちが、今の千里にはよくわかる。まるで自分のことであるかのように。

　嫌われたりしないだろうか。

　呆れられたりしないだろうか。

　どうすれば好きになってもらえるだろうか。

　自分では役に立たないのかもしれない。

　でも――

「刷り込みかよ……」

　吐き捨てるように千里は言った。

　今の千里にはクフィールの心の動きが、手に取るようにわかる。

　存在圧縮を解かれ、その際にデータ入力された相手――周防千里。

　クフィールにとっては、それは、雛が初めて出会う相手を親と認識してついて回るのと同じく、絶対的な思し慕ぼの対象として刷り込まれていたのだ。

　千里は義務感や忠誠心で慕われるのが嫌だった。

　千里自身がクフィールのことを可愛いと思えば思う程に、それは尚更に気になった。

　それは恋愛でも何でもない。千里がクフィールのことを好きになっても、クフィールが千里に抱くそれとは質が異なる。それは、全く嚙かみ合あっていない。

　実のところ――これはウーラに対しても同じである。

　だが……これは。

　まだ義務感や忠誠心で好かれていた方がマシだ。そこにはクフィール自身の納得があるからである。だがこの『刷り込み』による好意はそんな彼女の人格や心の動きなど全く関係がない。むしろ本能のようなものだ。

「くそ……」

　千里は呻く。

　クフィールは今――この記憶の中の今だが――不安で一杯だ。

　どれだけ刷り込まれていようと、どれだけ選択の自由がなかろうと、クフィールは人格があって知性がある。感情もある。だから自分が『千里を好きにならねばならない』という強迫観念めいた自分の心の動きに、怯えてもいるのだ。

　もし千里が酷い人だったらどうしよう。

　もし千里に嫌われてしまったらどうしよう。

　そして自分が千里を好きになりきれなければどうしよう。

　そんなことを、彼女はあの茫ぼう洋ようとした表情の裏で必死に考えていたらしい。

　もし、理性的に千里を好きになれなければ――クフィールは、本能的な千里への思慕と、知性や自意識が生み出す自分の感情との間で板挟みになる。

『――はあ!?　パートナー？　誰が？　誰と？』

　だから『千里』の反応にクフィールは一喜一憂する。

『クフィと略してお呼び下さると……多分親密度が増して良い感じ……かと』

『いや親密度とかはさておき』

『さておくんです……ね』

　千里が口にするほんの些さ細さいな一言、ほんの些細な表情の変化で、心臓が張り裂けそうに喜んだり、哀しんだり。

　だが本当に――あの時の千里自身はそこまで、クフィールの中で感情の浮き沈みがあるなどとは思ってもみなかった。

「ああ、くそ、悪かったよッ！」

　千里は頭を抱えてそう叫んだ。

　初めて出会った時は、とにかく混乱していたので、八つ当たりのようにクフィールに怒鳴り散らしたこともあった。その度にクフィールは怯え、しかし自分の中の刷り込みによる思慕を確認して何とか千里の言動を受け入れようとし、しかしまた怯え――とそんなことを繰り返していたのだろう。

　自分は周防千里を好きでなければならない。

　だが周防千里が怖い。

　そんな間で揺れるクフィールの心。

　だが――

「……これは」

　不意に……場面が切り替わる。

　どうやらアバロン学園の保健室のようなのだが。

　ベッドに寝転がっている『千里』の背中が見える。

　そして――

『何度も何度も言うけどな』

『がぅ？』

『御主人様って言うな』

『は、はい、すいません、千里――様』

『次間違ったら、もう二度とクフィって呼ばねえからな』

『はい、すいま――…………』

　そこまで言って――クフィールは硬直した。

　クフィ。最初に望んでも『さておかれて』しまった、愛称。

　それを『千里』が呼んだ。

『千里』が呼んでくれた。

　クフィールの中で喜びが膨れ上がろうとして――しかし、彼女は慌ててこれを抑え込もうとする。勘違いで喜んだら、後が辛い。

　しかし……

『あ……あの……』

『テジャス達が替えの服持ってきたら、帰るぞ、クフィ。こんな消毒液臭い所で寝てられるか。悪いけど肩貸してくれ』

　間違いなかった。

『千里』は彼女のことを『クフィ』と呼んだ。

　それはつまり、少しはクフィールのことを受け入れた証あかしで、そしてそれはつまり、クフィールに対して少しは好意を抱いていることの証であって――

「……ああくそ」

　千里は苛立たしげに頭を掻かきむしった。

「こんなことで、こんなに喜んでやがったのかこいつは!?」

　クフィールの喜びが直接に流れ込んでくる。

　心臓が張り裂けそうなくらいにどきどきして。

　いても立ってもいられないくらいに嬉しくて。

　クフィールの意識に感化され、無意識の内に小躍りしそうになっている自分に気付いて――千里は慌てて自分の仮想的な手脚に力を込めてこれを阻んだ。誰が見ている訳でもないのだろうが、ここで喜んで踊り回ったら、まるで自分自身の言動に一喜一憂している馬鹿みたいだと思ったからである。

「ああもう……」

　千里はげんなりして唸うなった。

「本当にこいつは……」

　千里の一挙手一投足にいちいち一喜一憂して。

　しかし彼女は、確実に、本能的な刷り込みとは別に、自分で千里を好きになれる部分を――千里を好きでいられる理由を、探しては見つけて、それを大切に大切に自分の胸の内に刻んでいるのだった。

　こうなっては、もう刷り込みと、クフィール自身の気持ちとの区別はほとんどない。

　最初は他者からの強制で、確かに選択の自由などなかったけれど。

　クフィールは、クフィールとして、戸惑いながら、躓つまずきながら、しかし、きちんと千里を好きになってくれていたのだ。

「だから、それならそうと言えよ」

　千里は溜め息混じりにそう呟いた。

「命に換えてもとか、変に堅苦しいことなんざ言わずに。素直に――」

　好きだと。

　立場とか命令とか本能とかそういうのとはまったく別に、好きだと。

　そう言ってくれれば――良かったのに。

「いや……」

　千里は首を振った。

　素直になれなかったのは自分も同じだ。

　一目惚れなんていい加減なもので人を好きになってはいけないのだと。

　人間でもない相手のことを恋愛感情の対象として見てはいけないのだと。

　そう自分に言い聞かせて芽生えた気持ちを抑え込んできた。

　だから――

「言えばいいんだよ、言えば。今からでも遅くねえよ。さっさとこの馬鹿の身体治して」

　自分に言い聞かせるように言うと、千里はまとわりつく記憶を振り落とすように、左右に首を振る。

　次の瞬間、彼は再び白い模様を俯瞰する闇の中に戻っていた。

　そして――

「――!?」

　反射的に千里は身構えた。

　先程まではいなかった人影が一つ……千里と向かい合うようにして浮かんでいたから。

「誰だ!?」

　それは一人の男だった。

　まるで庇ひさしのように――人の大きさのキノコのように、横に広がる髪型が目立つ。その下の双眸は鋭く少し痩やせ気味の頰や鼻筋の線が、何処か神経質そうな容貌を描き出していた。












　年齢はよくわからない。

　老人という程に姿の衰えは感じられないが、少年という程に若々しい感じでもない。

　だからといって、中年という言葉から連想するような円熟した印象も、脂ぎった印象もなく――年齢不詳というのが一番正しいだろう。

　ある意味で佐久間榮太郎に近い雰囲気だ。

　世俗的な歳の取り方をしていない。

　つまり――

「魔法使いか!?」

「――来たな」

　男は頷いた。

「『周防千里』の名を冠された存在よ」

「……!?」

　やはりこいつはクフィールの記憶の登場人物ではない。

　明らかに自律的にこの千里を認識して……話し掛けてきている。

　しかも――

「〈女神〉を倒せる唯一の存在よ」

　男は何の脈絡もなくそんなことを言ってきた。

「なんだって？」

　一体この男は何を言っている？

〈女神〉――とは一体誰の、あるいは何のことか？

「……ふむ」

　顎あごに指を当てて頷く男。

「記憶がないのであったな。さもありなん」

「――あんた」

　千里は目を細めて男を睨む。

　やはりこの男は千里のことを知っている。千里が行方不明になる前の記憶を実体験として持ち合わせていないことを。それは――少なくともアバロン学園都市の関係者には、クフィール以外、誰にも喋っていないはずなのだが。

　勿論、仔細に調べれば知ることのできる情報だ。

　しかし……

「……まさか」

　千里の脳のう裏りに幾つかの想像が走って――繋がる。

　何度か疑いはした。

　非常識な千里と万ま尋ひろの行方不明事件……それには魔法使いかそれに類する連中が関わっているのではないかと。

　ならばあるいは――

「俺のなくした記憶を」

「必要なら見せてやろう」

　まるで手持ちの本でも見せてやると言うかの如く、あっさりと、その男は言った。
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　何処をどう移動してきたのか咄とつ嗟さには思い出せなかった。

　そもそも何がどう危険なのかもフルクラム以外にはわかっていなかったのだ。だから聡と桜子は空飛ぶフルクラムの姿を追って地上を走るしかなかった訳で。もっとも途中から桜子は妙な体勢で空中に浮いていた――多分、カーティスが彼女を抱きかかえていたのだろう――ので、息も絶え絶えに走り続けたのは、聡だけだった訳だが。

「…………はぁ……はぁ……」

　コンクリートの橋脚に背中を預けて荒い息をつく聡。

　これ以上はもう一ミリだって進めそうにない。だがとりあえずフルクラムが察知した危険からは充分な距離はとれたようだった。聡のすぐ側には、桜子や薫、フルクラムの姿もある。懐ふところのモーゼルが――フランカが心配そうに震えているのがわかるが、取り出して人型形態に戻してやる気力もなかった。

　現在――聡達がいるのは住宅街から少し離れた川縁である。

　幅広の河川敷にはあちらこちらに芝生が生えており、土手からは車も下りられるように緩いスロープが設けられている。休日などは此処で子供達が遊んだりもするのだろう、誰かの忘れ物らしいサッカーボールが芝生の真ん中に転がっているのが見えた。

　川には二車線道路の大きな橋が架かっていて、聡が背中を預けているのは、それを支えるコンクリート製の支柱の一本だった。

　とりあえずこの河川敷は見晴らしが良い。

　もしフルクラムの言う『危険』――つまりあのおかっぱ頭の少女が近付いてくれば、すぐにそれとわかるはずだ。勿論何らかの手段、魔法やその他の方法で透明化でもしていれば視認できない可能性もあるが、それでもフルクラムの危険察知能力ならば、何らかの形で接近に気付くだろう。

　ともあれ――

「一体、何やったんや？」

　と桜子がフルクラムと薫の方を振り返る。

「んー。僕にも良くはわからないのだけれど。――ツバメちゃん？」

「ツバメちゃんではありません」

　とお馴な染じみの異論を唱えてから――フルクラムは言った。

「何と言って説明して良いのか……わからないのですが……」

　珍しく戸惑うような口調である。

「私の感覚が全てリセットをかけられた感じでした」

「感覚が、リセット？」

「はい」

　フルクラムは頷くも……やはり表情には困惑の色が濃い。

　どうやら危険を感じはしたが、それは理屈ではなく、感覚というか本能的なものであったらしい。曖昧な印象なので言葉にして説明しにくいのだろう。

「あんなことは初めてです」

「何かやばいエネルギーを感じたとか、そういうんとちゃうの？」

「違います」

　桜子の問いにフルクラムは首を振った。

「そうですね。例えば――黒板消しみたいっていうか」

「は……？」

「黒板消しで、さっと黒板に描かれた絵を消していって……その後から、別の前に描いてあった絵とそっくり同じものを描き込んでいくかのような……」

「……ごめん、よくわからへん」

　と桜子が眉を顰める。

　他の者達も同様のようだった。

　フルクラムは唇くちびるを嚙んで少し考え込んでいたが――

「少々込み入った言い方になりますが……例えば世界を構成している質量と情報がありますよね」

「え？　あ――うん」

　さすがに薫も唐突な表現に意表をつかれたのか、戸惑いの表情を浮かべている。

「その情報が、全て、一端、消されて、その上で書き直されていく感じというか……私の感覚に入力される情報が全て、あの少女を中心に、一端、全くの『零ゼロ』になって、その直後にまた元に戻るというか……実際には千分の一秒程度のことなのですが」

「それって――」

　ようやく呼吸が落ち着いてきた聡が口を挟む。

「こういう言い方しては……なんだけど……君の感覚に……不具合か何かが……生じているだけじゃないの……？　ノイズ……みたいに」

「その可能性も考えましたが」

　フルクラムは首を振った。

「全ての感覚が一斉に、となると、やはり私の『故障』とは考えにくいです」

「全部……消えて……書き直す……」

　整理するかのように口の中で呟く聡。

「……パソコンのＨＤＤハードデイスクドライブのフォーマットと、データの再コピーを同時にやるような？」

「そう言っても良いかもしれません」

　とフルクラムは頷いた。

「実際に『零』の――『無』の時間は、ナノセカンド以下、ほとんど無視できるようなものなのですが。あの周防邸から出てきた少女を中心に、波のように広がって……」

　つまり――あまりに短い一瞬なので、他の者達の感覚には捉えられなかったが、フルクラムにとっては、『少女を中心に世界が一度消滅して再構成された』ように思えたらしい。

「でもそれって……いまいちよくわからへんけど」

　桜子が首を傾げる。

「危険なことなん？」

「……危険というか、恐ろしいことではあるだろう」

　聡は既に理解できたようで、腕を組みながら言った。

「消滅前と後とで、全く同じである保証はないからな」

「あ――……ああ、そうか、そういうことやね」

　桜子も頷いた。

「ＳＦ映画とかでよく出てくる『物質電送機』みたいな？」

　物質電送機。

　あれはつまりファクシミリのようなもので、物質を、分解しながらデータに変換し、電送先でそのデータから物質を再現する、という理屈だ。

　だがもし。

　この電送途中のデータに余計なものが混入したら？

　そう、映画によくある『怪奇！　●●人間』の誕生だ。●●にはハエでもゴキブリでも猫でも犬でもイカでもタコでも蛇でもヤンバルクイナでも良い訳だが。

　だが……

　今ここでフルクラムや聡が問題視しているのは、データの混入そのもの、ではない。

　よく考えれば、物質電送機はファクシミリと異なり、『原本』が残らない。

　つまり人間が一人分子や原子レベルまで分解されちゃっている訳で。

　電送先で寸分違わぬ同一人物をデータから復元したとして、それは本当に同一人物なのか？　という疑問である。もっと言えば、物質電送機に人間を乗せる度に、実はそれは殺人をしているのと同じではないか？　という疑問とも言える。

　しかも――

「何者かわからないけど」

　聡は言った。

「それがあの少女の魔法、ないしは何らかの能力だったとしたら、そりゃ、危険だね。人間の能力には大なり小なり使う人間の恣し意いが絡む。それこそ寸分違わぬ複製なんか、作るのは不可能だろう」

　むしろあの少女の都合の良い何かに書き換えられてしまう可能性がある訳で。

　フルクラムの感じた虚無、あるいは『リセット』とはつまり、分解と再構成の狭間に生じる恐ろしく刹せつ那なの、空白時間のことなのだろう。

「それがあのテジャス君やミーティア君、ウーラちゃんの妙な反応――か」

　顎を指先でさすりながら聡は思案の表情で呟く。

　恐らくあの三人は少女の都合の良い形に再構成されてしまったのだろう。その結果『原本』との差が違和感となって表れていたのだ。更にテジャス達の側には再構成された自覚はないだろうから……むしろ少女の都合でねじ曲げられた部分について、聡達に指摘され、不自然さに気付いてしまったのかもしれない。

「そういえば、聡」

　桜子は改めて聡を振り返って問うた。

「あの三人……どうなったんや？」

　聡はフランカを――モーゼル自動拳銃をテジャス達三人に向けて引き金を引いた。

　だが桜子が見たのはそこまでで三人がどうなったのかまでは確認していない。

　フランカは魔法銃である。

　故にその銃口から撃ち出されるのは単純な鉛弾ではない。魔法そのものだ。

　しばしば聡は〈シュバルツ・ロッホ〉――英語で言えば〈ブラック・ホール〉と名付けた超重力系の魔法弾を使っていたようだが、他の魔法弾を使っているのは、桜子達もほとんど見たことがないし、まさか〈シュバルツ・ロッホ〉が本物のブラック・ホールと同じ効果を持っているとも思えない。

「ああ……〈シュバルツ・ロッホ〉の変化系でね。ちょっと空間を弄いじって」

　言いながら聡はポケットに手を入れて何かを摑みだした。

　彼が開いて見せた掌てのひらの上には、何やら三つの、小さな金色の筒が載っている。

　モーゼルから排出された空薬やつ莢きようである。

　通常、それは撃ちガラというか、単なるゴミでしかない。だが――そもそも鉛弾を撃ち出している訳ではないフランカの場合は、空薬莢も、また別の意味を帯びてくる訳で。

「この中に閉じ込めてある」

　こともなげに聡はそう言った。

　どうもこの空薬莢が、あの三名を封印している『器』であるらしい。

「……カプセル怪獣やあるまいし……もうほんまに魔法って何でもありやな」

「また旧いネタ知ってるね、桜子も。今ならポケモンだろ」

「お姉ちゃんがな、特撮オタやねん」

　と苦笑する桜子。

「家で仕事中、ＢＧＭ代わりに『ウル●ラセブン』のＤＶＤ流してたりするねんわ。お陰でこっちまで色々刷り込まれてしもた」

　それは一体どんな仕事なのか。

「……ともあれ」

　空薬莢を再びポケットに戻しながら聡は言った。

「あの三人、偽物には見えなかったし、どうも様子もおかしかったし。洗脳の可能性もあるなと思ったから、咄嗟に拉致ってきたんだよ」

　とさらりととんでもない物言いをする聡。

「ようそんなことできたな」

　アジャスタント二名に、アバロン学園都市における魔法使い相当と認められた呪術戦士一名……本来ならば聡一人でどうこうできる相手ではなかっただろう。

「まあ油断してただろうしね」

　呆れたように言う桜子に聡は肩を竦すくめて言った。

「隙すきだらけというか、彼女等自身が、何か状況に戸惑ってる感じだった」

「――ひょっとしたら」

　と首を傾げながら薫が口を挟んだ。

「その『書き換え』って、書き換えたその状態を、維持しにくいのかも」

「維持？」

　桜子が薫を振り返る。

「どういう意味や？」

「あの子から、テジャスちゃん達、少し離れてたでしょ。しかも、改めてあの子、僕達の前に出てきたし。ってことは――もしあの子が本当に世界を書き換える能力を持っているとしても、それは一時的なもので、すぐに元の状態に修正されちゃう可能性がないかな。あの子が側にいないと」

「……ああ。なるほど」

　と頷く桜子。

　何もかも完全に書き換えてしまえるのなら、わざわざあの場で少女が出てくる必要はなかっただろうし――テジャス達も自分の中の矛む盾じゆんや齟そ齬ごに気付かなかった可能性がある。

　そして……

「ひょっとして、千里とクフィールも、それに気付いて離れたりしてるんかな」

「かもね」

　頷く薫。

「そういえば結局、千里達とは合流できなかった訳だね。はてさてこれからどうすれば良いのか――」

　聡の言葉に桜子と薫も唸る。

　考えてみればアバロン学園都市に戻れないという問題もやはり変わらず残っている訳で。あの少女が何者なのかはさておいても、やはり、千里達と合流した方が打てる手の幅が広がるのは間違いなく、安心感も増す。

「――あの」

　片手を挙げてフルクラムが言った。

「そのことなんですが」

「何か妙案でも？」

　聡に尋ねられ、フルクラムは頷いた。

「大おお場ば先生に聞くのはどうでしょう？」

「由ゆ々ゆ子こ先生？」

　聡は眉を顰めて言った。

「なんでここで先生の名が。アバロンに連絡付けられない以上、先生にも相談はできないと思うけど――」

「大場先生の使い魔がずっと私達全員を追尾していますよ」

「え……!?」

　愕然として辺りを見回す聡、そして桜子。

　ただし薫は無反応――というか、由々子の名前が出た時点から苦笑していたところを見ると、どうも先にフルクラムから聞いて知っていたようだが。

「ステルス・モードで私達の後を付けている『ポチ』の小さいのが。恐らく生徒全員に、配置されているのかと」

　と河川敷のある方向を指差してフルクラムは言った。

「…………まさか」

　と桜子が懐から手鏡を取り出す。

　本来それは、鏡にしか映らないカーティスの存在を確認する為のものなのだが――

「……！」

　いた。

　鏡の中に、執事服姿のカーティスと、そしてその隣に、三体、まるで縫いぐるみみたいな小ささになったポチが並んでいる。聡達の視線を鏡越しに感じたのか『やほ』と言わんばかりにその三体は揃って手を挙げた。

「いつから……」

「多分、皆がちゃんと帰省しているか心配したんじゃないのかなあ。僕の場合は実家に待ち構えていたみたい」

　とのんびり笑う薫。

「つまり……」

「千里も同じか」

　顔を見合わせて言う桜子と聡。

「改めて魔力回路を辿って大場先生の居場所を逆探知することは可能です」

　フルクラムが言う。

「こっち側に――学園都市じゃなくて、一般社会にいるってこと？」

「はい。失礼ながら、大場先生の扱える魔法回路では、一般社会と学園との境界を越えて繋がるようなものにはなりません」

　由々子は聡達から見れば立派な『魔法使い』なのだが、どうもアバロン学園都市の魔法使い達からすれば、まだ半人前といった存在らしい。確か魔力量は大きいけれど、それに見合うべき制御技術が身についていないという話だったはずだ。

　ともあれ――

「ふむ――この際だ、使える手段は何でも使おう」

　聡は結論づけるようにきっぱりとそう言った。

「大場先生の所に行って、千里と合流する。誰か異論はあるかい？」

「…………」

　桜子と薫は首を振る。

　契約主に異論がなければアジャスタント達もそれは同じだ。

　故に――

「じゃ……行こうか」

　ようやく落ち着いた自身の呼吸を確認し、聡は立ち上がった。
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　何が原因だったのかはわからない。

　恐らく幼い子供には理解し難い問題が――行き違いや食い違いがあったのだろう。

　大人になるということは、色々なしがらみを身に纏まとうということである。単純な好き嫌いだけで全てを塗り分けられるのは子供の頃だけだ。色々なものに振り回されている間に自分の好きも嫌いも段々わからなくなっていく。何とかそれでも理想と現実の狭間で折り合いを付けていく大人も多いが……互いに側にいるからこそ、互いの折り合いの付け方が我慢できなくなることだってある。些細なことのはずなのに、目について、気になって、最後には不愉快で仕方がなくなってしまう。

　だから――

『………………！』

『――！　――！』

『……!!』

『――!!』

　尖った口調で罵ののしり合あう声が、扉越しに聞こえてくる。

　子供にはその内容まではよくわからない。まるで遠い遠い外国の言葉のようだ。

　だが、それぞれがどんな気持ちで言葉を投げ合っているのかはわかる。それが自分に向けられているものでないとしても、誰かが誰かを怒鳴りつけるのは、聞いていてあまり嬉しいものではない。

　それが自分の両親ならば尚更だ。

　それが毎日のことならとても辛い。

　だから――

『……お兄ちゃん』

　幼い少女の声はひどく哀しげだった。

　まだ幼稚園児の彼女にもわかるのだろう、両親がどれだけ激しく、いがみ合っているかということが。暴力沙汰には発展していなくとも、だからこそ、扉の向こうから聞こえてくる言葉は、相手を傷つけようと刺々しさを増し、子供の身では耳を塞ふさぎたくなるような響きを伴っていた。

　大人のはずなのに、まるで子供の喧けん嘩かだ。

　もうどちらが最後に相手を叩いたか――それだけの意地の張り合いになっている。

『パパとママ……また喧嘩してる……』

　少女は兄である少年を縋すがるような瞳で見つめて、呟くように言った。

『してるな』

　と少年は答える。

　少年の表情は既に諦てい念ねんによって透とう徹てつしたものになっていた。まだ幼い子供であるはずなのに、その達観ぶりは長い苦行を経た修行僧のようで――ひどく痛々しい。

『喧嘩しなければいいのに……』

『無理だよ』

　と少年は端的に答えた。

　まるで、絶対的に動かすことも、変えることもできない、真理を口にするかのように。

『そんなの不可能だよ』

　少年は知っていた。

　元より母は少々ヒステリック――というか妙に精神的に不安定なところがあった。基本的には普通の人間だし、それは、狂気と言える程にタガの外れたものではなかったが、それでも、普通の人間には見えないものを見たり、聞いたり、しているようなところがあった。

　霊感が強いとでも言うのだろうか。

　だからどうしても普通の人と暮らしていると何かがずれてしまうことがあるのだ。

　勿論……父もそのことについては知っていた。理解した上で結婚したはずだった。

　だが、それでも。

　所詮、父は母とは違う人間で。

　母が見ているものを父は見ることができない。

　ずれは消えない。ずれはなくならない。

　何処まで行っても、溝を埋めることはできなくて――だからそれが母は苛立たしくて。最愛の夫にすらわかってもらえないことが歯は痒がゆくて。こんなにも側にいて一緒に暮らしているのに夫がひどく遠くて。心が繋がっていると思えなくて。

　だから……ついつい非難するような言葉を投げてしまう。

　夫がそれを受け止めてくれている間は、自分達はまだ夫婦なのだと確認できる。

　けれど……

『……！』

『――！』

　父は父で――理解しようと努力はしていたが、それにも限界があって。

　いい加減疲れ果てたところに罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げられては、父としても腹を立てるのは当然だろう。理性で理解していても感情が追いつかないということは誰にだってある。

　父がどれだけ努力を続けてきたか、母にはわからない。

　母がどれだけ孤独を感じているか、父にはわからない。

　所詮、違う人間同士なのだから。

『違う人間なんだから、喧嘩するよ』

　少年は静かに告げた。

『そういうものなんだよ』

『…………』

　少女はまるで裏切られたかのように目を丸くして、震えながら少年を見上げる。

『僕と万尋だって違う人間なんだ』

　少年は言った。

　それは言わなくても良いはずのことだった。

　結局それは母が父に投げている罵詈雑言と同じだ。元々はわかって貰うはずの言葉なのに一方的に相手を傷つけてしまう。これもまた『自分だけにしか見えていないもの』があることへの苛立ちなのかもしれない。少女は幼すぎて、少年と同じ諦めを共有できない。少年がこの境地に到達するまでにどれだけ苦悶したかを知らない。

　その無邪気さを踏みにじりたいと少年は思ってしまったのかもしれなかった。

　踏みにじって思い知らせてやりたいと。

　しかし――

『お兄ちゃんと、私と、喧嘩するの？』

『今までだって何度もしただろ。あれと一緒だよ』

『でも……』

　少女は言葉に詰まる。

　兄妹の喧嘩。夫婦の喧嘩。友人の喧嘩。他人の喧嘩。

　それぞれ違う――と言いたいのかもしれない。だがあまりに幼い少女にはそれを言葉にすることができないのだろう。最後には仲直りできるとわかっているからできる喧嘩も確かにあるのだと。

　しかし……本当にそうか。

　ただ、血が繋がっているだけで。

　ただ、夫婦だからというだけで。

　ただ、友人だからというだけで。

　そんな事実がそれ程に、他人とそうでない人間を峻別するものか？

　むしろ、『近い』からこそ争うのではないか？　利害関係の絡まない他人となど、そもそも喧嘩する必要もないではないか。ならばむしろ争いは近しい者同士で生じるのも当然で、だからこそ、そこに守られるべき最後の一線などは、なくて。

　家族の絆。

　夫婦の絆。

　友人の絆。

　兄妹の絆。

　そんなものは、ただの幻想かもしれなくて――

『やだ……やだよ……』

　少女はしゃくり上げながら少年の手を握る。

　はっとして少年は妹を見つめる。

　自分が母と同じ過ちをしていたのだと気付いたのだろう。

『万尋――』

『いやだよ…………！』

　少年にしがみつきながら少女は叫ぶ。

　連日、両親の言い争いを見てきた彼女にとって――互いを罵ることにばかり忙殺されて子供達にろくに構わなくなってしまった両親を見てきた彼女にとって、兄との繋がりだけが、最後に縋るべき家族の絆であったのかもしれない。

　だから――

　…………

「この時初めて、周防万尋の能力は開花した」

　少女と少年の姿がビデオの『一時停止』のように凍り付く。

　その手前を歩きながら男は言った。

「私が周防千里と周防万尋の存在を知ったのも、この時だ」

「能力――」

　千里は呟く。

　それは、あの、テジャスやミーティア達すらも変にしてしまった、精神干渉というか、そういう能力のことなのか。

「私は、超能力者を探していた」

　男は後ろ手を組んで歩きながら言う。

「〈学園〉の愚か者共に復讐する為の道具として、超能力者は」

「――ちょっと待て」

　千里は勝手に自分語りのようなものを始めた男に言った。

「あんた、結局誰なんだ？　どうして此処にいる？　ここはクフィールの中で」

「私は」

　男はひっそりと陰気な笑みを浮かべた。

「ガストン教授と呼ばれた男の、人格データのコピーだ」

「……なに？」

「ガストン教授はクフィール・アブソリュートを設計し、製造した魔法使いだ」

「……！」

　そういえば聞いたことがある。

　クフィールを設計した魔法使いは、かつてアバロン学園都市の運営母体であるマジシャンズ・アカデミイに反旗を翻ひるがえしたことがあると。だから自分の中にどんなプログラムが眠っているのかクフィール自身にもわからずに不安に思うことがあると。

「ガストン教授は、万が一の場合に備えて、自分の死後も機能する幾つかの『保険』を掛けていた。クフィール・アブソリュートの基礎設計の中に、圧縮状態で組み込まれた人格データもその一つだ」

「…………仮想人格とか、そういうのか？」

「概おおむねその理解で間違いではない」

　と男は――ガストン教授のコピーは頷いた。

「そして此処はクフィール・アブソリュートの内部、人格データを展開する上で確保されるデータ空間だ。精神世界と表現する方が理解しやすいか？」

「……それは、わかったけどな」

　千里は目を細めて言った。

「そのクフィールの創り主が――その人格コピーが、どうして、俺の、周防千里の過去を知ってる？」

「…………」

　ガストン教授のコピーは曖昧に笑う。

「なんだよ？」

「お前の。お前の、過去。ふふ」

　人格データに過ぎない癖くせに何やら妙に人間臭い――それも陰湿な反応をする奴だった。

「これがお前の過去だと、何故わかる？」

「なに？」

　千里は改めて老人の背後で凍り付いたままの、周防家の情景を見つめる。

　そこにいる少年少女は、間違いなく、千里が何度も何度も写真で観てきた幼い頃の千里と万尋だ。千里自身――そこにいる幼い少年が、昔の自分だということはわかる。毎日見ている鏡の中の顔と共通点が多いからだ。

　しかし……

（――いや）

　千里はふと気付く。

（視点が違う）

　先程のクフィールの記憶。

　あれはあくまでクフィールの眼で見たものだ。だからクフィール自身は視界に映っていない。鏡とでも向かい合わないことには彼女が彼女自身を見ることはないだろう。

　だが今千里達の前で一時停止ポーズしている映像には千里が映っている。

　つまりそれは映像内の登場人物以外の視点で記録されたものであるということにならないだろうか？

　それに――

「そもそもお前は、この過去を覚えてはいないだろう？」

　ガストン教授のコピーは嘲あざ笑わらうような口調で言った。

「…………」

　それはその通りだ。

　千里は行方不明になる前の記憶がない。

　断片的に記憶が蘇ったかのように思うこともあったが……それはよく考えれば後から補嗔された情報で千里自身が組み上げた夢のようなものだった。

　千里が『還かえってきた』際、彼が記憶を失っていると知るや、両親はビデオや写真、あるいは子供の頃の千里自身の日記や想い出の品を彼の前に並べて、何とか千里の記憶を取り戻そうとした。その様子は千里の眼から見てもひどく真剣で――だから彼自身が両親の必死の努力に報いたいと願った結果、彼は半ば無意識の内に、ありものの材料を組み合わせて、過去を捏ねつ造ぞうしてしまったのだ。

　思い出したはずの過去が両親の記憶と食い違うことも多々あって――結局、千里も両親もいつしか記憶の回復については諦めてしまった。

　ただ……

（俺達が行方不明になる前からこうだったのかよ）

　そんな風に――千里は両親のことを思う。

　むしろ、自分と万尋が行方不明になった事件のせいで、両親の不和が生じたのだとばかり思っていた。父も母もその辺りのことはあまり千里には言いたがらなかったし、千里としても殊更に問い質したくはなかったから、そのままになっていたのだが。

「これは私が周防千里と周防万尋を見つけてから撮った記録だ」

　ガストン教授のコピーは言った。

　具体的にはこっそり記録用の魔法術式を展開――映像や音声記録のみならず、体外に漏れる思念波も拾って一切合切を緻密に記録したらしい。この映像を見ているだけで、この時の周防千里の感情や記憶までもが伝わってくるのは、それも含めて記録されていたからのようだった。

「以前にも奇妙な現象が確認されていたのでな。私は周防兄妹について観察を続けた。当初はどちらにその能力が備わっているのかもわからなかったのでな。何しろ周防兄妹は本当にいつも一緒だった」

「…………」

　両親の不和を前に身を寄せ合うしかなかったのだろう。

　そう思えば千里は万尋をとても不憫に思う。

　しかし――

「私のオリジナルは、魔法使いたちの学びの園を追われ、復讐を誓った。だが確実に復讐を遂げるには、魔法以外の力も必要だと考えた。魔法に魔法をぶつけては、結局、消耗戦だからな。それならば組織の方が個人より強いのが道理だ」

「…………」

　それは先程も聞いた話だが――

「そこで私のオリジナルが目を付けたのは、超能力者、だった」

「超能力者？」

　それはテレキネシスとかテレパシーとか、そういう種類の力か。

　だが千里の連想を読み取ったかのように老人は首を振った。

「それはごくわかり易い一部の超能力に過ぎない。我等魔法使いは『技術』として超常の力を行使するが、超能力者は文字通り、『能力』としてこれを行使する。結果として超能力は体系化されず、個人差が大きすぎて学問としての充分なサンプルを集めることもできない為、魔法使い達の間ですら、まともに研究されてはいない」

　つまりそれだけ魔法使い達には馴染みの薄い力ということになる。

　確かにそういう力を持った相手と闘う場合、魔法使い達としてもいつもと勝手が違って苦戦するかもしれないが。

「超能力者を戦力に加えれば、魔法使い達とも戦いやすい――そう考えた私のオリジナルは、超能力者を探していた。その最中に、周防兄妹を見つけたのだ」

「つまり――」

「周防万尋は超能力者だ」

　ガストン教授のコピーはそう断言した。

「…………」

　あまり驚きはなかった。

　既に万尋は幾つもの不可思議な現象を起こしているし、そもそも、母が霊感が強い人物だというのならば、万尋がそれを受け継いでいてもおかしくはない。

　ただ――

「極めて強力な超能力者だ。そう……強力に過ぎた」

　ガストン教授のコピーは苦々しげに言った。

「悔しい話だがとても私のオリジナルに御しきれるものではなかった。それどころか世界全体にとっても、極めて危険な能力だとわかるのにそう時間は必要がなかった」

「……なに？」

　世界全体にとって危険？

　それは一体どんな能力だというのか。

　他者の記憶や意識に干渉するだけのものだと千里は思っていたのだが。

「私のオリジナルは周防万尋――この〈女神〉を抹殺する方法を検討した」

「…………！」

　つまり千里と万尋が行方不明になったのは……

「一体何なんだよ!?」

　千里は叫んだ。

「万尋の能力って――持ってるだけで殺されないといけないような能力って」

「…………」

　眼を細めてガストン教授のコピーは千里を見つめる。

　その口元をひどく皮肉な笑みが過よぎった。

「確かによく出来ている」

「……なに？」

「周防万尋の能力」

　ガストン教授のコピーは表情を消して言った。

「それは『世界の書き換え』だ」

「アカシック・レコードに対する、上位管理権限のようなものだな。驚異的だ。実に驚異的だ！　まだ達人アデプト級魔法使いですらもごく限られた部分を閲えつ覧らんするに留まっているというのに。寒さ河が江み理論でもエルメトン効果の影響で未来の閲覧には、時空震を伴い、我々の脳に入力された時点で、可能性の枝が広げられ、結果として情報の正確性が失われるとされていたのに。そのアカシック・レコードに、観測どころか、削除と書き込みを同時に行う能力。これは言ってみれば究極的な兵器と言える。アカシック・レコードに対する無制限のアクセス権能。これは事実上、時間に対する干渉すら――」

「わかんねえよ、何だよそれ」

　滔とう々とうと何やら専門用語を乱発するガストン教授に千里は嚙み付いた。

「自分一人でわかって悦に入ってんじゃねえよ」

「…………」

　さすがに説明すべき相手を置き去りに暴走した自覚はあるのか――ガストン教授のコピーは咳せき払ばらいを一つすると改めて千里を見つめて説明を始めた。

「わかり易い喩たとえで言えば――世界には、物理法則だの何だのの幾つかの『決まり事』がある。そしてその『決まり事』の枠内で、その定めに従って蓄積される事実によって、世界は形成されている。例えばリンゴは上から下に落ちる。質量物体と質量物体は引き合う。万有引力の法則。重力の定義だな。これが基礎となって星は巡り、世界には昼と夜が訪れ、四季が生じ、そこからさらに無数の自然現象や法則が派生する。ここまではわかるか？」

「……なんとか」

「これはつまり、『決まり事』がパソコンで言うＯＳで、その上に成り立つデータが、つまりは諸々の出来事や人間の記憶のようなものだ。ちなみに魔法というのはこの場合、ＯＳの裏コード、あるいはセキュリティ・ホールをついた裏技、のようなものだと思えば良い」

「…………」

　その理屈も何となくわかるが。

「周防万尋の能力は、この全てに干渉できる。つまりはＯＳを含む、パソコンのＨＤＤ上のデータ全てに対する、書き換えだ。物理法則だろうが、事実だろうが、何でも好きに改変できる。自分の理解と認識が及ぶ限りにな」

「…………そんな、出で鱈たら目めな」

　それでは万尋はまるで――

「まさか」

「〈女神〉とはそういう意味だ」

　ガストン教授は頷いた。

「世界の創造主ではないかもしれん。だがそれに等しい干渉能力を持っている、ということだよ。ある意味で我等魔法使いが目指した万能無限の体得者とも言える」

「…………」

　全能の神。

　そんな言葉が千里の脳裏を過る。

「言うまでもなくこれは危険極まりない。危険過ぎる。私のオリジナルの復讐がどうの、というような次元の話ではない。そもそもこんな能力を、人格形成も満足に行われていない幼児が保持しているという事実は、つまり、安全装置の壊れた爆弾に等しい」

「それは……」

　確かにその通りだろう。

　むしろ万尋が物心つく前にこの能力が発動しなかったことを奇跡として人類は喜ぶべきかもしれない。乳幼児が積み木を積んでは崩すような感覚で世界を構築・破壊を繰り返していた可能性もあるのだから。

　しかし――

「だから私のオリジナルは、決断した」

　ガストン教授のコピーは淡々と告げてきた。

「周防万尋を殺そうと」

「…………」

　千里はガストン教授を――その人格の複製を睨み付ける。

　世界を護る為という題目はわかるが、万尋の兄の立場からすればそれを『成る程その通り』と頷き受け入れる訳にもいくまい。

「だが失敗した」

　千里の視線など微み塵じんも気にした様子もなくガストン教授のコピーは続けた。

　そう。失敗したのだろう。だから万尋は生きている。

　あの虚無の白い世界から戻ってきて――千里の前に現れた。

　恐らくは自分の能力を自覚的に使えるようになって。

「私のオリジナルは」

　続けて――予想だにしなかった言葉をガストン教授のコピーは吐いてきた。

「周防千里を殺してしまった」





●　●　●






　周防万尋は楽しげに周囲を見回した。

　否――正確には見下ろしたと言うべきだろう。

　彼女の眼下には東京の街並みが延々と広がっている。地上から六百メートルを越す高さにありながら、しかも点検用の通路の鉄柵に腰掛けながら、万尋はまるで怯える様子もない。彼女はむしろ楽しげに足下に広がる東京を眺めていた。

　彼女に恐れるものは何もない。

　不都合なことは『なかったこと』にできてしまう彼女にとって、たかが六百三十メートルの高さや、地球の重力など、恐るるに値しない。

　また――この程度の虚こ空くうはあの、白い世界に比べれば、むしろ情報に満ちて猥わい雑ざつだ。

　それが万尋にはとても面白そうに見える。

　まるで彼女の手が入るのを待っている巨大な玩具箱のようで――何処から模様替えをしていこうかとドキドキワクワクしてしまう。

　ただ……

「何処に行っちゃったのかなあ、お兄ちゃん」

　ぶらぶらと足を揺らして金属の手て摺すりに腰掛けながら、万尋は呟く。

「ちゃんと一つになりたいんだけどな」

　それは万尋にとってこの世界でただ一つ自由にならないものだった。

　全能とも言うべき彼女の――唯一の弱点であり汚点であり失敗でもある。

　だからこそこの世界に帰還して早々に万尋は千里を捜した。まさか間一髪の差で魔法使い達の都市に逃げられるとは思ってもみなかった。魔法関連の知識を持たない万尋一人では、捜しきれずに途方に暮れていたかもしれない。

「――万尋」

　彼女の背後に人影が湧いた。

　ふわふわした綿菓子のような髪を備える可愛らしい少女。万尋とは色々な意味で正反対とも言うべき容姿だが……だからこそ二人揃うとお互いを引き立てるような印象があった。

　亜藍須美子である。

『誰でもない』――人ヒト形ガタ。

　ただ操られる為にだけ存在し、自己を持たず、自我を持たず、人の望みを盲目的に叶え続けるただの装置。彼女が辛うじて人間のように見えるのは、万尋の自我や幾つかの要素を転写されているからだ。

　その意味で須美子は万尋の妹のような――あるいは娘のような存在だった。

「どうするの？」

「うーん」

　万尋は首を傾げる。

　だが真剣に悩んでいる様子はない。今日は何して遊ぼうか――幾つもの玩具を前にそんなことを考えている子供に似ている。

「お兄ちゃんを回収しないと、ちゃんと力が出せないのよね」

　万尋は言った。

「そのことだけど」

　須美子が首を傾げる。

「前は殺しても良いってことだったのに、途中で殺すな、になったのは何故？」

「…………」

　万尋はふと笑みを消して須美子を振り返った。

「須美子が質問なんて珍しいね？」

「私は人形だけど」

　須美子は無邪気な微笑を浮かべながら――それは見方によっては、完全に空っぽな笑みでもあったが――言った。

「だから人の形をした虚ろを、誰かの人格で満たせば、人間に類似の感情のようなものを持ったりもするの。付つく喪も神がみのように」

「ふうん？」

　首を傾げる万尋。

　つまりは使用者である万尋の情動を模倣し反映するということなのだろう。この辺の細かいことについては万尋もよく知らない。知らずとも人形遊びはできるからだ。

「まあいいよ。説明してあげる」

　にっこり笑って万尋は言った。

「最初は死体でも良かったんだけどね」

　そう言う万尋の表情には一切の翳りがない。

　明日の天気の話でもしているかのように彼女は周防千里の死を口にする。

「ほら、お兄ちゃん、あの子と繋がっちゃったでしょ？　クフィールっていったっけ。あれがちょっとまずくて。このままじゃお兄ちゃんをただ殺しても回収しきれない可能性が出てきたから」

　接続同調の魔法回路のことなど万尋にはわからない。

　だが自分の能力のことは手に取るようにわかる。

「だから万全を期してお兄ちゃんと一つになるの。そしたら全部回収できる」

「それが回収できれば万尋は完全になれるの？」

「――そ」

　にっこり万尋は笑った。

　やはりそこに邪気はない。

　本当に子供のような、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔だった。

「本来の、力が取り戻せるんだよ」

　それはつまり世界を――世界の事象全てを記録しているというアカシック・レコードを書き換える能力を、自分を中心とした半径数メートル範囲――局所的なレベルではなく、無制限に発揮できるということか。

「世界を平和にするんだよ。誰も喧嘩しない、世界にね」

　うっとりと夢見るような瞳で万尋はそう言った。
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　一瞬――意味がわからなかった。

『私のオリジナルは周防千里を殺してしまった』

　とガストン教授の人格コピーは言った。

　殺された。死んだ。

　では――今此処にいる周防千里は一体何だというのか。

「……それはどういう意味だ」

　千里は唸るように問うた。

「言葉通りの意味だが？」

　とガストン教授のコピーはせせら笑うように言う。

「周防千里を私のオリジナルは殺した。周防万尋を殺すつもりが誤って周防千里の方を殺してしまった。正確には周防千里が咄嗟に周防万尋を庇かばった為に、暗殺用の呪詛弾が周防千里に命中してしまった」

「けど――」

　千里は喚わめき散ちらしたくなるのを必死に堪こらえて言った。

「俺はこうして生きているぞ」

　一度死んだが蘇生したということか。

　それとも――

「ああ。そうだな」

　ガストン教授の人格コピーは平然と頷いてみせた。

「お前は生きているな」

「…………」

「だが周防千里は間違いなく死んだ。元より確実に〈女神〉を殺す為の強力な呪詛弾だ。一撃必殺でなければ意味がない。重傷でも能力を使われては『なかったこと』にされてしまうからな。二重三重の呪詛効果で対象を瞬時に、そして確実に葬り去るだけの威力が必要だった」

　蘇生などできない程に。

　つまり――

「じゃあどうして俺は生きているんだ？」

「わからないのか？」

　ガストン教授のコピーはひっそりとした笑みを浮かべて告げてきた。

「お前は周防千里ではない。その複製品だ。私と同じく」

「…………ッ!?」

　息を呑む千里に対してガストン教授のコピーはさらに畳み掛けるかの如く言った。

「お前は、記憶喪失なのではない」

　その言葉は。

　衝撃的であるはずのその宣告は。

「記憶など、元からないのだ」

　千里の自己同一性を根本から否定する死刑宣告の如き言葉は。

　しかし――

「…………………………俺は…………」

　思ったよりも衝撃を千里に与えなかった。

　取り替え子チエンジリングの伝説。

　周囲で密かに囁ささやかれる無責任な噂うわさ。

『あれは本当に周防千里なのか？』

　……自分は本当に周防千里か。

　本当はそう思い込んでいるだけの別の何かではないのか。

　そんな不安は常に、心の何処かにあった。

　だから、それは来るべきものが来たかのような、そんな印象だった。

　押し寄せてくる、全身が腐り落ちそうな虚脱感の片隅で、むしろやっぱり――そんな風に、安あん堵どするような気持ちすらあった。

「私のオリジナルは周防千里を殺した」

　ガストン教授の複製品は――本人ではなくその残像とも言うべきものは言った。

「兄である周防千里の死を目の当たりにした周防万尋は、自らの能力の制御を失って暴走した。無作為に世界を書き換え始めたのだ。だがそれはつまり自覚的に能力を使えないということでもある。その隙を突き、私のオリジナルは持てる力の全てを使って何とか周防万尋を亜空間に隔離した」

　結果的に、周防千里の死は――周防万尋の脅威を封じるという意味では、無駄ではなかったということになるのだろうか。

　しかし……

「本来それは失敗作や危険物を遺い棄きする為の封印空間だった。だがその中でも周防万尋は生き続け、孤独に苛まれた結果として、不安定な自らの能力で――周防千里を、創った」

「……生き返らせたってのか？」

「いや。違う」

　ガストン教授のコピーは首を振った。

「新たに造り出したのだ。修復ではなく再生でもなく複製だ。周防千里のオリジナルは、死体のまま私のオリジナルが保管していたからな」

「……!?」

　周防万尋が――その死を目の当たりにして我を失う程に慕っていた兄。

　ならばたとえ死体であろうともまだ利用する価値は残っている……そのようにガストン教授のオリジナルは考えたらしい。外道の発想だが、元より常識の埒らち外がいを住すみ処かとする魔法使い達に道徳や倫理を説いても詮ないことだろう。

「じゃあ俺は――」

「言ったろう」

　眼を細めてガストン教授の複製は言った。

「周防万尋が、封印空間の中で、自らの無聊を慰なぐさめる為に造り出した周防千里の代用品に過ぎない」

　両親でもなく。他の誰でもなく。

　孤独に耐えかねた幼い超能力者が生み出したのは……目の前で自分を庇って死んだ兄だった。周防千里だけが周防万尋にとって絶対的な味方であるはずだったのだ。

　しかし――

「じゃ……じゃあ、どうして、万尋は、俺にこだわる？」

　千里は喘あえぐように言った。

　彼は何とかガストン教授の複製の話に矛盾点を見つけようとしていた。こんなものは与太話で本当のことではないのだと。だから自分はやっぱり本物の周防千里だと。そう思いたくて彼は必死に今までの話のあら探しをした。

「俺が単なる複製品なんだとしたら、別に、俺になんてこだわらずに、改めてもう一人俺を造ればいいだけじゃないか！」

「それはできない」

　ガストン教授はあっさりとそう断じた。

「何故？」

「お前は、正しくは周防万尋の一部でもあるからだ」

「なに……？」

「イブから生まれたアダム。それがお前だ」

「…………」

「周防万尋はいわゆる『全能の神』に近い能力を持ってはいたが、全知ではなかった」

「なに……？」

「彼女が意識内に記憶している情報だけでは、周防千里を完全に複製することはできなかったのだ」

　当時の万尋はまだ幼くて。

　だから千里を丸ごと複製しようとしても、彼女の知識や記憶はあやふやで、安定性に欠けてしまう。幼児に「お兄ちゃんの顔を描いて」と言っても落書きの親戚程度のものしか描けないのと同じことである。

「だから欠けている部分を補完する為に、周防万尋は自分の肉体を使った。同じ親から生まれた兄妹である以上……その肉体の中に備わる遺伝情報には共通部分も多い。周防千里の複製を造るのには最も適した材料であったことだろう」

「それって……ク……クローン人間ってこと……なのか？」

「正確には違うが概おおむねその理解でも問題はない」

　ガストン教授のコピーは頷いた。

「ただ……周防万尋にとって二つの誤算が生じた」

「誤算……？」

「一つは自らの肉体を二つに分けた結果、能力も二つに分割されてしまい、不完全な状態になってしまったということだ」

「…………え？」

　能力が二つに分割される。

　言葉としてはわかるが――イメージが湧かない。

　それは一体どういうことなのか？

「断っておくが、二つに分割されたと言っても均等なものではない。お前の中にある周防万尋の能力は、断片だ。お前自身に周防万尋と同じ力が使えるということではない」

　はっきりとガストン教授のコピーは断言した。

「だが……魔法でも超能力でもこれは同じだが、能力の行使には基点、あるいは主体が必ず必要になってくる。周防万尋の能力は周防万尋を中心として発動するが、周防万尋自身には影響を及ぼさない。さもないと自身すらも変質して能力そのものが破は綻たんする」

「…………」

「だがもしその能力の行使主体が二人いた場合はどうなるか？」

「それは……」

　矛盾が生じるということだろうか。

「周防万尋はお前を生み出したことで能力を完全な形で使えなくなった。それどころかお前自身には周防万尋の能力が効かない」

　自分自身に能力が使えないというのならばそれは確かにその通りなのだろう。

「具体的には周防万尋は世界を一時的に書き換えることはできても、その結果を定着させることができなくなった。彼女の周り数メートルの圏内では彼女は文字通りに『神』に等しいが、彼女が立ち去ってしまえばその能力行使の結果は――『奇跡』は失われ、世界は元々の原理や法則に沿って復旧される」

　先程、万尋の能力をパソコンのファイルの書き換えに喩えていたが……つまり一時的にデータをいじることはできても、『上書き保存』できなくなったということか。

「そしてもう一つの誤算は」

　ガストン教授のコピーは千里を指差して言った。

「複製された周防千里が、周防万尋の下から逃げ出したことだ」

「…………！」

　それは千里の記憶の始まりに存在した。

　白い白い虚無の世界で――『待って』と追いすがる妹の声を背に聞きながら、振り返ることもできずに走り続けた。どうしてかはわからないままにただ恐ろしくて千里は、妹を残して逃げ続けたのだ。

　だが……

「だが人間本来の過去も成長過程も持たず、いきなり生み出されたお前は、記憶を持たず、また、本能的に、自分に対して支配力を持っている周防万尋を恐れた」

　子がしばしば親に対して反抗心を覚えるように。

　あるいは人が神に対して反逆心を育てるように。

　それは一個の独立した人格としては必要な通過儀礼だ。

「あるいは自分自身が人間でないという事実から目を背けたくて、半ば無意識に周防万尋を拒否したのか。いずれにせよ、お前は周防万尋の下から逃げ出した」

　それが千里の――周防千里の複製品である存在の『原風景』か。

　あの白い虚無の世界で走り続けたあの記憶こそがこの自分の――この周防千里の始まりなのだとしたら。

　自分は産まれた時から創造主に背を向けた裏切り者だったということだ。

「俺は――」

「私のオリジナルは、それを回収、現実世界に戻した。お前と周防万尋を離しておけば、あの〈女神〉の力は著しく制限されるからだ」

　そうして複製された周防千里は、現実世界に戻ってきた。

　最初から記憶を持たずに。

　万尋の能力と肉体の欠片を封じるようにして。

　そして――

「だから……か」

　千里は歯を食いしばるようにして言った。

「だから、俺に『一つになれ』とあいつは――」

「元々一つのものだからだ。お前は便宜的に周防千里の姿をしているが、実際には周防万尋の肉体から生み出された紛まがい物ものだ」

「…………」

　千里は言葉に詰まる。

　そんな彼をどう思っているのか――そもそもデータ上の仮想人格に感情など存在しないのかもしれないが――ガストン教授のコピーはにやりと不敵な笑みを浮かべて言った。

「だがそれ故に、お前は唯一、あの〈女神〉を倒せる」

「え……？」

「言っただろう。お前には周防万尋の能力が効かない」

　周防万尋の分身であり弱点。

　彼女の『神の如き』能力の及ばぬ唯一の存在。

　だからこそ……

「私のオリジナルは、お前という存在に注目した。そして万が一に周防万尋があの封印用の亜空間から脱出してきた際に、お前が、周防万尋と対等以上に戦えるようにと――クフィール・アブソリュートを、創った」

「…………!?」

　千里は目を見開く。

「でも、クフィールは……いや、そもそも俺は、ランダムに選ばれて」

　アバロン学園都市に入ったのではなかったか。

「アバロン学園都市の運営母体である、マジシャンズ・アカデミイに仕掛けを施したのだ。量子コンピュータの一部に、あるいは関係者の意識の奥底に。巡り巡って、お前が、アバロン学園都市にやってきて、クフィールと巡り会うように」

「ひょっとして……」

　マジシャンズ・アカデミイに対して仕掛けられた『ガストン教授の乱』も……単なる復讐の裏にそんな目的が隠されていたのかもしれない。事件を起こした人造精霊達がそのことを知っていたかどうかはわからないが。

　いや。恐らく知らなかったのだろう。

　千里が知らなかったように。

　クフィールも知らなかったように。

　ガストン教授という魔法使いは――こっそり全てを仕組んでいたのだ。

「…………何もかも」

　千里は呟いた。

「何もかも、仕組まれてたってのか……!?」

「その通りだ」

　情け容赦ない断定の言葉。

「クフィール・アブソリュートは、お前と繋がっている。つまり、クフィール・アブソリュートもお前の一部と見ることができ、周防万尋の能力が及ばない。そのように予め設計してある」

　クフィールの接続同調回路は特別製だったということか。

　つまりそれが……テジャスやミーティアと異なり、クフィールだけが意識を書き換えられなかった理由なのだろう。

　最初から彼女は対万尋戦を想定されて創られていたのだ。

「俺が……」

　千里はほとんど意地を張るような気持ちで反論を口にする。

「俺がクフィールを断固拒否してたら……どうするつもりだったんだよ」

「勿論その可能性はある。だからこそ周防千里の複製よ、お前にとって一番近しく気を許し易い存在の細胞や構成要素を手に入れてクフィールには組み込んである」

「なに？」

　千里が一番近しく気を許し易い相手。

　そんな人間などいない。いなかった。

　実の父ですら――何処か気を許すことができなかったというのに。

　だが……

「ネシェルといったか」

「――！」

　千里が飼っていた――犬。

　病気で死んでしまった彼の愛犬。

　引きこもりになっていた彼を、外に連れ出してくれた……

「ネシェルが、クフィールの……中に？」

　確かに初めて出会った時にネシェルを思い出した。

　あの身体は大きい癖にてんで気が弱かった愛すべき駄犬に。

「お前は――」

　千里は眼から血を噴きかねない程に力を込めてガストン教授のコピーを睨み据えた。

「お前は、何様だ！　人の命や人生を――」

「人ではない」

　せせら笑うようにガストン教授のコピーは言った。

「人の紛い物だ。私も、お前も、クフィールも。創られたものだ。道具だ」

　ガストン教授のコピーは、ただ、事実を余さず千里に伝える為に。

　千里はただ、虚無の中に封じられた万尋の孤独を慰める為だけに。

　そしてクフィールは――千里の従者となって万尋と闘う為だけに。

　誰も彼もが何かの目的の為に創られた道具で――

「故にそこに尊重すべきものなど何もない。ただ目的の為に消費されるのみだ」

「……てめえッ！」

「故に闘うがいい、周防千里」

　ガストン教授のコピーは言った。

「世界を護る為に、己の創造主を殺せ。それが――それのみが、お前のこの世に生まれた理由にして目的レゾンデートルである」

　無慈悲な宣言は、千里の頭上に朗々と響いた。
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　旧ガストン教授邸が亜藍寿美子達の大群に襲撃を受けた際――屋敷の管理をしていた人造精霊、クフィール・アブソリュートの試作体は、その消滅の間際、一つのデータを羽は瀬せ川がわ拓たく人とに託していた。

　まずガストン教授の手記の内容に気をとられていた拓人だったが――しかしその全てを読み終えた時、ようやく彼は託されたデータについて思いだした。

「ファルチェ」

　彼は愛用の魔法機杖を呼ぶ。

「はい～」

　翠みどりの髪の長身の少女はにっこり微笑むと、手を差し伸べた拓人に向かって、身を投げ出すように歩く。次の瞬間、彼女の姿はきゅるきゅると音を立てて絞り込まれ、一本の魔法機杖へと変化して彼の掌に倒れ込んでいた。

「拓人兄さん？」

「ガストン教授の屋敷で僕はデータを一つ受け取ってたんだ」

　怪訝そうに声を掛けてくる明あき人とに拓人はそう言った。

「ドタバタしてた時だったから、忘れてたけど」

「データ……？」

「恐らくガストン教授は幾つかの対抗手段を遺のこしてる」

　手記にはガストン教授が周防万尋に目をつけ、これを利用しようとして失敗、周防千里を殺害してしまい、しかしその結果として周防万尋を封印することに成功したという流れが詳細に記述されていた。

　そして……いつか万尋が通常空間に舞い戻ってくるだろうという予測も。

　だからこそガストン教授はこの手記を遺したのだ。

　そして――

「そのデータが、対抗手段ということかい？」

「僕はそう思う」

　言いながら、拓人はクフィールの試作体から渡されたデータをファルチェの中で解凍する。圧縮形式は〈学園〉標準のものだ。何らかの封印が施されている訳でもない。ファルチェの性能の高さもあって、データは一瞬で展開された。

　紫檀の卓の上にそれが映像として表示される。

　だが――

「……なんだ、これ？」

　思わず拓人はそう呟いていた。

　それは座標だった。

　ごく単純な三次元座標に加えてもう二つ数値が加わっている。

　一つは恐らくは亜空間の座標だろう。

　もう一つは――数字が変動している。

　まるで何かのカウントダウンのように数字が減っていくのだ。恐らく半時間もしないうちに数字は零になるだろう。

　そして……データはただそれだけだった。

「亜空間座標だね」

　と拓人の肩の上に浮かんで、明人が言う。

「こちらは何かのタイムカウントか。他にデータは？」

「ありません～」

　映像の中にぽんと出現したファルチェの――擬人形態のアイコンがぷるぷると首を振ってみせる。

「これだけ？」

「これだけです～」

「…………」

　拓人と明人が顔を見合わせる。

「これって――」

「多分、何かあるんだろう、此処に」

　と明人が言った。

「恐らく、対抗手段がね」

「周防千里くんと、クフィール・アブソリュート以外に？」

　と拓人が首を傾げる。

　手記には彼等のことも――ガストン教授が彼等に関して遺した仕掛けについても詳細に書き残されていた。お陰で一緒に内容を読んだ由々子はまだ放心状態である。自分の生徒が、世界を滅ぼしかねない〈女神〉に対抗する為に用意された『手段』の一つであるなどとは、彼女とても想像の外だったろう。

「ガストン教授は用意周到な人物だったみたいだし。対抗手段は幾つも用意してるって考えるのが妥当じゃないかな」

「……なるほど」

　拓人は頷く。

「行ってみるべきかな」

　彼がそう言って立ち上がった――その時。

「タクちゃん？」

　襖ふすまの向こうから女性の声が拓人を呼んだ。

　鈴すず穂ほの母でこの家の主婦――羽瀬川秋あき穂ほである。

「あ、はい」

「お取り込み中みたいだけど……なんだか、お友達が来ているみたいよ？」

　呑のん気きな口調で秋穂はそう告げてきた。

「……え？」

「男の子三人と、女の子三人と。半分は精霊とか付喪神の類たぐいね。タクちゃんを訪ねてきたっていうより、お連れの女の人を捜してきた、みたいな」

「――大場先生を？」

「……え？　あ、はい」

　名を呼ばれて慌てて返事をする由々子。

「な、なんでしょう？」

「大場先生を訪ねてきている人がいるみたいです。どうも、アバロン学園都市の生徒達みたいですけど」

　と拓人が言う。

「え……生徒？」

「タクちゃん。どうする？　上がってもらった方がいい？　それともとりあえず半殺しにしとく？」

「やめてください！」

　拓人は悲鳴じみた声で叫んだ。

　羽瀬川秋穂――かつて〈学園〉において〈破壊魔デモリシヨナー〉の異名で恐れられた攻撃魔法の使い手である。魔力を吸収する特異体質の娘――鈴穂を身籠もったことで、魔法使いとしては引退していたのだが、現在、魔力は回復してきているようだし、彼女の中の戦闘技術は今以て色いろ褪あせていない。

　彼女なら本当に精霊の十体やそこら鼻歌交じりで半殺しにしかねなかった。

「とりあえず敵か味方かわからないなら半殺しにしておいた方が良いと思うのよ。味方なら謝ったら許してくれるでしょうし、敵なら結果オーライだし」

「お願いですから止めてください。すいません、上がってもらってください」

「そう～？」

　残念そうに言うと、襖の向こうで、秋穂の気配が遠ざかっていく。恐らくその訪ねてきた連中を玄関まで迎えに行ったのだろう。

　拓人は溜め息をついて言った。

「相変わらずだね、叔お母ばさん……」

「あははは……」

　鈴穂がちょっと引ひき攣つった笑いを浮かべていた。
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　気が付くと何もない場所に独りで浮かんでいた。

　どちらを向いても黒しか見えない。右も左も。前も後も。上も下も。何もかもが黒一色に塗ぬり潰つぶされていて此処が何処かもよくわからない。

　だがその一方で自分自身の手脚ははっきりと見える。

　ただの闇という訳ではないようなのだが――

「……がぅ？」

　自分がどういう状況にあるのか、気になった。

　確か……周防家から千里と共に逃げ出して。

　でも禁じ手である超震動を使ったことで大量出血した上、身体機能の幾つかに障害が発生して、身動きがとれなくなって。

　そんな自分を千里が背負ってくれて――

「…………がぅ」

　情けない。

　従僕たるアジャスタントが、人事不省に陥った挙げ句、主人たる契約主の手を煩わずらわせてしまうとは。

　だがその一方で……

「がぅ…………」

　千里が自分を庇って、自分を守って、闘ってさえくれたということが、何だか嬉しくて嬉しくて。本当にもう思い出すだけでも身悶えするくらいに嬉しくて。

　今一つ真面目に反省しきれない自分がいるのがわかる。

　直接的に使ったのはクフィールの能力とはいえ、それを操ったのは千里だ。主人に闘わせておいて喜ぶなど、アジャスタントとしては言語同断なのだが――

「……千里……さま」

　呟いてみる。

　それは本当にただ主あるじの名を口にしただけの、ことだったのだが。

「――おう」

　返事があった。

　真後ろから――いきなり。

「がぅ!?」

　驚いて振り返った彼女――クフィール・アブソリュートは、そこに、千里の姿を見た。

「せ、千里様!?」

　見慣れたいつもの千里だ。何処かふて腐れたような表情で、両手をジーンズのポケットに突っ込んで、そこに立っている。こうしてみると彼の所には足を付ける為の地面があるのだろうか。

「あの、千里様、ここは――」

「…………」

　千里は、何やら脇に視線を逸そらしたまま、俯うつむいている。

「あの、千里様……？　ど……どうかなさったんですか？」

　慌ててクフィールは千里に駆け寄ろうとして、しかし、上手く行かない。

　自分が空間の中に浮かんでいる状態だということに気付いた彼女は、水を掻くようにして四肢を動かして彼に近付こうと――

「こっち来んな！」

　と千里から鋭い声が叩き付けられる。

「がぅ!?」

　びくりと身を震わせるクフィール。

　何か千里に嫌われてしまうようなことを自分はしたのだろうか――そんな不安で胸が一杯になる。あるいは先に自分で問題視していたように、千里の手を煩わせてしまったことを、怒られているのだろうか。

　だが……

「あ――いや、その、あのな」

　頰を掻きながら千里が言う。

「よく見ろ、自分の状態」

「がぅ？」

　と首を傾げてから自分の状態――身体を見下ろして。

「――ッ!?」

　クフィールは顔を真っ赤にして両手両脚を縮めた。

　素っ裸だった。一糸纏わぬ全裸。












　胸も尻も股間も、完全に千里の目の前にさらけ出した状態である。勿論、千里が望めばいつでも彼に身体を捧げる覚悟はあったものの、だからといって羞しゆう恥ち心しんを覚えない訳ではない。むしろ最近は千里の前に肌を晒すのに、何となく気後れするようになっていた。

　これがどういう心境の変化なのか、クフィールも自分ではよくわからない。

　だが――

「……って。この状態で止まってても意味ねえのか」

　呟くように言う千里。

「クフィール」

　長々と溜め息をついて、そして千里は顔を上げた。

「……こっちに来い」

「え……あ……はい」

　とりあえず胸と股間だけ左右の手で隠しながら、クフィールは千里いる方向にバタ足の要領で膝から下を動かして進んでいく。ある程度の距離にまで近付いた時点で、千里の方から手を伸ばすと、彼女を引き寄せて。

　そして――

「――え？」

　抱き締められた。

　千里に。クフィールが。

「あ、あの、千里、さま？」

　そんなこと今まで一度もなくて。

　まさか千里がそんなことをいきなりしてくるなんてクフィールは思ってもみなくて。

「…………」

　千里はクフィールの身体をきつく抱き締めたまま、無言。

　クフィールは、驚きと、そして何だか嬉しい気持ちで――それと同時に何だかひどく懐かしいような気持ちで一杯になる。遙かな昔、生まれる以前、一度、こうして千里に抱き締められていたことがあるかのような、そんな――感覚。

　多分錯覚なのだろうけれど。

　でも千里の胸に頰ずりしたくて。

　でも千里の頰をなめてあげたくて。

　なんだかそんな――

（……『還ってきた』？）

　そんな言葉が脳裏を過る。

　自分がようやく長い時間を掛けて我が家に帰り着いたかのような。

　しかし――

「なあ、クフィール」

　千里はクフィールを抱き締めたまま言った。

「俺、周防千里じゃないんだってよ」

「…………はい？」

「俺って、周防千里の紛い物っつーか、複製品なんだってよ」

「…………」

　クフィールは言葉に詰まった。

　意味がわからなかったから、だけではない。

　何よりも千里の声が――ひどく掠れていたからだ。

　まるで散々叫んで、喚いて、吼ほえて、喘いで、疲れ果てた後のように。

「あの……よく……わかりません」

「俺もよくわかんねえよ」

　と千里は呟くように言った。

「でもな。周防千里として俺のことを受け入れてくれていた皆を、俺は、騙してきたことになるんだよ。その気はなくてもな」

「…………」

　その気がなかったのなら責任はないのではないだろうか。

　そんなことをクフィールはぼんやりと考える。

　だが――

「例えば、親父とか……それから、ウーラとかな」

「で――でも」

「ウーラが一目惚れしたのは、写真の中に映っていた、本物の周防千里だ。俺じゃない」

「……でも」

「だから俺は――」

「でも千里様」

　珍しく。

　千里の言葉に覆い被せるようにクフィールは言った。

「私の、周防千里、様は貴方あなた……です」

　我慢できなかった。

　千里が自分自身を理由にもならない理由で責めているのを見ていられなかった。

　千里は悪くない。悪いはずがない。クフィールはそう信じている。根拠はと問われれば詳しい事情を知らないクフィールには答えられないが、でもそれでも。

　クフィールの知る千里は、ぶっきらぼうでも、とても優しくて――

「…………」

　千里がクフィールを抱き締める手に力を込めてきた。

　それはしかし、クフィールを抱き締めると言うよりも、むしろクフィールに縋り付こうとしているかのようで。

「貴方が私を受け入れてくれたから、貴方が私の御主人様です」

「クフィ」

「いえ」

　千里の胸に顔を埋めながらクフィールは言った。

「多分、生まれる前から。きっと。ずっと。私の主人は貴方です。他の、誰でもありません。貴方が周防千里でなくても。それは間違いないんです」

　こんなにも一緒にいて懐かしく思えるから。

　でもどうしてそんな気持ちが生まれる？

　千里とクフィールはまだ出会って半年も経っていない。

　なのに……

「お前――」

　そこまで言って……千里はふと目を細めてクフィールを見つめた。

「ネシェル？」

「……！」

　びくりとクフィールの中で何かが動いた。

　その呼び名に反応する何かが確実にクフィールの中にあったのだ。

「まさか本当に……？」

　どうも千里は千里でクフィールの反応に驚いているようだが。

「え？　あ、あの、な、なんですか？」

「お前は、ネシェルなのか？」

　クフィールの両肩を摑んで身を離すと、まじまじと彼女の顔を見つめてくる千里。

「え、はい、いえ、違います、けど」

　クフィールはしどろもどろになりながらも言った。

「私はクフィール・アブソリュートで。でも……でも」

　その呼び名が実に――自然に自分の中に嗔まり込んでいて。

「なんだかそう呼ばれると、とっても……」

　懐かしくて。

　でもそれは――

「…………」

　千里は長々と溜め息をついた。

「マジか。本当に」

「あの、千里様？」

「考えてみれば――」

　千里は自分自身を諭すかのように言った。

「ネシェルだけだったな。周防千里を――複製品の周防千里を、オリジナルの代用品ではなくて、俺を、俺そのものとして接して、好きになってくれたのは、親父でもなくて、ウーラでもなくて、周囲の人間達でもなくて、細かい事情など何も知らない、飼い犬のネシェルだけだった……か」

　それはまるでクフィールにはわからない話のはずなのに。

　頷いている部分が何処かに確実にあった。

「千里様……？」

「ああくそ」

　千里はクフィールから手を放すと、がりがりと頭部を掻いて、言った。

「たとえ細胞の一部しか使われてなくてもお前はネシェルで。でも同時にネシェルではなくてクフィールなんだな」

「え……と……あの」

「所詮、自分が誰かなんて、その程度の話だよな……」

　妙に吹っ切れた表情で千里は言う。

　そして――

「ああもう面倒臭ぇ！」

「がぅっ!?」

　いきなり吼えた千里に、びくりとクフィールは身を震わせる。

「こんな精神世界でうじうじ悩んでてもしょうがない。とっととお前治して戻るぞ！」

「あ、は、はい……って、ここ、精神世界なんですか？」

「お前のな」

「は……はあ」

「で、俺の中のお前のバックアップデータを転写して、お前を修復するんだそうだ」

「あ……その、お、お手数、かけます」

　と言ってから――クフィールは気付いた。

　バックアップデータの還元。

　その方法はつまり、大量のデータを並列に移送できるように、情報流量の多い神経系の接続が必要で――

「あ、あの、御主人様、それって」

　クフィールは自分の心臓が物凄い勢いで脈打つのを感じた。

　多分、今の自分はこれ以上は無理ってくらいに赤面しているのだろう。

「……やっぱそれかよ」

　千里は唸るように言った。

　彼は腕を組んで何処か明後日の方向を眺めていたが――

「まあ精神世界だからな。ノーカンだろ」

　妙に覚悟の決まったような口調でそう言った。

　むしろ今更のように動揺しているのはクフィールの方である。

「いえ、あの、それは、そう、なんですけど……！」

「それに、お前、いつでも良いって言ってたよな」

「そ、それも、確かに言いました、けど……！」

　身体が火照る。

　鼓動が高まる。

　まるで人間の乙女のように――恥じらいを感じてしまう。

　けれど。

「えと……あの……千里様」

　物凄く嬉しくて。

「なんだよ」

「その……よ、よろしくお願いします」

「…………任せろ」

　そう言って――深呼吸を一つ。

「つっても俺も経験ある訳じゃねえんだけどなぁ」

　そして千里はクフィールに口づけをした。
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「大場先生！」

　自分の名を呼ぶ生徒の声に由々子は顔をあげた。

　襖を開いてその和室に入ってきたのは、やはり見慣れた生徒達だった。

「逆崎くん、斯し波ばさん、遠野くん……どうしたの？」

　驚いて由々子は首を傾げる。

「いや、どうしたのって……」

　生徒達に続いてアジャスタント達も入ってくる。

　人口密度が何だかいきなり倍以上に跳ね上がって、広かった和室が急に狭苦しく見えたりしたが――まあそれはさておき。

「あ、これどうぞ」

「すいません、ありがとうございます、羽瀬川先生」

　拓人に勧められるままに座布団に座りつつ――しかし視線は由々子に据えたまま、聡は言った。

「大場先生、僕達がどういう状況にあるか、御存知でしょう？」

「え……？」

　と目をぱちくりさせる由々子。

「いや、そやから――」

　同じく座布団に腰を下ろしながら、呆れたように桜子が言う。

「ポチのちびっこいのを、うちらの監視につけてたんじゃ？」

「…………」

　聡の隣でフランカが空中をつまむように手を動かすと――ぽん、とわかり易い小爆発の音がした。

　次の瞬間、フランカに首根っこ摑まれた状態で現れたのは、二頭身か三頭身くらいにデフォルメされたポチ――ポチＳＳの一体だった。

「…………あ」

　それを見て間の抜けた声を漏らす由々子。

　そうだった。忘れていた。

　拓人に付き合ってガストン教授絡みの調査に動いている内に、自分がポチＳＳを各生徒の帰省先に送ったというのをすっかり失念していた由々子であった。当然、ポチＳＳ達の得た情報も逐一調べてはいない。というか、正直、それどころではなかった。

　だが……

「僕達、このポチの魔力回路を逆探してここまで来たんです」

　と薫が言う。

　彼の隣では眼鏡のアジャスタント――フルクラムがやっぱり呆れたように溜め息をついていた。恐らくポチＳＳのステルス・モードを見破ったのは彼女だろう。

「ごめんなさい、忘れてた」

　とりあえず由々子は正直に謝ることにした。

「あ、でもね、その、私別に貴方達を監視しようとかそういうのじゃなくて、その、あの、ちょっと心配かなーって思って……ね？」

「……いやまあ、いいですけど」

　苦笑する聡達。

　由々子がドジなのは今に始まったことではないので、生徒達も慣れっこになっているのだろう。またアバロン学園都市が可能性を探る為の実験場だという話も彼等は知っている。監視が付くのも予想の内だったのかもしれない。

「じゃあ」

　聡が身を乗り出して言った。

「千里の家に変なのがいるのとかも知らないんですか？」

「――え？」

　と由々子は硬直する。

　同時に――

「ちょっと君達」

　隣で成り行きを見守っていた拓人が口を挟んできた。

「今、なんて？」

「いや、だから」

　桜子がじれったそうに告げる。

「千里の家に、変な力使う女の子がいて。フルクラムが近付いたらあかん言うから、逃げたんですけど」

「…………！」

　顔を見合わせる拓人と由々子。

　恐らく間違いない。

　それは――周防万尋だ。

「おまけに、テジャスとミーティア、ウーラちゃんが何だか様子がおかしくて。とりあえず聡が封印かまして拉ら致ちしてきましたけど」

　と言いつつ聡がポケットから三つの空薬莢を取り出した。

「拉致って――」

　と不穏な言葉に慌てる由々子だが、彼女の言葉を遮るようにして拓人は言った。

「いやそれは、むしろよくやってくれた」

「あの。一体何がどうなってるんです？」

　一同を代表して聡が尋ねてくる。

　由々子はしかし――事情の説明を躊躇した。

　もし何もかもをきちんと話すとすれば、実は、周防千里が本当の周防千里でないことや、クフィールが周防千里の妹を殺す為に創られた兵器系人造精霊であるということも、告げてしまうことになる。

　では何処までぼかして説明をすべきか。

　その境界線が判断できない。

　しかし――

「大場先生、ポチＳＳ、周防千里くんにも付けてますよね？」

　拓人がそんなことを聞いてくる。

「ええ、一応――」

「彼の現在位置を調べてください」

　拓人は改めて立ち上がりながら言った。

「君達も協力を。どうもアバロン学園都市と連絡がとれない。僕達は僕達だけで状況に対処しないといけないみたいだ」

「羽瀬川先生？」

　聡達が怪訝そうに拓人を見上げる。

「細かいことはまた後で説明するよ。とりあえず僕達にできることは二つ――一つは先程わかった亜空間座標に行ってガストン教授の遺したものを確認すること。もう一つは周防千里くんを確保すること」

「千里を……？」

「君達が見たのは、多分、周防万尋。かつて行方不明になった千里くんの妹で、しかも途方もない能力を秘めた超能力者だ。彼女に千里くんを渡しちゃ駄目だ。下手をすると、その瞬間――世界が、終わる」

「…………」

　聡達が顔を見合わせる。

　確かにいきなりこんなことを言われても戸惑うのが当然だが――

「急ごう。二手に分かれて行動しよう」

　拓人は一同を見回してそう言った。





●　●　●






　眼を開くと眼が合った。

「…………」

「…………」

　一瞬の硬直。

　でもって――

「…………せ、千里、さま」

「…………お、おう」

　ぎこちなく声を掛け合う千里とクフィール。

　クフィールの顔は真っ赤だった。だが恐らくクフィールから見ても千里は多分、赤面しているのだろう。何というか……本来ならば恥ずかしくてお互いの顔が見られないくらいの状況であるはずなのだが、目覚めていきなり、眼が合ったので、逸らすタイミングを失ってしまった感じだった。

「おはよう……じゃねえか」

「あ、はい、えっと、その」

　クフィールはシーツの下でもじもじしながら言った。

「お手数を、おかけしましたっていうか………」

「いや、ま…………その、精神世界でのことだしな」

「そ、そうですよね」

「ああ。そうだよ」

　だから恥ずかしがる必要なんてない訳で。

　そんなことを自分自身に言い聞かせていると――

「いつまで同じベッドで見つめ合ってるの？」

　呆れた様子で横手から声が掛かる。

「うおっ!?」

「がぅっ!?」

　思わず跳ね起きるようにして声の方を振り返り、そしてようやく千里はこの部屋の主と、そのアジャスタントのことを思いだした。

「星塚暁美――」

「ええ。星塚暁美ですよ」

　と少しふて腐れたように暁美は言った。

「二人の世界に入っちゃって、すっかり忘れられてたみたいだけど」

「い、いや、そうじゃなくて――」

　と慌てて言ってから――千里は脱力して溜め息をついた。

「とにかく、御覧の通り、上手くいった。ありがとうな」

「どういたしまして」

　仕方ない、とでも言うかのような苦笑を浮かべる暁美の隣では、ウェルキンが鳥籠の中でじっと千里達を見つめていた。

「ウェルキンもありがとう」

『上手くいって何よりだ』

　スズメ型のアジャスタントは端的にそう応じてきた。

　そして――

「で――これから、どうするの、周防くん？」

　と暁美が聞いてくる。

「…………」

　千里はベッドに腰掛けたまま――しばし自分の膝を見つめる。

　クフィールの中で千里が自我の鎧を保っていられるのには時間制限があった。だからこそ細かいことは脇に置くようにして、千里はクフィールを治すことに専念したのであるが……

「千里様」

　そっとクフィールの声が背中に触れる。

　万尋を倒す為に創られたという兵器系人造精霊。

　だが――

「大丈夫だ」

　千里は言った。

　クフィールにとって千里がオリジナルなのか複製品なのかはどうでも良かったのと同じく、千里にとってもクフィールが何の為に創られたのかということは、この際、問題ではないのだ。

　道具だというのならそもそも自我など要らない。

　奴隷だというのならそもそも感情など要らない。

　それらが備わっている以上、自分達は自分達のあり方を、自由に決めて良いはずで。

　ならば――

「とりあえずは乗せられてやるさ、ガストン教授」

　千里は呟く。

　クフィールは勿論――テジャスも、ウーラも、ミーティアも、暁美やウェルキンも、聡達も、桜子達も、薫達も、そして拓人や由々子、榮太郎といった教師達も。

　今の千里にとっては、得難い――大事な存在だ。

　彼等を含む世界を、勝手に変えられてはたまらない。

　だから千里は万尋ともう一度向かい合う必要があるだろう。

　しかし――

「だがどういうオチを付けるかは、俺の好きにやらせてもらうぜ」

　立ち上がりながら千里は――獣のように、獰どう猛もうな笑みを見せた。





つづく


























　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。




『まかでみックスえいす　周す防おう千せん里りと呼ぶんじゃねえ！』をお届けいたしまする。




　気がつくともうまかでみックスの８巻。

　というかこのシリーズ、『実験』をテーマに色々とやってますが（作品自体が実験であると共に、実験をテーマの一つにもしているし、実験的な事を幾つかしている訳で。混こん沌とん委員会とか）、正直、ここまで来られるかどうかは分からなかったので、ついてきてくださっている読者の方々には大感謝。

　でもって榊の暴走を許してくれている編集さんにも感謝。

　さらにその暴走の上に敢あえて乗っかって、一緒に暴走しているＢＬＡＤＥさんにも大感謝なのです。

　というか毎回、次回予告が楽しみでしょうがないんだよな。

　これを書いている時点ではまだ次回予告の原稿見てないんですが。今回は多分、アレがくるのではないかと思ってたり。契約のアレが（笑）。

（といいつつ、予想大ハズレ、実際のネタは海賊で歴代総ナメなアレとか、放浪なアレだったりしたら、それはそれで）





　クフィール『私と契約して御主人様になってよ』




　千里『……どうしたんだ。クフィ』（ジト目）




　クフィール『……え？』




　千里『変なアニメでも見たのか？』




　クフィール『あ……あの……今はこれが大人気だから……千里様もきっと萌え萌えだってテジャスさんが……』




　千里『とりあえず耳の穴から毛を生やすのは止めろ』




　クフィール『はあ……』




　千里『しかしあの馬鹿は、何ど処こからそういうネタ仕入れてくるんだ？』




　クフィール『……ツイッターだそうですけど……』




　千里『……あんな全自動エロトークマシンにツイッターなんかやらせたら、全世界に無意味なエロトークが撒まき散らされるぞ？』




　クフィール『ま……まずいでしょうか……？』




　千里『この都市自体、秘密じゃないのか？　そこの住人がツイッターなんかしても良いのか？』




　クフィール『……でも……禁則事項に触れなければ……』




　千里『ツイッターだぞ？　失言大量発生装置とか言われてるアレだぞ？　でもってそれ使ってるのが失言率の方が普通の発言より多いテジャスだぞ？』




　クフィール『…………』




　千里『というか……そもそも、いつの間にツイッターなんかしてるんだ、あいつ』




　テジャス『御主人様の生着替えをガン見中なう。パンツおろしたなう』




　千里『そこ！　捏ねつ造ぞう情報を発信するな！』




　テジャス『ネットの情報なんて所詮、玉石混淆、真贋混在、そんなものなのですなう』




　千里『変な語尾つけてんじゃねえよ！』




　テジャス『いいじゃなイカ。キャラ立てできるじゃなイカ』




　千里『余所様のキャラ立てに乗っかってんじゃねえよ！』






　そういえばツイッターも最近、ちょこちょこラノベ創作講座っぽい事を呟つぶやいてたりしますが、急にフォロワーが増えて色々戦々恐々としてたりする日々。

　挙げ句、ロフトプラスワンで創作講座までやる事に（この後書きはその翌日に書いてまする）。




　ツイッターは、いっそテジャスの呟きＢＯＴでもやろうかと思ったんですが、色々心が折れそう――である以前に何か色々なものに引っかかりそうな気がして止めました。

　ツイッターってＮＧワードとか設定されてるのかな。




　フェイスブックも誘われてるんだけども、いまいち使い方がわからんかったり。既に脳が流行に追いついてないっぽいな。やばし。




　まあそれはさておき。




　本編の方（というか千里のドラマ）はなんだかんだで佳境に入って参りました。




　ちなみに元々は（シリーズ開始当初は）ぼんやりとなんか別な感じの流れを考えてたんですが――同業者の神かみ野のオキナ氏と話をしていて、出てきたネタの方が面白かったので（しかもより自然に見えた）、急きゆう遽きよ、流れの一部を差し替えてみたりしました。

　これも敢えてシリーズ当初に細かく作り込まず、ライブに物語を作っていく醍だい醐ご味みですな。




　恐らく次の巻でこの『実験』は終了すると思いますが、皆様、最後までよろしくお付き合いの程を。




　二〇一一／二／二八

　ＢＧＭ：「Magia」（byKalafina）

　ＭＡＣＨＩＮＥ：ThinkPadX201
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